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第 1 回村議会定例会は、 3 月 7 日から 17 日までの 11 日

間の会期で開かれ、一般会計をはじめ各種会計の平成 6

年度予算、助役・収入役選任などの人事案件が提案され、

慎重審議の結果、いずれも原案どおり可決承認されまし

た。その主な内容をお知らせします。

収
入
役
の
梁
瀬
勝
治
さ
ん
（
任
期
3

月

3
1日
）
を
再
度
収
入
役
に
選
任
す
る

収
入
役
に

梁
瀬
勝
治
さ
ん
選
任

橋本亀三郎さん

助
役
に

橋
本
亀
三
郎
さ
ん
選
任

助
役
の
橋
本
亀
三
郎
さ
ん
（
任
期
3

月

3
1日
）
を
再
度
助
役
に
選
任
す
る
こ

と
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

第 1 回村議会
定例会

平
成
六
年
度

各
種
予
算
決
ま
る

俳
圃
十
周
年

加
必
詳
業
な
ど

蓮見正吉さん

公
平
委
員
会
委
員
に

蓮
見
正
吉
さ
ん
選
任

大塚雅勇さん

こ
と
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

監
査
委
員
に

大
塚
雅
勇
さ
ん
選
任

村
監
査
委
員
の
大
塚
雅
勇
さ
ん
（
任

期
4

月

3
0日
）
を
再
度
同
委
員
に
選
任

す
る
こ
と
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

梁瀬勝治さん

屋
外
有
線
放
送
施
設

の
設
置
お
よ
ひ
管
理
に

関
す
る
条
例
の
廃
止

村
公
平
委
員
会
委
員
の
蓮
見
正
吉
さ

ん
（
任
期
4
月

3
0日
）
を
再
度
同
委
員

に
選
任
す
る
こ
と
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

オ
フ
ト
ー
ク
通
信
施
設
の
設
置
お
よ

び
管
理
に
関
す
る
条
例
が
、
平
成
五
年

十
二
月
の
定
例
議
会
で
制
定
さ
れ
た
こ

と
に
伴
い
、
屋
外
有
線
放
送
施
設
が
オ

フ
ト
ー
ク
通
信
施
設
に
移
行
さ
れ
た
た

め
、
本
条
例
は
必
要
が
な
く
な
り
ま
し

た
の
で
廃
止
し
ま
し
た
。

事
務
分
掌
条
例
の
制
定

村
の
行
政
機
構
を
改
革
し
て
、
事
務

の
効
率
化
と
合
理
化
を
図
っ
て
住
民
に

対
す
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る

た
め
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

課
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
村
長
部
局

に
あ
る

7

課
を
新
し
く
2
課
増
設
し
て

9
課
に
し
ま
し
た
。
新
し
く
福
祉
課
と

都
市
開
発
課
を
設
置
し
て
、
福
祉
行
政

の
向
上
充
実
と
都
市
計
画
事
業
の
推
進

を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
企
画
開
発
課
を
企
画
課
に
、

保
健
課
を
環
境
保
健
課
に
名
称
を
改
め
、

従
来
の
課
設
置
条
例
は
廃
止
し
ま
す
。

な
お
、
設
置
さ
れ
た
課
は
次
の
通
り

で
す
。

総
務
課
、
税
務
課
、
企
画
課
、
住
民

課
、
福
祉
課
、
環
境
保
健
課
、
経
済
課
、

建
設
課
、
都
市
開
発
課

平成 6 年 4 月 10 日 (2) 



行
政
改
革
と
行
政
運
営
の
効
率
化
を

推
進
す
べ
く
、
公
立
の
幼
児
教
育
施
設

の
統
廃
合
、
並
び
に
学
校
給
食
の
合
理

化
を
図
る
た
め
に
は
、
裏
付
け
と
な
る

財
源
確
保
が
必
要
に
な
り
、
そ
の
た
め

に
、
基
金
を
設
置
す
る
条
例
の
制
定
で
、

公
布
の
日
か
ら
施
行
し
ま
す
。

な
お
、
基
金
の
種
類
は
、
幼
児
教
育

施
設
建
設
基
金
と
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設

基
金
で
す
。

機
構
改
革
に
伴
う
課
の
新
設
、
行
政

事
務
の
多
様
化
、
施
設
の
新
設
な
ど
に

よ
り
職
員
の
定
数
が
不
足
し
ま
す
の
で
、

わ
が
国
経
済
は
な
お
調
整
過
程
に
あ

り
、
景
気
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況

が
続
い
て
い
る
た
め
、
景
気
回
復
へ
の

芽
を
膨
ら
ま
せ
、
わ
が
国
経
済
を
で
き

る
だ
け
早
い
時
期
に
本
格
的
な
回
復
軌

道
に
乗
せ
、
安
定
成
長
を
確
実
な
も
の

に
す
る
と
と
も
に
、
本
格
的
な
高
齢
化

社
会
の
到
来
へ
の
対
応
な
ど
、
中
長
期

的
な
課
題
に
も
取
り
組
ん
で
い
く
た
め

文
化
の
香
り
高
い
う
る
お
い

の
あ
る
住
み
よ
い
郷
±
づ
く
り

職
員
定
数
条
例

の
一
部
改
正

所
得
割
の
税
率
を
百
分
の
七
．
0
か

ら
百
分
の
六
・
八
に
、
資
産
割
の
税
率

を
百
分
の
五
O
·
O

か
ら
百
分
の
四
十

五
．
0
に
改
正
さ
れ
、
平
成
六
年
四
月

一
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

に
、
総
合
経
済
対
策
や
行
政
大
綱
（
今

後
に
お
け
る
行
政
改
革
の
推
進
方
策
）

を
決
定
す
る
と
と
も
に
、
可
能
な
限
り

有
効
な
施
策
を
展
開
し
て
行
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
状
況
下
に
あ
り
ま
す
。

本
村
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
村
民
各

位
の
ご
指
導
、
ご
協
力
を
賜
り
常
に
健

全
財
政
を
念
頭
に
、
村
民
の
福
祉
向
上

に
努
め
、
快
適
な
生
活
環
境
づ
く
り
を

図
り
、
郷
土
の
輝
し
い
歴
史
と
伝
統
を

国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
改
正

公
共
施
設
建
設

基
金
条
例
の
制
定

事務部局区分 定数

村長の事務部局の職員 92 人

議会の事務局の職員
2 人

(1)人

選挙管理委員会の事務局の職員 (4) 人

監査委員の補助職員 (1)人

教育委員会の事務局及び教育 34 人
委員会の所管に属する職員 (3) 人

公平委員会の事務職員 (1)人

農業委員会の事務局の職員
2 人
(3) 人

公営企業の職員 5 人

（）内は、併任または、兼任の定数とする。

現
行
の
1
2
3
人
を
1
3
5
人
に
改
正

し
ま
し
た
。

既
定
の
予
算
総
額
か
ら
、
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
四
五
、
三
七
九
千
円
を
滅
額

し
、
総
額
を
四
0
億
八
五
、
五
0
六
千

円
に
し
ま
し
た
。

【
歳
入
】
※
〔
〕
は
補
正
後
の
総
額

④
地
方
交
付
税
…
一
億
六
九
、
ニ
―
五

千
円
〔
九
億
九
〇
、
五
六
四
千
円
〕

④
分
担
金
及
び
負
担
金
…
一
、
0
五
〇

千
円
〔
四
四
、
七
二
二
千
円
〕

④
国
庫
支
出
金
…
三
、
六
八
二
千
円
減

額
（
老
人
保
護
措
置
費
負
担
金
減
額

な
ど
）
〔
一
億
四
三
、
八
四
一
千
円
〕

④
県
支
出
金
…
二
、
0
二
九
千
円
減
額

（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
補
助
金
減
額
な

ど
）
〔
一
億
二
九
、
八
0
一
千
円
〕

④
繰
入
金
…
三
億
0
二
、
0
五
六
千
円

受
け
継
ぎ
、
子
孫
に
誇
れ
る
郷
土
建
設

の
た
め
、
村
民
の
英
知
と
創
意
を
結
集

し
、
ま
い
進
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

平
成
六
年
度
予
算
編
成
に
あ
た
り
ま

し
て
は
、
こ
の
よ
う
な
諸
情
勢
を
踏
ま

え
、
行
政
改
革
大
綱
、
第
三
次
総
合
計

画
を
基
本
と
し
て
、
新
し
い
時
代
に
即

応
し
な
が
ら
健
全
財
政
を
堅
持
し
、
真

に
郷
土
の
発
展
と
住
民
生
活
の
安
定
を

第
一
と
し
て
、
村
の
実
情
と
将
来
を
考

え
合
わ
せ
、
来
る
べ
き
二
十
一
世
紀
に

向
か
っ
て
基
盤
づ
く
り
を
積
極
的
に
推

進
し
「
文
化
の
香
り
高
い
う
る
お
い
の

あ
る
住
み
よ
い
郷
土
づ
く
り
」
を
め
ざ

し
、
高
齢
化
、
情
報
化
、
国
際
化
な
ど

へ
の
対
応
に
十
分
留
意
し
、
一
般
行
政

平
成
五
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算

減
額
（
財
政
調
整
基
金
繰
入
金
減
額
）

〔
二
億
六
一
、
五
三
五
千
円
〕

④
諸
収
入
：
．
五
、
九
七
七
千
円
減
額
（
現

金
預
金
利
子
収
入
減
額
な
ど
）
〔
二
億

1
0
、
七
六
七
千
円
〕

④
村
債
…
九
八
‘
1
0
0
千
円
〔
三
億

五
一
、
三
0
0
千
円
〕

【
歳
出
】
※
〔
〕
は
補
正
後
の
総
額

④
総
務
費
…
ニ
―
‘
―
―
九
千
円
減
額

（
オ
フ
ト
ー
ク
通
信
サ
ー
ビ
ス
事
業
工

事
費
減
額
な
ど
）
〔
五
億
五
七
、
0
1

―
­

七
千
円
〕

④
民
生
費
…
一
七
、
〇
八
二
千
円
減
額

（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営

委
託
料
減
額
な
ど
）
〔
六
億
0
七
、
一

九
0
千
円
〕

④
衛
生
費
…
一
、
八
0
九
千
円
減
額
（
各

種
検
診
等
委
託
料
減
額
な
ど
）
〔
二
億

三
二
、
五
二
三
千
円
〕

④
農
林
水
産
業
費
…
三
五
二
千
円
減
額

（
農
地
流
動
化
促
進
奨
励
金
減
額
な
ど
）

経
費
を
厳
し
く
抑
制
し
、
投
資
的
経
費

に
可
能
な
限
り
の
配
分
を
行
い
、
支
出

経
費
の
効
率
化
に
徹
し
、
国
・
県
の
方

針
お
よ
び
地
方
財
政
計
画
を
指
針
と
し

て
予
算
編
成
に
あ
た
っ
た
次
第
で
あ
り

ま
す
。

主
な
施
策
と
し
て
、
合
併
四
十
周
年

記
念
事
業
、
第
四
次
総
合
計
画
の
策
定
、

ふ
る
さ
と
の
広
場
内
に
多
目
的
施
設
の

建
設
、
B
&
G

財
団
明
和
海
洋
セ
ン
タ

ー
の
竣
工
と
事
業
の
推
進
、
生
活
関
連

環
境
整
備
、
農
業
基
盤
整
備
、
道
路
改

良
、
福
祉
の
充
実
、
産
業
・
教
育
・
文

化
の
振
興
な
ど
グ
ロ
ー
バ
ル
に
村
政
の

後
退
を
招
く
こ
と
の
な
い
よ
う
に
配
慮

し
な
が
ら
一
般
会
計
を
四
一
億
六
千
万

憲

平
成
五
年
度
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

〔
二
億
六
五
、
二
九
四
千
円
〕

④
消
防
費
…
一
五
、
六
0
九
千
円
滅
額

（
館
林
地
区
消
防
組
合
負
担
金
減
額
）

〔
一
億
四
二
、
二
七
一
千
円
〕

④
教
育
費
：
·
1
0
、
五
九
二
千
円
〔
四

億
0
0
、
五
七
八
千
円
〕

既
定
の
予
算
総
額
に
、
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
九
、
二
ニ
六
千
円
を
追
加
し
、

総
額
を
五
億
五
八
、

O
―
一
九
千
円
に
し

ま
し
た
。

【
歳
入
】
※
〔
〕
は
補
正
後
の
総
額

④
療
養
給
付
費
交
付
金
：
・
九
、
ニ
ニ
六

千
円
〔
五
一
、
六
二
六
千
円
〕

【
歳
出
】
※
〔
〕
は
補
正
後
の
総
額

④
保
険
給
付
費
…
九
、
ニ
ニ
六
千
円
〔
四

億
ニ
―
、
二
四
九
千
円
〕

円
と
定
め
ま
し
た
。
こ
れ
は
前
年
度
に

比
較
し
ま
す
と
伸
び
率
で
八
・
六
％
、

金
額
で
三
億
三
千
万
円
の
増
額
と
な
り

ま
す
。一

方
特
別
会
計
で
は
、
老
人
保
健
会

計
五
億
0
五
、
三
二
六
千
円
、
国
民
健

康
保
険
会
計
五
億
0
二
‘
―
二
三
千
円
、

水
道
事
業
会
計
（
収
益
的
・
資
本
的
支

出
合
計
）
四
億
五
九
、
五
八
九
千
円
、

そ
れ
ぞ
れ
予
算
決
定
を
い
た
だ
い
た
わ

け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

新
年
度
も
心
の
通
っ
た
行
政
実
現
に

総
力
を
挙
げ
て
執
行
に
当
た
る
考
え
で

あ
り
ま
す
の
で
、
村
民
各
位
の
ご
理
解
、

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

明
和
村
長
斎
藤

(3) 乎成 6 年 4 月 10 日



水道料金・加入金など
平成6年7月 1 日から孜定

水道料金… 1 カ月基本料金520円か850円＋消費税に

本
村
の
上
水
道
事
業
は
創
設
以
来
、

年
々
増
加
す
る
結
水
量
に
伴
い
拡
張
事

業
を
行
い
安
定
供
給
に
努
め
て
ま
い
り

ま
し
だ
が
、
人
口
増
、
生
活
様
式
の
多

様
化
等
に
よ
り
水
の
需
要
は
ま
す
ま
す

高
ま
つ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
南
大
島
地
内

に
第
四
次
拡
張
事
業
と
し
て
浄
水
場
を

建
設
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
に
は
膨

大
な
費
用
が
か
か
り
ま
す
の
で
健
全
な

事
業
運
営
を
維
持
す
る
こ
と
が
困
難
な

状
態
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
だ
。
水
道

事
業
は
独
立
採
算
で
運
営
さ
れ
て
い
る

だ
め
財
源
を
水
道
料
金
に
よ
り
求
め
る

以
外
に
方
法
は
あ
り
ま
せ
ん
。

水
道
料
金
の
改
定
は
平
成
元
年
消
費

税
の
導
入
に
よ
り
改
定
さ
れ
ま
し
だ
が

実
質
的
な
料
金
改
定
は
昭
和
五
十
年
以

来
の
改
定
と
な
り
ま
す
。

水
道
料
金
・
加
入
金
等

か
改
定
に
な
り
ま
す

改定水道料金 現行水道料金

超過料金 基本料金

料金 単位数量
1 カ月

基本水量
の料金

円 1 m刈こ 850fil 1 カ月
100 

つき 10mぽで

110 
lm刈こ

2,000 
1 カ月

つき 20mぽで

90 
lm刈こ

1,700 
1 カ月

つき 20mぽで

100 
lm刈こ

2,000 
1 カ月

つき 20mぽで

150 
lm刈こ

2,250 
1 カ月

つき 20mぽで

上記の金額のほかに消費税 3 ％がかかりま

す。また、 10円未満の端数が生じたときは、

その端数金額は切り捨ていたします。

改定使用料
貸付使用
料（月額）

円

80 

*ｷ 150 
170 

（消費税込みの金

額です）

硯行使用料

*ｷ 

（消費税込みの金額です）

超過料金 基本料金

1 カ月
用途

料金 単位数量
の料金

基本水量

円 lm叶こ 520円 1 カ月
一般家庭用62 

つき 10面まで

67 
lm刈こ

1,130 
1 カ月

工業用
つき 20面まで

57 
lm刈こ

1,030 
1 カ月 官公署、学

つき 20両まで 校、病院等

62 
1 m刈こ

1,030 
1 カ月

共用栓
つき 20mぽで

93 
lm刈こ

930 
1 カ月

臨時使用
つき 10mぽで

貸付使用 量水器
料（月額） の口径

円 mm 

50 13 

100 20 

130 25 

平
成
六
年
第
一
回
村
議
会
定
例
会

に
お
い
て
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部

改
正
が
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た

④
水
道
料
金

（消費税込みの料金です）

④
量
水
器
使
用
料

改定加入金
加入金の額

円

60,000 

160,000 

270,000 

410,000 

820,000 

村長が別に定める

村長が別に定める

上記の金額のほかに消費税

3 ％がかかります。また、 10

円未満の端数が生じたときは、
その端数金額は切り捨ていた

します。

*’ 

現行加入金
加入金の額 量水器の口径

円 mm 

30,900 13 

51,500 20 

72,100 25 

103,000 30 

154,500 40 

257,500 50 

515,000 75 

④
加
入
金

（消費税込みの金額です）

平成 6 年 4 月 10 日 (4) 
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B & G 財団明和海洋センター完成図

平成6年 6月完成予定の、 B&G財団明和洒洋センターの管理、

運営について必要な基本的事項を定め、一般村民の方々が効率的に
利用できるように条例を制定し、公布の日から施行しましだ。

B&G財団明和洒洋センター使用料
④普通使用料

B
a
G
財
団

高校生
中学生以下

区 分 大 人
(3 歳以上）

1 人 1 回につき 300円 200円 100円

20人以上の団体
240円 160円 80円

1 人 1 回につき
I 

＇
笠

（
温
水
プ
ー
ル
）

④特別使用料
0長期水泳教室 〇短期水泳教室

区 分 入会金 月会費

大 人 3,000円 2,000円

高校生 3,000円 1,500円

中学生以下
3,000円 1,000円

(3 歳以上）

・講習会は会費1,000円とします。

区 分 入会金 月会費

大 人 500円 2,000円

高校生 500円 1,500円

中学生以下
500円 1,000円

(3 歳以上）

備考
1. 1 回の使用とは、午前9時から正午まで、午後 1 時から4時まであ

よび午後5時から9時までのそれぞれの使用時間帯における使用毎1こ

1 回とします。
2. 3歳未満の普通使用料は、無料とします。

3. 特別使用料は、洒洋センターの7ぬ尿指導を受ける場合に適用します。

4. 小学校3年生以下の場合は、保護者同伴とします。
5. 長期水泳教室は、 4月から翌年3月までとします。

(5) 

④
職
種
1
1

監
視
員
お
よ
び
水
泳
指

導
員

④
募
集
人
員
1
1
1
0
人
1
1
5
人

④
応
募
資
格
1
1
1
8歳
1
4
0歳
ま
で

の
健
康
な
男
女

④
締
め
切
り
1
1
5

月

1
5日
⑪

④
申
し
込
み
先
1
1

社
会
体
育
館

※
詳
し
く
は
、
社
会
体
育
館
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

明
和
洒
洋
セ
ン
タ
ー

臨
時
職
員
募
集

平成 6 年 4 月 10 日



予算総額
2-,703ガ8千円

41億60,000千円

会計別予算規模 （率は前年比）

●●●-■- 般 会 計 41億60,000干円 8.6% , 老人保健 5億05,326干円 2.8% 

国民健康保険 5億02, 123干円 • 4.5% 

水 道 事 業 4億59,589干円 101.2% 

計 56億27,038干円 10.9% 

地方譲与税
2.6% 

国庫支出金

2.6% 
諸収入

5.1% 
村税

32.1% 

そ の

1 歳入構成比 I
（）内は前年度対比

1億96,416干円（△17.6%)他

財産収入

地方譲与税

国庫支出金

諸 収 入

村 債

56,991干円（△39.7%)

89,657干円（△30.3%)

1億08,000干円（1.9%)

1億08, 156干円（△12.4%)

2億14,667干円（△0.6%)

6億円

繰 入 金

曝支出金 2.2%
財産収入 1.4%

その他 4.8%

(164.7%) 

6億50,002干I円 (8.3%)

地方交付税 8億円 (8.1%)

村 税 13億36,111干円（△1.5%)

一般会計当初予算の推移

0

0

0

 

3

2

1

 

歳 入 5
 

10 

平
成
六
年
度
の
予
算
額
は
、
一
般
会

計
が
四
＿
億
六
干
万
円
（
前
年
比
八
・

六
％
増
）
、
老
人
保
健
特
別
会
計
五
億0

五
、
三
二
六
干
円
（
前
年
比
ニ
・
八
％

増
）
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
五
億0

二
‘
＿
二
三
干
円
（
前
年
比
四
・
五
％

減
）
、
水
道
事
業
会
計
四
億
五
九
、
五
八

九
干
円
（
前
年
比
＿
o
-
・
ニ
％
増
）

で
、
総
額
は
五
六
億
二
七
、
0
三
八
干

円
と
な
り
、
前
年
度
と
比
べ
て
＿

o
．

九
％
の
増
に
な
り
ま
す
。

晉

元 2
 
3
 
4
 
5
 

億
15 円

村税の内訳

村 民 税 5億19,963干円

固定資産税 7憶00,908干円

軽自動車税 13 .711干円

村だばこ税 40,675干円

特別土地保有税 60,854干円

平成 6 年 4 月 10 日 (6) 



性質別経費の内訳
9 人件費

9億00,993干円

喜 扶助費 1億05,719干円

昌公債費 1億60,918干円
| 

物件費
6億64,458干円

そ 維持補修費
46,512干円

の 補助費等
3億19,961 干円

他直出金
87,917干円

の
積立金

3億38,486干円経
投資・出資金・貸付金 34,629干円

費
その他 10,000干円

平成 6 年度

公債費
3.9% 

農林水産業費

5.1% 

56億、

一般会計

l 普通建設事業費

『暉 14億90.407干円 l
じ l

土木費

37.2% 

村民一人当たり

( 平成6年4月 1 日の) 
人口11,339人で試算

納める税金
総額117,831 円

村民税

45,856円
歳出構成比

（）内は前年度対比

固定資産税 軽自動車税 60,001干円 (3.8%) | その他
61, 813円 1,209円

72,383干円 (2.3%) 「 議会費
特別土地保有税 村だばこ税

5,366円 3,587円 1億46,721干円（△7.1%) 「 消防費
使われる予算 1億61,090干円（△10.6%) 「 公債費
総額366,872円

2億11,423干円（△15.4%) | 農林水産業費
土木費 総務費

136,359円 61, 197円 2億92,470干円 (30.6%)
I 衛生費

民生費 教育費 4偲04,603干円 (7.5%) | 教育費

50,376円 35,682円 5億71,215干円（△6.8%) I 民生費
衛生費 農林水産業費

25,793円 18,645円
6億93,919干円(17.5%)1 総務費

公債費 その他 15憾46.175干円 (18.1%) 土木費

14,206円 24,614円 億円 1 1 5 110 
I 歳 出5 

(7) 平成 6 年 4 月 10 日



I 土木費
道路改良・舗装新設工事費

3億15,000

道路改良などの測量調査設計委託料

40,000 

道路補修費など 22,000 

道路用地買収費 38,000 

物件補償費 50,000 

（仮）ふるさと産業文化館設計管理委

託料 45,460 

（仮）ふるさと産業文化館建設工事費

6億80,540

ふるさとの広場用地購入費 74,000 

ふるさとづくり基金積立 1億16,121

都市計画道路決定資料作成業務委託

料 3,575

新用途地域指定替業務委託料 6,386

住宅管理費 6,028 

海洋センター竣工式典委託料 5,886

海洋センター等案内標識工事15,450

ふるさとの広場B·C ゾーン間の村

道舗装工事 34,814 
¥¥, i 4 -

1 総務費 l
村勢要覧作成 12,875 

広報用ビデオ製作委託料 3,090 

オフトーク通信使用料など 21,588 

役場駐車場舗装工事 7,855 

合併40周年記念事業費 4,779 

交通対策費 8,255 

結婚相談事業費 4,246 

財政調整基金利子積立金 18,015 

減債基金利子積立金 4,350 

幼児教育施設建設基金積立金

1億00,000

給食センター建設基金積立金

1億00,000

総合計画策定調査委託料 7,004 

土地家屋現況図作成委託料 27,000 

I 

使
い

最
小
経
費
て
最
大
効
果
を

ん
な
事
業
で
す

み
ち
は

一ヽ

特 別 会 計

（
主
な
も
の
）

（
単
位
干
円
）

老
人
保
健

繰入金

その他

5億05,326干円
（歳入）

支払基金交付金

3億48,599千円

国庫支出金

1億04,193千円

県支出金

26,042千円

26,435千円

57千円

（歳出）

医療諸費

5億04,902千円

総務費 367千円

その他 57千円

国
民
健
願
保
険

5億02, 123干円
（歳入）

国民健康保険税

2億25,660千円

国庫支出金

1億50,762千円

療養給付費交付金

56,481千円

県支出金 1,130千円

繰入金 31,261千円

繰越金 29,755千円

共同事業交付金

3,725千円

財産収入 2,506千円

その他 843千円

（歳出）

保険給付費

3億78,048千円

老人保健拠出金

1億05,584千円

総務費 3,712千円

共同事業拠出金

4,057千円

保健施設費

3,208千円

基金積立金

2,506千円

5,008千円その他

水

道

事

業

収益的収入

収益的支出
（収益的収入）

営業収益

1億54,526千円

営業外収益

6,381千円

（資本的収入）

企業債

2億20,000千円

出資金

1憶60,907干円

1億01, 071 干円
（収益的支出）

営業費用

90,045千円

営業外費用

9,026千円

予備費 2,000千円

（資本的支出）

建設改良費

3億53,324千円

企業債償還金

50,000千円 5,194千円

資本的収入額が資本的支出額に対して

不足する額88,518千円は、過年度分損益

勘定留保資金40,292千円、建設改良積立

金40,000千円、減債積立金5,194千円およ

び当年度分消費税資本的収支調整額3,032

千円で補てんする。

〇業務の予定量

給水栓数

年間総給水量

1 日平均給水量

3,347栓

1,912, 000m3 

5, 238m3 

平成 6 年 4 月 10 日 (8) 



＼へ＼

費会議
議会費

.i 

商工費 I
村商工会助成金 7,000 

村納涼祭補助金 2,500 

商業設備近代化資金貸付金 9,312 

労働環境整備資金貸付金 10,000 

中小企業労働福祉施設資金貸付金

172 

` 

1 公債費 I
長期債償還元金 77,305 

長期債償還利子 83,613 

1 諸支出金 I 

土地開発基金への繰出金など 9,400

(9) 

1 衛生費 I
邑楽館林医療事務組合負担金20,298

邑楽館林医療事務組合出資金14,705

国保特別会計繰出金 6,260 

基本健康診査などの委託料 24,636 

合併処理浄化槽設置補助金 5,457 

水道事業会計繰出金 50,000 

保健センター費 4,604 

可燃廃棄物焼却処分などの委託料

65,020 

1,262 

27,703 

空き缶圧縮機購入費

館林衛生施設組合負担金

,-..c..,. 

一
— 

-----
•—` -ｷｷｷ 

1 農林水産業費 I 

農業委員会費 8,543 

新農構、穀類乾燥調整貯蔵施設建設

補助金 14,510 

「軟弱野菜」生産振興対策事業補助金

3,813 

「群馬の果樹」生産振興事業補助金

3,120 

用・排水路などの測量設計委託料

6,730 

用・排水路などの工事費 67,980 

水田農業確立排水対策特別事業負担

金 51,000

1 消防費 I
館林地区消防組合負担金（常備・非

常備・施設費） 1億45,247

災害対策費 1,474 

1 民生費 I
国民年金費 1億83,216

村社会福祉協議会補助金 9,204 

ホームヘルプサービス事業委託料

6,314 

養護老人ホーム入所委託料 6,264 

特別養護老人ホーム入所委託料

36,168 

デイサービスセンター管理運営委託

料 25,013

老人保健特別会計繰出金 26,435 

医療福祉費 18,913 

老人福祉センター費 22,396 

母子家庭等修学費助成 1,166 

保育園費 1億22,283

這塁
レヘ “ 
1 教育費 I
小学校費（西小学校北校庭北側水路

敷購入費など） 77,598 

中学校費（中学校校舎放送設備改修

工事費など） 56,800 

幼稚園費 49,289 

青少年育成対策費 4,847 

公民館費 21,953 

体育施設費（利根川総合運動場維持

管理委託料など） 14,092 

海洋センター費（海洋センター利用

者送迎バス購入費など） 65,826 

平成 6 年 4 月 10 日



強風の中グラウンドゴルフを行う参加者

~ -1 - -| 

初
め
て
参
加
し
た
和
太
鼓l
 
.. ‘ 
臼

公罠
彗
鱚
つ1,J 

公
民
館
活
動
を
広
く
村
民
に
理
解
し
て
い
た

だ
く
と
共
に
、
各
種
講
座
、
教
室
の
成
果
発
表

の
場
と
し
て
「
公
民
館
ま
つ
り
」
が
三
月
五
日

•
六
日
の
二
日
間
、
中
央
公
民
館
を
メ
ー
ン
会

場
に
開
か
れ
ま
し
た
。

生
花
、
書
道
、
切
り
絵
、
日
本
画
、
レ
ザ
ー

ク
ラ
フ
ト
、
プ
レ
ス
フ
ラ
ワ
ー
、
子
ど
も
会
家

族
画
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
、
小
・
中
学
生
書
き
初

め
・
作
文
作
品
な
ど
の
展
示
、
子
ど
も
映
画
会
、

人
形
劇
・
紙
芝
居
、
荼
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
、

そ
し
て
中
学
校
校
庭
で
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、

タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
が
、
社
会
体
育
館

で
は
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
ミ
ニ
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
、

卓
球
な
ど
の
軽
ス
ポ
ー
ツ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
子
ど
も
会
育
成
団
体
連
絡
協
議
会
に

よ
る
ヨ
ー
ヨ
ー
風
船
、
金
魚
す
く
い
、
綿
あ
め

の
無
料
サ
ー
ビ
ス
を
は
じ
め
、
や
き
そ
ば
・
み

そ
お
で
ん
の
バ
ザ
ー
、
そ
し
て
講
堂
で
は
舞
踊
、

民
謡
、
詩
吟
、
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
自
慢
の
芸
が
披

露
さ
れ
、
訪
れ
た
人
た
ち
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま

し
た
。

公民館まつり

甲

金魚すくいなどに多くの子どもたちが…

作品を真剣に見ている家族づれ

---―`―一ー·

絵本に見入る子どもたち

平成 6 年 4 月 10 日 (10) 



④
期
日
1
1
5
月
1
7
月
中
1
0
回

④
会
場
1
1
大
輪
公
園
内
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
場

④
対
象
1
1
村
民
一
般
（
男
・
女
）

参
加
者

フ―

一
一

参ゴ

加ル

ス 者フ

募教

集室

募教

.. ••.. ｷ.. ｷ.:... :-.... ;·• 

.. . •.•. • •. ·;f・・ ＿．．．：｀区・ ーらな

室集

④
期
日
1
1
5
月
1
7
月
中
夜
1
0
回

0
会
場
1
1
ゴ
ル
フ
練
習
場
（
館
林
市
）

0
対
象
1
1
村
民
一
般
（
男
・
女
）

0
定
員
1
1
2
0
人
（
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
ま
す
）

0
費
用
1
1
1
,
2
9
0
円
（
保
険
代
）

※
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
I
I
4
月

1
5
日
か
ら
社
会
体
育
館
で
受
け
付
け
し

ま
す
。

中学生男子の部 2位中島篤史君

④
定
員
1
1
2
0
人
（
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
ま
す
）

④
費
用
1
1
4
0
0
円
（
保
険
代
）

※
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
1
1
4
月

1
5
日
か
ら
社
会
体
育
館
で
受
け
付
け
し

ま
す
。

第
二
十
＿
回
村
剣
道
大
会

三
月
十
三
日
、
第
二
十
一
回
村
剣
道

大
会
が
社
会
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

村
内
の
剣
士
は
も
ち
ろ
ん
、
近
隣
市

町
か
ら
二
五
四
人
が
参
加
し
、
小
学
生

低
学
年
（
六
二
人
）
、
小
学
生
高
学
年
（
六

七
人
）
、
中
学
生
男
子
（
六
七
人
）
、
中

学
生
女
子
（
五
八
人
）
の
四
部
門
で
そ

れ
ぞ
れ
日
頃
の
鍛
練
成
果
を
競
い
合
い

ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
本
村
で
は
次
の
方
が
入

賞
し
ま
し
た
。

◎
中
学
生
男
子
の
部

二
位
1
1
中
島
篤
史
（
入
賞
時
中
三
）

〔
敬
称
略
〕

1 日 20ぞの

食物繊維tとろう

主な食品中の食物繊維量

食品名
繊維量 1 回の

(g) 摂取量

そば 4.0 200 9-

スパゲティ 3.0 200 g. 
穀

中華めん 2.6 200 g, 

類
食パン 2.3 2 枚

うどん I 2 200't 

ごはん 0.6 茶わん 1 杯

インゲン豆 5.3 40 ~ 
豆

おから 3.9 40 q, 

類
納豆 3.4 50 g. 

豆腐 0.4 半丁程度

塁
ゴボウ 3 4 30 g, 

__、/‘ノ`‘.、/ 2 4 I 00 g, 

干しガキ 6. I 1 個

果 キウイフルーツ 3.0 1 個

リンゴ 2.6 中 1 個

実 ミカン（薄皮含） I I 1 個

ミカン（薄皮除） 0.3 1 個

「日本食品標準成分表」より
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＠
第
六
の
栄
養
素
＠

@

@

 

@@ 
＠
食
物
繊
維
◎

@

@

 

@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
 

成
人
病
予
防
効
果
が
高
い
こ
と
か
ら
、

食
物
繊
維
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
思
っ
た
ほ
ど
と
れ
な
い
の
が
実

態
。
調
理
の
工
夫
な
ど
で
積
極
的
に
と

り
ま
し
ょ
う
。

＾
食
物
繊
維
の
成
人
病
予
防
効
果
〉

①
消
化
管
の
働
き
を
活
発
に
し
て
便
量

を
ふ
や
し
、
腸
内
環
境
を
改
善
し
て

大
腸
が
ん
を
予
防
し
ま
す
。

②
糖
が
吸
収
さ
れ
る
時
間
を
遅
く
し
て

血
糖
の
上
昇
を
抑
制
す
る
の
で
、
糖

尿
病
を
改
善
し
ま
す
。

③
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
吸
収
を
抑
え
て
、

高
脂
血
症
や
動
脈
硬
化
を
予
防
し
ま

ハ
ロ
ー
健
康
⑳

す
。

④
低
カ
ロ
リ
ー
な
の
に
満
腹
感
が
得
や

す
く
、
肥
満
の
予
防
に
役
立
ち
ま
す
。

⑤
腸
と
肝
臓
を
循
環
す
る
胆
汁
酸
を
滅

少
さ
せ
、
胆
石
を
防
ぎ
ま
す
。

⑥
腸
内
で
食
塩
の
ナ
ト
リ
ウ
ム
を
く
っ

つ
け
て
、
そ
れ
を
体
外
に
排
泄
し
、

血
圧
の
上
昇
を
抑
え
ま
す
。

＾
食
物
繊
維
を
効
率
よ
く
と
る
方
法
〉

①
野
菜
を
毎
日
3
0
0
g
と
る
。

野
菜
3
0
0
g
の
中
の
食
物
繊
維
は
約
1
0

g
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
、
芋

類
や
果
物
、
海
草
、
豆
類
な
ど
を
加

え
れ
ば
ほ
ほ
万
全
。

②
”
お
ふ
く
ろ
の
味
”
と
い
わ
れ
る
乾

物
を
多
く
と
る
。

切
り
干
し
大
根
や
か
ん
ぴ
ょ
う
、
乾

燥
ヒ
ジ
キ
な
ど
の
乾
物
は
食
物
繊
維

の
宝
庫
。
戻
し
た
も
の
を
い
つ
も
冷

蔵
庫
に
保
存
し
て
お
く
と
便
利
。

③
食
物
繊
維
入
り
の
飲
料
は
飲
み
す
ぎ

な
い
。

単
品
で
同
じ
種
類
の
食
物
繊
維
ば
か

り
摂
取
す
る
と
、
ほ
か
の
栄
養
素
が

欠
乏
状
態
に
な
る
こ
と
が
あ
る
。
多

く
の
食
品
か
ら
種
類
の
違
う
食
物
繊

維
を
ま
ん
べ
ん
な
く
と
り
ま
し
ょ
う
。

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
資
格
者
証

交
付
方
法
は
、
従
来
、
六
十
歳
に
な

っ
た
と
き
に
各
単
位
老
人
ク
ラ
ブ
の

会
長
さ
ん
を
通
じ
て
交
付
し
て
き
ま

し
た
が
、
平
成
六
年
四
月
か
ら
申
し

出
に
よ
り
希
望
者
に
交
付
す
る
方
法

に
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

資
格
者
証
の
交
付
を
ご
希
望
の
方

は
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

資
格
者
証
の
交
付
方
法

変
更
に
つ
い
て

村
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
6
年

度
の
学
習
事
業
の
一
環
と
し
て
、
婦

人
を
対
象
に
「
女
性
ふ
れ
あ
い
セ
ミ

ナ
ー
」
を
開
講
す
る
に
あ
た
り
、
学

級
生
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

④
開
講
期
日
1
1
毎
月
一
回

①
内
容
1
1
一
般
教
養
（
施
設
見
学
、

講
話
、
手
芸
な
ど
）
の
学
習

④
対
象
者
1
1
一
般
成
人
（
婦
人
）

④
定
員
1
1
3
0
人

④
経
費
1
1
教
材
費
は
個
人
負
担
で
す
。

生
き
が
い
学
習
を
「
女
性
ふ
れ
あ

い
セ
ミ
ナ
ー
」
で
見
つ
け
て
み
ま
せ

ん
か
、
お
気
軽
に
応
募
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
村
教
育
委
員
会
（
中

央
公
民
館
内
）
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

学
級
生
募
集

女
性
ふ
れ
あ
い
セ
ミ
ナ
—

(11) 平成 6 年 4 月 10 日



三
月
十
一
日
、
明
和
中
学
校
卒
業
式

が
同
校
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

百
五
十
四
人
（
男
八
十
二
人
・
女
七

十
二
人
）
の
卒
業
生
は
、
晴
れ
の
卒
業

証
書
を
手
に
、
恩
師
、
父
母
、
在
校
生

の
見
送
る
中
、
そ
れ
ぞ
れ
に
希
望
を
ふ

く
ら
ま
せ
母
校
を
後
に
し
ま
し
た
。

卒
業
生
の
進
路
状
況

館
林
商
工
高
校
2
5
人
（
男
1
5
・
女
1
0
)

関
東
学
園
大
附
属
高
校
2
4
人
（
男
1
6
・
女

8
)

板
倉
高
校
1
8
人
（
男
1
1
・
女

7
)

館
林
女
子
高
校
1
5
人

明
和
中
学
校
卒
業
式

-
J
i
四
人
が

希
望
の
巣
立
ち

-O

Li 

の
だ

む
わ

地域の話題なと身近な情報を広報係まで

あ寄せください。まだ掲載されだ写真は

差し上げますので、役場企画課までご連

絡ください。 役場合84-3111

館
林
高
校

西
邑
楽
高
校

大
泉
高
校

太
田
高
校

太
田
東
高
校

葛
生
高
校

太
田
女
子
高
校

足
利
学
園
高
校

足
工
大
附
属
高
校

佐
野
日
大
高
校

足
利
短
大
附
属
高
校

常
磐
高
校

太
田
工
業
高
校

太
田
西
女
子
高
校

太
田
市
立
商
業
高
校

県
立
高
等
養
護
学
校

前
橋
清
陵
高
校

足
利
女
子
高
校

弥
生
女
学
院
高
校

淑
徳
与
野
高
校

上
岡
学
園
専
門
学
校

就
職
な
ど

1
0人

9
人
（
男
7
・
女2
)

8

人
（
男
3
・
女5
)

6

人
6
人
（
男
3
・
女
3
)

5
人
（
男
1
・
女4
)

3

人
3
人
（
女
3
)

3
人
（
男
3
)

2
人
（
男
2
)

2

人
（
女2
)

2
人
（
男
1
・
女l
)

1

人
1

人
1
人
（
男
）

1
人
（
男
）

1
人
（
女
）

1

人
1

人
1
人
（
女
）

1
人
（
男
）

4
人
（
女
4
)

恩師・父母・在校生に見送られて

三
月
十
日
、
東
小
学
校
で
は
県
水
産

試
験
場
で
い
た
だ
い
た
山
女
の
卵
二
百

粒
を
四
カ
月
か
け
て
水
槽
で
ふ
化
さ
せ
、

八
十
四
匹
が
三
『
．
／
ほ
ど
の
稚
魚
に
成
長

し
ま
し
た
の
で
、
利
根
川
に
放
流
し
ま

し
た
。

東
小
学
校
で
は
昨
年
か
ら
山
女
の
稚

魚
を
放
流
し
て
い
ま
す
が
、
昨
年
は
二

百
粒
の
卵
か
ら
三
匹
し
か
ふ
化
し
ま
せ

ん
で
し
た
。

東
小
学
校
で
山
女

t
利
根
川
に
放
流

館林女性ドライバークラブ
村に六万円寄付されましだ

館林女牲ドライバーワラブ

創n20胃缶li念式興駅叫朦会

.,1  

―—る～9

山女を放流する児童と先生

上
江
黒
の
多
田
啓
三
郎
さ
ん
は
、
こ

の
ほ
ど
群
馬
県
食
品
衛
生
協
会
長
表
彰

（
食
品
衛
生
功
労
者
）
を
受
賞
し
ま
し

た
。
多
田
さ
ん
は
、
多
年
に
わ
た
り
食

品
衛
生
向
上
の
た
め
に
貢
献
さ
れ
て
い

ま
す
。

玄
郵
政
大
臣
賞

永
野
め
ぐ
み
（
梅
原
・
入
賞
時
西
小3
)

玄
日
本
年
賀
は
が
き
特
別
大
賞

恩
田
晴
世
（
中
谷
・
入
賞
時
幼
稚
園
）

堀
口
茉
希
（
新
里
・
入
賞
時
西
小
4
)

合
毎
日
大
賞

梅
澤
直
子
（
中
谷
・
入
賞
時
西
小
2
)

玄
日
本
年
賀
は
か
き
大
賞

多
田
愛
（
中
谷
・
入
賞
時
西
小

3
)

〔
敬
称
略
〕

永野めぐみさん

記念式典のようす

館林女性ドライバークラブは、 3 月 3 日、村に 6 万円

寄付されました。これは館林女性ドライバークラブが20

周年を迎えた記念のお礼として寄付されたものです。村

では感謝申し上げるとともに、ふるさと産業文化館（仮

称）が完成いたしましたら交通遺児基金の図書コーナー

を新設し、図書購入に当てさせていただきます。ありか

とうごさ‘‘しヽました。

第
1
0回
全
国
年
賀

は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル 多田啓三郎さん

票
食
品
衛
生
協
会
長
表
彰

多
田
啓
三
郎
さ
ん

平成 6 年 4 月 10 日 (12) 



土屋稚史君

機村昌代さん

平
成
五
年
度
善
行
少
年
表
彰
式
が
三

月
四
日
、
館
林
市
子
ど
も
科
学
館
で
行

わ
れ
少
年
少
女
十
五
人
と
一
団
体
か
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
館
林
地
区
学

校
警
察
連
絡
協
議
会
と
館
林
警
察
署
が

一
年
間
を
通
じ
勇
気
と
思
い
や
り
の
心

に
あ
ふ
れ
た
行
為
、
行
動
を
し
た
少
年

少
女
を
た
た
え
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

今
回
、
本
村
か
ら
中
学
生
一
人
、
小

学
生
二
人
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

紹
介
し
ま
す
。

友
達
を
思
い
や
る
優
し
い
心
の
持
ち

主
で
あ
り
ま
す
。

足
を
け
が
し
て
松
葉
づ
え
を
つ
い
て

い
る
友
達
の
た
め
、
毎
日
よ
く
手
助
け

を
し
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
他
の
教

室
へ
の
移
動
時
な
ど
に
授
業
道
具
を
持

っ
た
り
、
階
段
の
昇
り
降
り
の
時
に
は

松
葉
づ
え
を
持
ち
、
友
達
が
手
す
り
を

持
っ
て
昇
り
降
り
す
る
の
を
助
け
た
り

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
授
業
に
お
い
て

は
積
極
的
に
発
言
し
、
部
活
動
も
熱
心

に
行
っ
て
い
ま
す
。

学
校
生
活
に
お
い
て
は
、
児
童
会
運

営
委
員
と
し
て
積
極
的
な
活
動
が
み
ら

れ
る
ほ
か
、
清
掃
活
動
・
奉
仕
活
動
に

真
面
目
に
取
り
組
む
姿
勢
は
模
範
的
な

も
の
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
校
外
生
活
で
は
、
地
区
児
童

会
の
部
長
、
通
学
班
の
班
長
と
し
て
下

級
生
の
面
倒
を
よ
く
み
て
保
護
者
の
信

頼
を
得
て
、
好
感
を
持
た
れ
て
い
ま
す
。

誰
に
で
も
分
け
隔
て
な
く
進
ん
で
介

助
し
た
り
励
ま
し
た
り
し
て
い
る
、
優

し
い
心
の
持
ち
主
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
通
学
班
の
班
長
と
し
て
、
下

級
生
に
合
わ
せ
て
歩
き
方
を
配
慮
し
た

り
、
危
険
な
場
所
で
は
必
ず
言
葉
を
か

け
て
注
意
を
促
す
姿
勢
は
、
他
の
児
童

に
好
感
を
持
た
れ
て
い
ま
す
。

誰
に
も
優
し
い
心
で

機
村
昌
代
さ
ん
（
表
彰
時
東
小
巳
）

思
い
や
る
優
し
い
心
で

土
屋
雅
史
君
（
表
彰
時
中1
)

吉田勇気君

吉
田
勇
気
君
（
表
彰
時
西
小6
)

善
行
少
年
表
彰
式

誰
か
ら
も
好
感
を
持
た
れ

館
林
地
区
消
防
組
合
明
和
分
署
に
、

新
型
救
急
車
と
水
槽
付
消
防
ポ
ン
プ
自

動
車
（
水
I
I型
）
が
配
備
さ
れ
ま
し
た
。

新
型
救
急
車
は
三
0
o
o

g
、
百
五

十
五
馬
力
の
八
人
乗
り
オ
ー
ト
マ
チ
ッ

ク
車
で
、
救
急
隊
員
の
応
急
措
置
範
囲

の
拡
大
に
伴
う
資
器
材
収
納
箱
や
、
救

出
困
難
時
、
救
助
工
作
車
が
到
着
す
る

ま
で
隊
員
が
使
用
で
き
る
救
助
器
材
な

ど
を
装
備
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
水
槽
付
消
防
ポ
ン
。
フ
自
動
車

は
、
七
四
一

0
5

百
八
十
五
馬
力
の

六
人
乗
り
で
二
，

0
0
0

し
の
水
槽
を

備
え
た
車
両
で
す
。
そ
し
て
、
隊
員
の

負
担
を
軽
く
す
る
た
め
に
積
載
は
し
ご

動
力
昇
降
装
置
付
を
装
備
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
こ
の
車
両
の
購
入
資
金
は
郵
便

局
の
簡
易
保
険
の
融
資
を
受
け
て
お
り

ま
す
。

明
和
分
署
に
新
型
救
急
車
・

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
配
備 配備された救急車と消防ポンプ自動車

三
月
二
十
六
日
、
村
内
の
小
学
校
で

一
斉
に
卒
業
式
が
行
わ
れ
、
中
学
校
の

制
服
に
身
を
包
ん
だ
卒
業
生
は
、
中
学

校
生
活
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
な
が
ら
、
六

年
間
親
し
ん
だ
校
舎
に
別
れ
を
告
げ
ま

し
た
。
り
廿

L

両
校
と
も
、
午
前
十
時
か
ら
厳
粛
な
：

L

雰
囲
気
の
中
で
式
典
が
行
わ
れ
、
恩
師
、

在
校
生
、
父
母
ら
の
見
守
る
中
、
学
交

u
―
―
―

、
|
g
-
=

長
か
ら
一
人
ひ
と
り
に
卒
業
証
書
が
手

1
-
_
1

.
ー
-
―

渡
さ
れ
、
式
典
終
了
後
、
恩
師
、
在
校

生
に
見
送
ら
れ
な
が
ら
、
父
母
と
一
緒

に
母
校
を
後
に
し
ま
し
た
。

老人福祉セし勺ーで
講演会開かれる
_e-— りー‘’I

—i. II 1 ま
I 1 ]I 1 誤唇

;·.よサ

熱弁をふるう講師

村内のお年寄りがいつまでも若さを保ち、英知

を養い生きがいのある生活を送っていただくため

に 3 月 23 日、老人福祉センターで安中市天台宗東

光院住職、三輪真純さんを講師に招き、「あるがま

まで、すてきな人生」と題して講演会が行われま

した。

(13) 

恩師・在校生に送られて希望の出発

小
学
校
卒
業
式

思
い
出
を
胸
に
新
し
い
出
発

平成 6 年 4 月 10 日
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国民年金保険料

納付と免除制度

平成 5 年度（平成 5 年 4 月から平

成 6 年 3 月まで）の保険料は、 4 月

28 日までであれば、お手元の「納付

書」で納めることかできます。点検
をして忘れずに納めましょう。

また、国民年金には、他の公的年

金にはみられない保険料納付が免除

される制度があります。

経済的理由などで、保険料を納付

することができないときは、 5 月末

日までに役場住民課窓口へ申し出て

ください。認められると、 1 年間（平

成 6 年 4 月から平成 7 年 3 月まで）

の保険料納付が免除されます。

危険物取扱いの

資格を取得しては

〇準備講習会

0 日 時＝ 5 月 23 日（月）午前 9 時から

0会場＝館林消防署 2 階会議室

〇受講料＝ 6,600円

屯試験

0 日 時＝ 6 月 19 日（日）午前 9 時から

0会場＝太田市関東学園大学他

〇受験料＝甲種…5,000円、乙種・・

3,400 円、 丙種・・・ 2,700円

圏受付期間＝ 4 月 25 B （月）から 5 月 12

日（杓まで

※詳しくは、明和分署合（84)3131へ

お問い合わせください。

群馬票景観条例

4月 1 日から施行

群馬県景観条例が 4 月 1 日から施

行されました。この条例は、美しい

ふるさとぐんまの景観を守り、育て

ていこうというものです。景観は私

たち一人ひとりの知恵とたゆまない

努力によって守られ、つくられてい

ます。ふるさとぐんまの景観づくり

に向けて、皆さんのご理解とご協力

をお願いします。

景観条例の骨子は次の通りです。

(1)景観形成地域の指定

(2)大規模行為の届け出

(3)公共工事での積極的景観づくり

(4)景観形成住民協定などの締結促進

(5)県民、事業者、市町村への技術・

情報面の援助

※詳しくは、県庁自然環境課合0272

(23) 1111 内線2745へお問い合わせく

ださし％

と
首
。
毛
右
番
な
る
て
と
同
る
以
刻
を
要
ま
月
。
1
進
（
約
2
4
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

J
一
す
、
、
便
が
な
い
格
合
と
あ
日
反
業
進
日

9

す
田
詠

始
J
歌
人
ま
し
い
郵
り
（
書
失
場
歌
て
る
出
合
職
詠
3
0
か
ま
代
r
o

歌

r
―
り
と
用
に
ふ
業
で
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た
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歌
れ
の
場
、
の
月
印
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に
い

会
r
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）
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日
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9
消
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さ

欠
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に
紙
い
長
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名
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書
照
進
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さ
し
行
呵
し
月
他
ら
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封
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覇
ぉ
領
の
の
和
さ
横
左
本
ょ
縦
参
詠
詠
表
似
の
そ
表
年
の
か
合
有
代
、
V
)

改
の
要
作
も
（
だ
を
、
（
ぉ
を
図
、
上
発
類
始
誌
発
生
そ
合
日
場
を
千
し
て
図

勾
（
始
。
進
自
の
紙
＜
紙
歌
名
日
）
式
は
以
に
く
会
雑
り
、
の
場
の
の
の
先
都
と
え
式

会
た
詠
、
表
半
て
半
と
氏
月
に
書
に
首
既
し
歌
よ
名
も
い
間
表
送
も
て
京
庁
添

7

題
歌
し
の
は
発
、
し
、
題
、
年
的
（
合
。
二
か
著
を
聞
に
氏
い
な
期
発
郵
の
あ
東
内
き
漕

年
ま
歌
歌
未
は
書
は
お
所
生
体
い
場
す
で
歌
は
歌
新
等
、
な
ら
の
の
で
の
〇
宮
書

目

7
れ
進
進
、
紙
自
式
に
住
入
具
さ
の
ま
人
進
た
進
、
状
所
て
よ
進
題
し
ま
便
1
0
号
と

平
あ
成
ら
詠
詠
し
用
で
書
分
、
き
く
だ
次
り
一
詠
ま
合
詠
に
賀
住
い
に
詠
お
と
日
郵
〒
1
J

平
め
①
と
②
筆
⑤
半
号
つ
べ
く
な
田
②
一
場
③
前
年
④
書
領
で
3
0
番
歌

定

L
2
5

↓

職 郵 ヽ ヽ

業

' 
ヽ ヽ

氏ふ住 歌

<
り
が

ヽ

名な所
日

（約33センチメートル）

企画展が開かれます

東毛歴史資料館

0開催期間＝ 4 月 26 日～ 6 月 12 日

卍展示内容＝利根川…東毛の河岸と

氾濫（絵図、絵馬、図誌など）

卍休館日＝毎週月曜日、 4 月 30 B 、

5 月 6 日、 26 日

0入館料＝大人200円、学生100 円、

児童•生徒50円

※詳しくは、東毛歴史資料館合 (52)

2215へお問い合わせください。

くらし

の
情報・案内
定例相談
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◇日時＝ 5 月 10 日（火）

午前10時～午後 1 時

◇場所＝役場会議室

◇内 容＝法律一般事項

◇対象＝明和村民

◇担当者＝丸山弁護士

◇受 付＝ 5 月 1 日から 8 日まで受け

付けしますので総務課へお

申し込みください。定員に

なり次第締め切ります。

※詳しくは、総務課へお問い合わせく

ださい。
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◇日時＝ 5 月 19 日（木）

午前10時～午後 3 時

◇場所＝館林市役所

平成 6 年 4 月 10 日 (14) 



【
転
出
】

▽
板
倉
中
校
長
宇
治
川
哲
也
（
西

小
校
長
）
▽
千
代
田
東
小
教
頭
家
中

小
一
（
明
中
）
▽
千
代
田
西
小
平
千

鶴
（
西
小
）
▽
榛
名
第
二
小
須
藤
京

子
（
西
小
）
▽
太
田
休
泊
中
深
田
淳

子
（
西
小
）
▽
桐
生
桜
木
中
古
暮
雅

夫
（
明
中
）

【
転
入
】

▽
明
和
中
校
長
橋
本
千
城
（
千
代

田
西
小
）
▽
東
小
教
頭
西
尾
廣
和
（
千

代
田
中
）
▽
明
中
辻
本
幸
彦
（
桐
生

桜
木
中
）
▽
東
小
細
谷
痔
夫
（
藪
塚

南
小
）
▽
東
小
中
嶋
理
恵
子
（
赤
城

北
中
）
▽
西
小
青
山
早
苗
（
千
代
田

西
小
）
▽
西
小
柿
沼
英
行
（
太
田
小
）

【
転
補
】
（
管
内
異
動
）

▽
西
小
校
長
関
根
二
朗
（
東
小
教

頭
）
▽
西
小
小
山
長
子
（
東
小
）
▽

西
小
大
工
原
晃
（
東
小
）

【
新
採
用
】

▽
明
中
柳
幸
真
▽
明
中
剣
持
薫

子【
退
職
】

(
3月
3
1
日
付
）

▽
築
比
地
榮
（
明
中
校
長
）

◎
総
務
課

▽
課
長
奈
良
英
世
（
企
画
開
発
課

長
）
▽
庶
務
行
政
係
長
田
口
晴
美
（
庶

務
財
政
係
長
）
▽
庶
務
行
政
係
谷
津

弘
江
（
庶
務
財
政
係
）
▽
同
北
島
充

役
場
人
事
異
動

4
月
1

日
付
（
）
は
前
職

教
職
員
人
事
異
動

4
月
1

日
付
（
）
は
前
職

'
'
ー
＿
一
一
璽
—
山
内

r
l
l

し

h
u
l

（
企
画
開
発
課
）
▽
同
奈
良
佳
洋
子
（
住

民
課
）
▽
同
柴
田
純
之
助
（
庶
務
財

政
係
）
▽
財
政
交
通
係
長
心
得
篠
木

真
一
郎
（
昇
任
、
庶
務
財
政
係
）
▽
財

政
交
通
係
高
際
伸
互
（
庶
務
財
政
係
）

▽
同
田
口
明
利
（
庶
務
財
政
係
）

◎
税
務
課

▽
住
民
税
係
長
荻
野
康
男
（
第
一

係
長
）
▽
住
民
税
係
吉
田
好
子
（
教

委
）
▽
同
立
川
明
浩
（
第
一
係
）
▽

同
大
牧
陽
子
（
第
一
係
）
▽
固
定
資

産
税
係
長
心
得
福
島
義
雄
（
昇
任
、

第
一
係
）
▽
固
定
資
産
税
係
立
岡
い

ち
子
（
第
二
係
）
▽
同
大
室
直
樹
（
第

ニ
係
）

◎
企
画
課

▽
課
長
島
田
守
（
住
民
課
長
）
▽

企
画
調
整
係
長
吉
永
清
重
（
企
画
開

発
課
企
画
開
発
係
長
）
▽
企
画
調
整
係

橋
本
康
弘
（
企
画
開
発
課
）
▽
広
報

係
長
須
永
賢
一
（
総
務
課
広
報
係
長
）

▽
広
報
係
高
橋
初
美
（
総
務
課
）
▽

同
清
水
美
津
江
（
総
務
課
）

◎
住
民
課

▽
課
長
蘭
田
征
邦
（
昇
任
、
税
務

課
第
二
係
長
）
▽
保
険
年
金
係
長
折

原
せ
き
（
保
健
課
国
保
係
長
）
▽
保
険

年
金
係
落
合
康
秀
（
住
民
課
福
祉
係
）

◎
福
祉
課

▽
課
長
堀
口
正
敏
（
昇
任
、
社
会

福
祉
協
議
会
係
長
）
▽
高
齢
福
祉
係
長

橋
本
貴
好
（
住
民
課
福
祉
係
長
）
▽

高
齢
福
祉
係
小
林
雄
司
（
住
民
課
）

▽
同
落
合
桂
子
（
住
民
課
）
▽
児
童

福
祉
係
長
福
島
明
（
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
管
理
係
長
）
▽
児
童
福
祉
係
黒

沢
家
紹
（
住
民
課
）

◎
環
境
保
健
課

c
 ▽

課
長
木
村
利
男
（
保
健
課
長
）

▽
健
康
指
導
係
長
（
課
長
兼
務
）
▽
健

康
指
導
係
高
瀬
静
子
（
保
健
課
）
▽

同
金
子
順
子
（
保
健
課
）
▽
環
境
保

全
係
長
小
田
木
邦
夫
（
保
健
課
保
健

衛
生
係
長
）

◎
経
済
課

▽
農
政
係
長
田
日
久
夫
（
総
務
課

消
防
交
通
係
長
）
▽
農
政
係
吉
田
博

之
（
保
健
課
）

◎
建
設
課

▽
課
長
江
森
勝
也
（
昇
任
、
経
済

課
農
政
係
長
）
▽
管
理
係
山
岸
雅
行

（
経
済
課
）

◎
都
市
開
発
課

▽
課
長
青
山
清
（
建
設
課
長
）
▽

都
市
計
画
係
長
矢
島
修
一
（
企
画
開

発
課
都
市
計
画
係
長
）
▽
都
市
計
画
係

柿
沼
憲
行
（
建
設
課
）
▽
開
発
係
長

心
得
石
川
三
郎
（
昇
任
、
企
画
開
発

課
）
▽
開
発
係
村
田
安
正
（
企
画
開

発
課
）

◎
教
育
委
員
会

▽
学
校
教
育
係
長
心
得
奈
良
英
雄

（
昇
任
、
総
務
課
）
▽
中
央
公
民
館
荒

木
佳
代
子
（
企
画
開
発
課
）

▽
海
洋
セ
ン
タ
ー
所
長
立
川
博
康

（
昇
任
、
学
校
教
育
係
長
）
▽
海
洋
セ
ン

タ
ー
石
川
春
男
（
社
会
体
育
係
）
▽

同
金
子
春
江
（
中
央
保
育
園
）
▽
同

島
田
聡
（
社
会
体
育
係
）
▽
同
柿

沼
正
人
（
社
会
体
育
係
）

◎
社
会
福
祉
協
議
会
派
遣

▽
始
沢
稔
（
住
民
課
）

◎
東
保
育
園

▽
室
井
知
子
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
）
▽
坂
村
夏
代
（
中
央
保
育
園
）

◎
中
央
保
育
園

休 日 当 番 医

: 館林邑楽地区 館林地区 千代田
板倉地区

明和地区
産婦人科 耳鼻科 内 科 外 科

4 月 17 日
真中医院 大神医院 横田（善）医院 礫川堂医院 増田医院 竹越医院

合 (72) 1630 合 (62)2200 合 (72)4970 合 (74)0184 合 (82)2255 合 (84)3137

4 月 24 日
横田婦）医院 川田国）医院 大石医院 永寿堂医院 館林地区と 館林地区と

合 (72)0255 合 (72)3314 合 (74)2362 合 (72)4469 同じです。 同じです。

4 月 29 日
堀越医院 根岸医院

合 (73)4151 合 (72)3155

5 月 1 日
白沢医院 川村医院 増田医院 海宝医院 橋本医院 館林地区と

合 (72) 1600 合 (72) 1337 合 (72) 1387 合 (74)0811 合 (82) I 150 同じです。

5 月 3 日
田内医院 横田婦）医院

合 (72)3855 合 (72)0255

5 月 4 日
須田医院 慶友病院

合 (72)0862 合 (72)6000

5 月 5 日
多々良診療所 真中医院

合 (72)3060 合 (72)1630

5 月 8 日
浜野病院 川田医院 大塚医院 岡田医院 館林地区と 小西医院

合 (88)5678 合 (72)3724 合 (72)0176 合 (72)3163 同じです。 合 (86)2261

▽
橋
本
妙
子
（
東
保
育
園
）

京
子
（
西
保
育
園
）

◎
西
保
育
園

▽
籾
山
富
美
江
（
中
央
保
育
園
）
▽

谷
津
弘
子
（
中
央
保
育
園
）

◎
東
幼
稚
園

▽
矢
島
和
代
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

夕

l
)
▽
諸
貫
一
美
（
西
幼
稚
園
）

◎
西
幼
稚
園

―
▽
鈴
木
昌
美
（
東
幼
稚
園
）

清
子
（
中
央
幼
稚
園
）

◎
テ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

▽
奈
良

▽
小
平

▽
矢
之

▽
大
谷
初
江
（
東
保
育
園
）

貴
洋
子
（
東
幼
稚
園
）

◎
新
採
用

▽
築
比
地
榮
（
東
・
中
央
・
西
保
育

園
長
）
▽
堀
口
香
里
（
住
民
課
）
▽
福

田
和
舟
（
環
境
保
健
課
）

◎
退
職
者

▽
落
合
明
祐
（
総
務
課
長
）
▽
石
崎

栗
子
（
東
保
育
園
長
）
▽
久
保
庭
ヨ
シ

ミ
（
中
央
保
育
園
長
）
▽
石
村
よ
つ
（
西

保
育
園
長
）
▽
黒
沢
礼
子
（
西
保
育
園
）

〔
敬
称
略
〕

(15) 平成 6 年 4 月 10 日
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の
ぞ
み

三
r

チェリーズ⑩

代表松本楽子

初
鳴
き
の
う
ぐ
い
す
の
声
枝
に
追
う

み
か
あ
し
た

夫
と
見
交
わ
す
朝
の
庭
に

石
村
艶
子

と
り
た
て
て
な
せ
し
こ
と
な
き
帰
り
路

を
今
し
山
に
没
る
大
き
日
輪

篠
木
よ
し

木
枯
ら
し
に
乾
き
し
切
干
し
大
根
に

動
き
鈍
り
し
み
つ
ば
ち
二
匹

野
村

こ
ほ
ろ
ぎ
短
歌
会

田
芝
支
部

初
枝

私
た
ち
の
チ
ー
ム
は
、
P
T
A

か
ら

始
ま
り
早
十
三
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

現
在
で
は
、
十
代
後
半
か
ら
四
十
歳
代

--/  
I 

立
川
ツ
ヤ
子

幼
名
で
呼
ぶ
に
は
眩
し
友
の
胸
の
議
員

バ
ッ
チ
が
キ
ラ
リ
と
光
る

立
川
ふ
さ

陽
の
に
じ
み
破
れ
そ
う
な
る
雲
の
下

雪
吹
か
れ
舞
ふ
な
お
も
気
侭
に叩

賀
久
美
子

か
す
か
に
も
吾
の
職
場
の
臭
い
し
む

抜
け
髪
は
落
つ
朝
の
手
鏡
に

野
口

タ
カ

ま
で
の
十
五
人
で
結
成
さ
れ
て
い
ま

す
。
中
に
は
、
学
生
時
代
か
ら
始
め
た

人
、
マ
マ
さ
ん
に
な
っ
て
か
ら
始
め
た

人
な
ど
が
い
て
、
週
一
回
二
時
間
余
り

の
練
習
を
、
楽
し
み
な
が
ら
行
っ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
チ
ー
ム
の
親
睦
を
深
め
る
た

め
、
新
年
会
、
忘
年
会
、
大
会
後
の
食

事
会
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

大
会
で
は
良
い
成
績
を
残
す
事
が
出

来
ま
せ
ん
が
、
ス
ト
レ
ス
解
消
、
運
動

不
足
の
解
消
に
と
励
ん
で
い
ま
す
。

※
チ
ー
ム
で
は
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を

初
め
て
み
た
い
人
、
ま
た
指
導
し
て
く

だ
さ
る
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
毎
週

火
曜
日
、
夜
七
時
三
十
分
か
ら
練
習
を

し
て
い
ま
す
の
で
、
お
友
達
も
誘
っ
て

遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。
全
員
で
待
っ

て
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

子
や
孫
に
囲
ま
れ
祝
ふ
新
年
に
六
十
路

と
そ

最
後
の
屠
蘇
を
う
け
つ
つ

始
沢
良
子

成
人
の
抱
負
を
語
る
孫
見
上
ぐ
朱
の

地
色
の
振
袖
似
合
ふ

ー
お
く
や
み

l
I

氏
名
年
齢
世
帯
主

冨
塚
富
江
7
8

齋
藤
徳
男
3
7

早
川
嘉
計
7
3

鈴
木
三
芳

8
6

奈
良
原
ト
ヨ
8
1

神
田
け
い
子
7
8

田
口
清
吉

7
9

栗
原
善
吉
7
6

〔
4つ
月
の
納
め
〕

軽
自
動
車
税
、
国
民
年
金
保
険
料
、

水
道
料
金
の
納
入
月
で
す
。

納
期
限
は
5
月
2
日
で
す
。

で
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

期
限
ま

オ
フ
ト
ー
ク
通
信
が
開
局
し
て
3
カ
月
か

過
ぎ
ま
し
た
。
開
局
当
初
は
い
ろ
い
ろ
な
ト

ラ
ブ
ル
が
生
じ
て
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
は
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
が
、
セ
ン
タ
ー
装

置
も
順
調
に
作
動
し
、
番
組
作
り
も
少
し
す

つ
軌
道
に
乗
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た

情
報
を
お
届
け
す
る
よ
う
に
努
力
い
た
し
ま

す
の
で
、
住
民
の
方
々
の
ご
支
援
、
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
⑱

編
集
後
記

平成 6 年 4 月 10 日

村の人口と世帯
4月 1 日現在

世帯数 3,074戸

人口総数 I I, 339人

男 5,698人・女 5,641 人

(3 月中の動き）

出生 5 人・死亡 8 人

転入 76人・転出 51 人

3月の救急車出動回数
●交通事故 6 件

●急病 18 件

•その他 2 件

●計 26 件

り叫⑤

山
田

文清 知荘百健
稔 合一
司六子郎夫

名
し
ょ
→
た

翔
太

山
形
や
よ
い

み
さ
き

美
咲

ふ
み
ひ
と

文
仁

と
し
こ友

子

木
村

野
村

1
1

あ
め
で
だ
I
I

氏
父
母
名
続
柄

明
夫
登
茂
子

和
良
ひ
と
み功

美
和
清
文
治
子

豊

は
る
み

長
女

長
男

長
女

三
女

関
口

長
男

大大斗千新大大中地蔽 新新田梅中地薮
佐合津
貫輪田井里輪輪谷区嘉 里里島原谷区嘉
%%3/i8%%% ％弧り想.___., %%%%%閥

※掲載を希望されない方は、届出の際に申し出てください。

(16) 
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且
幽
i
面
＂
自
臣
辿
贋

住
み
慣
れ
た
家
で
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
生
き
が
い
を
持
ち

安
心
し
た
老
後
を
送
る
、
と
い
う
こ
と
は
だ
れ
も
か
願
う
こ
と
で

あ
り
ま
す
。
村
で
は
、
こ
れ
か
ら
の
高
齢
化
社
会
に
そ
な
え
る
た

め
、
「
明
和
村
老
人
保
健
幅
祉
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
今
回

は
、
そ
の
中
か
ら
主
な
も
の
を
紹
介
す
る
と
共
に
、
こ
れ
か
ら
、

シ
リ
ー
ズ
と
し
て
連
載
し
て
い
き
ま
す
。

高
齢
化
社
会
は

会
や
重
要
な
課
題

わ
が
国
の
高
齢
化
は
、
諸
外
国
に
例

を
見
な
い
速
度
で
進
行
し
て
お
り
、
ニ

十
一
世
紀
初
頭
に
は
国
民
の
ほ
ほ
四
人

に
一
人
が
六
十
五
歳
以
上
の
超
高
齢
化

社
会
の
到
来
か
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
高
齢
化
の
進
行
の
中
で
、

高
齢
者
か
健
康
で
生
き
が
い
を
持
ち
、

健
や
か
で
安
心
し
て
生
活
を
送
る
こ
と

か
で
き
る
社
会
を
築
く
こ
と
が
重
要
な

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
時
代
の
要
請
に
対
応
し
て
、

平
成
二
年
六
月
に
老
人
福
祉
法
と
老
人

保
健
法
か
改
正
さ
れ
、
高
齢
者
が
「
い

つ
で
も
ど
こ
で
も
だ
れ
で
も
」
必

要
と
す
る
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
か
利
用

で
き
る
よ
う
な
体
制
づ
く
り
を
整
備
す

る
老
人
保
健
幅
祉
計
画
の
策
定
か
全
国

の
自
治
体
に
義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
保
健
・
医
療
•
福
祉
の
十
分

な
連
携
が
図
ら
れ
た
サ
ー
ビ
ス
提
供
体

制
を
確
保
す
る
た
め
策
定
す
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。

計
画
の
期
間
は

老
人
保
健
福
祉
計
画
の
事
業
実
施
期

間
は
、
平
成
六
年
度
か
ら
平
成
十
一
年

度
ま
で
で
す
。
ま
た
、
情
勢
の
変
化
に

対
応
す
る
た
め
に
、
中
間
年
度
で
見
直

し
が
行
わ
れ
ま
す
。

生
き
か
い
を
持
ち
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
た
め
に

共
に

る
平成 6 年 5 月 10 日 (2) 



（人）にコ 65歳以上
j □ 15~64歳

10,000 亡］ 0 -14歳

5,000 

人口推移

昭和 平成

45年 50年 55年 60年 2 年 7 年 II 年度

高
齢
者
人
口
の
推
移

明
和
村
の
六
十
五
歳
以
上
の
人
口
は
、

一
、
七
三
四
人
で
総
人
日
に
占
め
る
高

齢
者
の
割
合
は
一
五
・
三
％
を
占
め
て

い
ま
す
。
（
平
成
六
年
四
月
一
日
現
在
）

本
計
画
で
は
、
平
成
十
一
年
度
の
本

村
の
人
日
は
―
二
、
二
七

0
人
、
六
十

五
歳
以
上
の
高
齢
者
人
口
は
二
、

0
三

七
人
で
総
人
日
に
占
め
る
高
齢
者
の
割

合
は
一
六
・
六
％
に
な
る
と
予
測
さ
れ

て
い
ま
す
。

寝
た
き
り
は
予
防
で
き
る
も
の
で
あ

り
、
か
つ
起
こ
せ
る
も
の
で
あ
る
と
い

r

寝
だ
き
り
ゼ
ロ
L

を
目
指
し
て

高
齢
者
施
策
の

基
本
方
針
と
は

保
健
と
福
祉
の
一
体
化

今
回
の
計
画
は
、
老
人
保
健
計
画
と

老
人
福
祉
計
画
を
一
体
の
も
の
と
し
て

策
定
し
、
高
齢
者
の
生
活
の
基
本
は
在

宅
で
あ
り
ま
す
の
で
、
在
宅
サ
ー
ビ
ス

を
総
合
的
に
提
供
で
き
る
よ
う
な
体
制

の
整
備
を
図
り
ま
す
。

区分 昭和45年 昭和50年 昭和55年 昭和60年 平成 2 年 平成 7 年 平成I]年度

総人口 (8,496) (9,182) (9,815) (10,156) (10,390) (11,301) (12,270) 

0~14歳
21. 2 21. 2 22.7 22.5 19.0 16.6 16.7 

(1,803) (1,948) (2,232) (2,283) (1,976) (1,877) (2,048) 

15~64歳
68.7 67.8 65.7 64 9 66.7 67.4 66.7 

(5,839) (6,225) (6,449) (6,596) (6,930) (7,617) (8,185) 

65歳以上
10.1 11.0 11.6 12.6 14.3 16.0 16.6 

(854) (1,009) (1,134) (1,277) (1,484) (1,807) (2,037) 

う
視
点
か
ら
「
寝
た
き
り
ゼ
ロ
」
を
目

指
し
て
予
防
の
た
め
の
サ
ー
ビ
ス
と
介

護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
村
民
が
健
康
な
老
後
が
お
く

れ
る
よ
う
に
、
壮
年
期
か
ら
の
健
康
教

育
、
健
康
相
談
、
健
康
診
査
な
ど
の
保

健
活
動
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
き

ま
す
。
健
康
相
談
で
は
基
本
健
康
診
査

の
事
後
指
導
と
し
て
、
各
地
区
の
会
場

に
お
い
て
相
談
会
を
設
け
、
血
圧
、
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、
食
生
活
指
導
等
を
実

施
し
、
重
症
化
の
防
止
、
寝
た
き
り
に

さ
せ
な
い
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
保
健
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
と

し
て
、
定
例
相
談
会
や
福
祉
行
政
と
つ

な
げ
た
さ
ら
に
き
め
細
か
い
個
人
指
導

か
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

に

生
涯
を
住
み
慣
れ
だ

地
域
で
暮
ら

せ
る
だ
め

高
齢
者
が
で
き
る
限
り
住
み
慣
れ
た

地
域
で
生
活
が
営
め
る
よ
う
、
在
宅
に

お
け
る
福
祉
、
保
健
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

を
基
本
と
し
、
こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
提

供
の
拠
点
と
し
て
既
設
の
保
健
セ
ン
タ

ー
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
内
容
の
充
実
を
図
る

と
と
も
に
、
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

等
の
整
備
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
ど
う
し
て
も
自
宅
で
の
介
護

が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
は
、
施
設
入
所

の
ニ
ー
ズ
に
も
的
確
に
対
応
で
き
る
よ

う
に
、
将
来
的
に
は
考
え
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

寝
た
き
り
等
に
な
っ
た
原
因
を
基
礎

調
査
の
結
果
か
ら
み
る
と
、
脳
卒
中
・

老
衰
•
そ
の
他
が
そ
れ
ぞ
れ
二
十
ニ
・

六
％
、
高
血
圧
・
骨
折
事
故
が
そ
れ
ぞ

寝
た
き
り
老
人
防
止
の
た
め
の
啓
発
活
動
方
針

寝
た
き
り
の
状
態
は
老
人
自
身
に
と

っ
て
「
生
活
の
質
」
が
著
し
く
低
下
し

た
状
態
で
あ
る
こ
と
や
、
家
族
の
介
護

負
担
を
増
大
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
寝
た
き
り
老
人
の
増
大
は
高
齢

化
社
会
に
お
け
る
大
き
な
問
題
に
な
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
寝
た
き
り
の
状

態
は
、
本
人
の
訓
練
や
家
族
等
周
囲
の

適
切
な
介
護
に
よ
り
多
く
の
場
合
避
け

る
こ
と
が
で
き
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

寝
だ
き
り
等
に
な
っ
だ
原
因

寝
た
き
り
老
人
等
の
現
況

在
宅
老
人
基
礎
調
査
か
ら

明
和
村
に
は
、
現
在
、
寝
た
き
り
老

人
な
ど
で
介
護
を
必
要
と
す
る
方
が
ど

れ
く
ら
い
い
る
の
で
し
ょ
う
か
と
、
毎

年
八
月
に
民
生
委
員
さ
ん
が
家
庭
を
訪

問
し
、
在
宅
老
人
基
礎
調
査
を
行
っ
て

い
ま
す
。
平
成
五
年
八
月
一
日
現
在
の

調
査
結
果
に
よ
り
ま
す
と
、
寝
た
き
り

老
人
等
数
は
三
十
一
人
で
、
六
十
五
歳

以
上
人
口
に
占
め
る
割
合
は
一
・
八
％

で
す
。

れ
十
ニ
・
九
％
の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
寝
た
き
り

等
の
原
因
の
多
く
を
占
め
る
脳
血
管
障

害
に
起
因
す
る
痴
呆
予
防
対
策
お
よ
び

機
能
回
復
訓
練
の
必
要
性
の
高
い
こ
と

が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。

介
護
者
の
状
況
は

寝
た
き
り
老
人
の
介
護
者
の
続
柄
は
、

「
息
子
の
嫁
」
が
五
十
八
％
と
最
も
多

く
、
次
い
で
「
妻
」
十
ニ
・
九
％
、
「
息

子
」
、
「
娘
」
が
九
・
七
％
と
な
っ
て
い

ま
す
。介

護
者
の
性
別
は
、
女
性
が
八
十
三

・
九
％
、
男
性
が
十
六
・
一
％
で
女
性

の
方
が
圧
倒
的
に
多
い
で
す
。

そ
の
た
め
「
寝
た
き
り
に
な
っ
て
か
ら

の
対
策
」
か
ら
「
寝
た
き
り
に
し
な
い

た
め
の
対
策
」
に
重
点
を
移
し
、
「
寝
た

き
り
老
人
ゼ
ロ
作
戦
」
を
推
進
す
る
た

め
、
機
能
訓
練
を
必
要
と
す
る
人
が
だ

れ
で
も
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
よ
う

な
場
の
確
保
や
リ
フ
ト
付
き
バ
ス
に
よ

る
送
迎
体
制
の
整
備
を
図
る
と
と
も
に

健
康
教
育
、
健
康
相
談
等
の
機
会
を
通

じ
て
啓
発
活
動
を
展
開
し
ま
す
。

(3) 

人口構成と推移 （単位： ％、人）

平成 6 年 5 月 10 日
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）
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。
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価
ス
ラ
イ
ド
制
が
取
り
入
れ
ら
れ

〇
篠
木
き
み
子
（
大
佐
貫
）
新
て
い
ま
す
。

※
母
子
保
健
推
進
員
連
絡
協
議
会
長
1
1

平
成
五
年
の
全
国
消
費
者
物
価
指
数

石
村
ヤ
エ
▽
副
会
長
1
1

薗
部
喜
美
子
・

篠
木
芳
子

子
と
も
会

育
成
会
長

0
阿
部
海
作
（
斗
合
田
）
新

0
小
林
正
敏
（
下
江
黒
）
新

0
新
井
正
（
上
江
黒
）
新

0
山
岸
幸
雄
（
千
津
井
）
新

0
新
井
重
行
（
江
口
）
新

0
田
端
栄
（
田
島
）
新

〇
穀
沢
忠
（
南
大
島
）
新

0
佐
藤
元
久
（
新
里
）
新

0
加
藤
美
智
子
（
中
谷
）
新

0
黒
沢
信
幸
（
梅
原
）
新

〇
塩
谷
務
（
川
俣
）
新

0
関
根
開
（
須
賀
）
新

〇
渋
沢
仁
（
大
輪
）
新

0
金
子
定
夫
（
入
ケ
谷
）
新

0
石
川
正
信
（
矢
島
）
再

0
島
田
隆
雄
（
大
佐
貫
）
新

※
子
ど
も
会
育
成
団
体
連
絡
協
議
会
長

1
1

佐
藤
元
久
▽
副
会
長
1
1

新
井
正
・

塩
谷
務

国民年金の改定年金額

~ 平成 6 年 3 月まで 平成 6 年 4 月から

（年 額） （年 額）

円 円

〔基礎年金〕

老齢基礎年金 737,300 747,300 

障害基礎年金 1 級 921,600 934,100 

” 2 級 737,300 747,300 

遺族基礎年金 （子 1 人） 949,800 962,700 

〔旧国民年金〕

老齢年金 10年年金 447,900 454,000 

" 5 年年金 381,300 386,400 

障害年金 1 級 921,600 934,100 

" 2 級 737,300 747,300 

母子年金 （子 1 入） 949,800 962,700 

老齢福祉年金 377,300 382,400 

が
一
・
三
％
上
昇
し
た
の
で
、
乎
成
六

年
四
月
か
ら
国
民
年
金
の
年
金
額
が
引

き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
六
月
（
老
齢
福

祉
年
金
は
八
月
）
の
支
払
い
分
か
ら
引

き
上
げ
後
の
年
金
額
で
支
払
わ
れ
ま
す
。

国
民
年
金
Q
&
A

Q
、
私
は
、
民
間
の
個
人
年
金
に
入

つ
て
い
る
の
で
、
国
民
年
金
は
必
要

な
い
の
で
入
ら
な
く
て
も
い
い
の
で

す
か
。

A

、
そ
れ
は
ま
っ
た
く
の
誤
解
で
す
。

国
民
年
金
は
働
け
る
現
役
の
世
代
が

保
険
料
を
納
め
、
現
役
を
引
退
し
た

世
代
が
年
金
を
受
け
る
と
い
う
「
世

代
と
世
代
の
支
え
あ
い
」
で
成
り
立

っ
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
貯
蓄
を

目
的
と
し
た
個
人
年
金
と
社
会
保
障

と
し
て
の
国
民
年
金
で
は
、
性
格
も

役
割
も
ま
っ
た
く
違
う
た
め
個
人
年

金
に
入
っ
て
い
れ
ば
、
国
民
年
金
に

入
ら
な
く
て
も
良
い
と
い
う
の
は
間

違
い
で
す
。

Q
、
私
は
、
2
1歳
の
学
生
で
す
が
、

な
ぜ
収
入
の
な
い
学
生
も
国
民
年
金

に
加
入
し
、
保
険
料
を
払
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
す
か
。

A

、
平
成
3

年
4

月
よ
り
2
0
歳
以
上

の
学
生
も
国
民
年
金
に
加
入
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
以
前
は
、

希
望
者
の
み
加
入
で
き
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
加
入

し
な
い
と
将
来
満
額
の
年
金
が
受
け

ら
れ
な
い
う
え
に
、
未
加
入
中
に
事

故
や
病
気
な
ど
で
後
遺
症
の
残
る
障

害
が
発
生
し
て
も
、
障
害
年
金
が
受

け
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
学

生
も
加
入
す
る
こ
と
に
な
っ
た
わ
け

で
す
。
た
だ
し
、
学
生
は
固
定
し
た

収
入
が
な
い
な
ど
を
考
え
保
険
料
の

免
除
が
受
け
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

(5) 平成 6 年 5 月 10 日



_O
Li の

だ
む
わ

地域の話題など身近な情報を広報係まで

あ寄せください。まだ掲載されだ写真は
差し上げますので、役場企画課までご連
絡ください。 役場合84-3111

_ 
年
生
夢
を
一
I
J
lv
-
0ま
せ
て

学
校
生
活
ス
タ
ー

r

四
月
八
日
、
午
前
は
明
和
中
学
校
、
式
後
、
記
念
撮
影
、
そ
し
て
教
室
に

午
後
は
東
小
学
校
、
西
小
学
校
の
入
学
入
り
先
生
か
ら
席
順
な
ど
の
指
示
を
受

式
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
体
育
館
で
行
わ
れ
け
学
校
生
活
の
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し

ま
し
た
。
た
。
な
お
、
平
成
六
年
度
に
入
学
さ
れ

小
学
校
で
は
、
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
た
一
年
生
は
東
小
四
十
四
人
、
西
小
百

ん
に
手
を
ひ
か
れ
真
新
し
い
ラ
ン
ド
セ
四
人
、
明
中
百
五
十
一
人
で
し
た
。

ル
を
背
負
っ
た
新
入
生
が
夢
を
ふ
く
ら

ま
せ
校
門
を
く
ぐ
り
ま
し
た
。

学
校
生
活
の
初
仕
事
と
も
い
え
る
担

任
の
先
生
か
ら
一
人
ひ
と
り
呼
名
さ
れ

る
と
「
は
い
」
の
現
代
っ
子
ら
し
い
元

気
な
返
事
を
会
場
い
っ
ぱ
い
に
響
か
せ
、

出
席
者
を
感
心
さ
せ
て
い
ま
し
た
。

四
月
十
九
日
、
中
学
一
年
生
百
五

十
一
人
を
対
象
に
、
明
和
中
学
校
周

辺
の
道
路
で
「
自
転
車
の
正
し
い
乗

り
方
教
室
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
生
徒
た
ち
に
車
社
会
の

一
員
と
し
て
正
し
い
交
通
ル
ー
ル
、

運
転
マ
ナ
ー
を
身
に
つ
け
て
も
ら
お

う
と
、
館
林
警
察
署
、
村
交
通
指
導

員
の
協
力
を
得
て
、
交
差
点
で
の
左

右
確
認
な
ど
、
具
体
的
な
指
導
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

皆
さ
ん
、
交
通
ル
ー
ル
を
守
っ
て
、

無
事
故
で
楽
し
い
中
学
校
生
活
を
送

っ
て
く
だ
さ
い
。

中
学
年
生
を
対
象
に

正
し
い
自
転
車
の
乗
り
方
教
室

：
よ
ゴ
リ

―
―
こ

チラシ等を配り安全運転を呼び掛ける婦人部の皆さん

指導を受けている中学生

街
頭
指
導
て
ジ
ー
ト

ベ
ル
ト
着
用
指
導

村
民
一
人
ひ
と
り
に
交
通
安
全

知
識
を
普
及
し
、
交
通
安
全
思
想

の
高
揚
を
図
る
と
と
も
に
、
正
し

い
交
通
ル
ー
ル
と
交
通
マ
ナ
ー
の

実
践
を
推
進
し
、
交
通
事
故
を
防

止
す
る
目
的
で
春
の
全
国
交
通
安

全
運
動
が
四
月
六
H

か
ら
行
わ
れ
、

本
村
で
は
四
月
七
日
、
交
通
対
策

協
議
会
の
主
催
で
、
館
林
警
察
署
、

安
全
協
会
婦
人
部
の
協
力
を
得
て
、

田
島
地
内
で
街
頭
指
導
を
行
い
、

チ
ラ
シ
や
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー

を
配
り
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
推

進
な
ど
の
安
全
運
転
を
呼
び
掛
け

ま
し
た
。

平成 6 年 5 月 10 日 (6) 



4 月 22 日、役場会議室で、永年にわたりそれぞれの分野において、

村政発展にご尽力いただいた方を表彰する「平成 6 年度村政功労者

表彰式」が行われました。今回受賞された方々は、奈良晴雄さんと

石崎栗子さんの 2 人です。いずれも、村政発展にご活躍された方々

です。おめでとうございます。

石崎栗子さん

◎
保
育
園
長
1
1

昭
和
5
0年
4
月
1

平
成

6

年
3

月

(
1
9年
）

◎
消
防
団
第

1
6分
団
長
1
1

昭
和
3
0年
3

月
1
3
2
年
5
月
(
2年
3

カ
月
）

◎
消
防
団
第

9

分
団
長
1
1

昭
和
3
2
年5

月

1
3
3年
3

月

(
1
0カ月
）

◎
区
長
1
1

昭
和
5
9
年4
月

1
6
1年
3
月

(
2年
）

◎
社
会
教
育
委
員
1
1

昭
和
5
8
年
4
月1

平
成
6

年
3

月

(
1
1年
）

？豆
象

真剣に講習を受けている団員

石
崎
栗
子
さ
ん

奈良晴雄さん

消
防
団
員
が

応
急
手
当
講
習

を
受
け
る

明
和
消
防
団
で
は
、
四
月
十

日
、
十
七
日
、
二
十
四
日
の
三

日
間
、
中
央
公
民
館
で
各
分
団

員
ご
と
に
、
明
和
分
署
職
員
を

講
師
に
招
い
て
、
外
傷
や
疾
病

に
よ
り
傷
病
者
が
突
然
に
意
識

障
害
・
呼
吸
停
止
・
心
肺
停
止

な
ど
の
状
態
に
な
っ
た
と
き
に

実
施
す
る
心
肺
蘇
生
法
の
講
習

を
受
け
ま
し
た
。

消
防
団
員
は
汗
だ
く
に
な
り

な
が
ら
、
本
番
さ
な
が
ら
真
剣

に
受
講
し
て
い
ま
し
た
。

平
成
六
年
度

村
政
功
労
者

表
彰
式

村
政
発
展
に
尽
く
す

奈
良
晴
雄
さ
ん

受
賞
者
の

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

交通安全に一役買いパレードするハーレー隊

(7) 

館
林
地
区
交
通
団
体
連
絡
協
議

会
で
は
、
群
馬
ハ
ー
レ
ー
会
の
協

力
を
得
て
四
月
五
日
、
春
の
全
国

n

丸

交
通
安
全
運
動
に
先
が
け
て
ハ
ー

レ
ー
ダ
ビ
ッ
ド
ソ
ン
ニ
十
台
を
連

1
1
1

ね
て
管
内
の
明
和
、
板
倉
、
館
林

の
主
要
道
路
二
十
六
k
mほ
ど
を
パ

レ
ー
ド
。

サ
イ
ド
カ
ー
に
は
交
通
安
全
団

体
関
係
者
ら
が
同
乗
し
、
沿
道
の

家
族
連
れ
な
ど
に
交
通
事
故
防
止

を
訴
え
ま
し
た
。

ハ
ー
レ
ー
遍
ね
て

交
通
安
全
パ
レ
ー
ド

平成 6 年 5 月 10 日



B&G財団
明和洒洋センター

利

明和海洋センター建設進捗状況

用
（温水プール）

案内
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9

9
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9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

J
 

一
村
民
の
皆
さ
ん
が
待
ち
に
待
っ
た
B
&
G

財
団
明
和
海
洋
セ
ン
｛

~
タ
ー
（
温
水
プ
ー
ル
）
が
六
月
十
五
日
に
竣
工
す
る
こ
と
に
な
り
~

一
ま
し
た
。

~
そ
こ
で
、
こ
の
海
洋
セ
ン
タ
ー
の
利
用
の
方
法
な
ど
に
つ
い
て
一

~
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

r
,
9
9
9

ヽ

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9

ヽ
ヽ

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
,

i1
 一

使用料金表および使用時間

: 区分 9 :oo~ 13:00~ 17:00~ 

12:00 16:00 21:00 

中学生以下
1 0 0 円 1 0 0 円 1 0 0 円

(3 歳以上）

品9.  校 生 2 0 0 円 2 0 0 円 2 0 0 円

大 人 3 0 0 円 3 0 0 円 3 0 0 円

こ
の
施
設
の
開
館
時
間
、
休
館
日
は

次
の
と
お
り
で
す
。

利
用
案
内

こ
の
施
設
は
、
B
&
G

財
団
（
ブ
ル

ー
シ
ー
・
ア
ン
ド
・
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド

財
団
）
が
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
の
普
及
、
啓
蒙
並
び
に
青
少
年
の
健

全
育
成
と
地
域
住
民
の
体
力
向
上
を
は

か
り
、
海
事
思
想
の
普
及
に
努
め
る
こ

と
を
目
的
に
、
全
国
各
地
に
海
洋
性
ス

ポ
ー
ツ
を
中
心
と
す
る
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
を
建
設
し
、
多
く

の
人
た
ち
に
利
用
し
て
も
ら
う
施
設
で

す
。

使
用
料
に
つ
き
ま
し
て
は
、
四
月
号

に
掲
載
い
た
し
ま
し
た
か
、
今
月
号
で

再
度
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

普
通
使
用
料
は
、
村
内
・
村
外
使
用

者
同
じ
使
用
料
で
す
。

使
用
料
に
つ
い
て

④
開
館
時
間

〇
午
前
の
部
（
午
前
九
時
1

正
午
）

〇
午
後
の
部
（
午
後
一
時
1

四
時
）

0
夜
の
部
（
午
後
五
時

1

九
時
）

④
休
館
日

0
毎
週
月
曜
日

0
年
末
年
始
（
十
二
月
二
十
八
日

1

一
月
四
日
）

平成 6 年 5 月 10 日 (8) 



長期水泳教室使用料金表および使用時問・耀日

区 分 入会金 月会費 使用時間・曜

小学生以下
火•水・金

3,000円 1,000円 のうち週 1 日
(3 歳以上）

17:00~18:00 

木
中 J 子‘‘’ r 生 3,000円 1,000円

17:00~18:00 

水・金のうち

家庭婦人 3,000円 2,000円 週 1 日

11:00~12:00 

火・金のうち

一般男女 3,000円 2,000円 週 1 日 I 

18:30~19:30 

木
晶’~ 齢 者 3,000円 2,000円 11:00~12:00 

水
泳
は
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

そ
れ
ぞ
れ
の
年
齢
や
体
力
に
応
じ
て
、

楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
明
和
海
洋

長
期
水
泳
教
室
に
は
、
次
の
よ
う
な

教
室
が
あ
り
ま
す
。

0
小
学
生
水
泳
教
室

三
歳
か
ら
小
学
生
ま
で
を
対
象
に
、

毎
週
火
•
水
・
金
曜
日
の
い
ず
れ
か
の

セ
ン
タ
ー
で
は
、
よ
り
多
く
の
皆
さ
ん

に
水
泳
に
親
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
に
、

各
種
水
泳
教
室
を
設
け
て
、
専
門
の
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
指
導
メ
ニ
ュ
ー
を

立
て
て
計
画
的
に
指
導
を
行
い
ま
す
。

健
康
づ
く
り
は
も
と
よ
り
技
術
の
向
上

を
目
指
す
人
も
お
気
軽
に
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。

曜
日
で
週
一
回
午
後
五
時
か
ら
六
時
ま

で
行
い
、
募
集
人
数
は
六
十
人
で
す
。

0
中
学
生
水
泳
教
室

中
学
生
を
対
象
に
、
毎
週
木
曜
日
午

後
五
時
か
ら
六
時
ま
で
行
い
、
募
集
人

長
期
水
泳
教
室
参
加
者
募
集

各
種
水
泳
教
室

参
加
を

に

各水泳教室は、 4 月より翌年 3 月までの 1 年間です。

館 内 平 面 図

機
械
室

多
目
的
ホ
ー
ル

25 m プール

2 階

女子 '1 更衣室 2 トイレ ，3,シャワー室

男子 4 更衣室 ， 5 トイレ 6 シャワー室

MAP 

• ジャグジ一

1 階

-
N
4
+
_
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社
会
体
育
館

デイサービスセンター

数
は
二
十
人
で
す
。

湧
家
庭
婦
人
水
泳
教
室

家
庭
婦
人
を
対
象
に
、
毎
週
水
・
金

曜
日
の
い
ず
れ
か
の
曜
日
で
週
一
回
午

前
十
一
時
か
ら
正
午
ま
で
行
い
、
募
集

人
数
は
四
十
人
で
す
。

゜
＿
般
男
女
水
泳
教
室

一
般
男
女
を
対
象
に
、
毎
週
火
・
金

曜
日
の
い
ず
れ
か
の
曜
日
で
週
一
回
午

後
六
時
三
十
分
か
ら
七
時
三
十
分
ま
で

行
い
、
募
集
人
数
は
四
十
人
で
す
。

圏
高
齢
者
水
泳
教
室

お
年
寄
り
を
対
象
に
、
毎
週
木
曜
日

午
前
十
一
時
か
ら
正
午
ま
で
行
い
、
募

集
人
数
は
二
十
人
で
す
。

長
期
水
泳
教
室
参
加
者
の
募
集
期
間

は
、
五
月
二
十
日
面
か
ら
六
月
十
九
日

⑥
ま
で
社
会
体
育
館
内
B
&
G

財
団
明

和
海
洋
セ
ン
タ
ー
準
備
室

(
6闘
4
6

2
6
)
で
行
い
ま
す
。

中央公民館

——l 

(9) 

三

短
期
水
泳
教
室

短
期
水
泳
教
室
に
は
、
次
の
よ
う
な

教
室
が
あ
り
ま
す
。

④
保
育
園
児
水
泳
教
室

④
幼
稚
園
児
水
泳
教
室

④
フ
ァ
ミ
リ
ー
水
泳
教
室

④
母
と
子
の
水
泳
教
室

④
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
水
泳
教
室

い
ず
れ
も
期
間
は
八
日
間
で
あ
り
ま

す
。
期
日
、
時
間
な
ど
の
詳
細
は
後
日

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

水
泳
講
習
会

水
泳
講
習
会
に
は
、
次
の
よ
う
な
講

習
会
が
あ
り
ま
す
。

玄
ス
ポ
ー
ツ
団
体
水
泳
講
習
会

含
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
指
導
者
講
習
会

古
夏
休
み
短
期
水
泳
講
習
会

＊
春
休
み
短
期
水
泳
講
習
会

＊
人
工
救
助
法
講
習
会

含
村
職
員
水
泳
講
習
会

い
ず
れ
も
期
間
は
五
日
間
で
あ
り
ま

す
。
期
日
、
時
間
な
ど
の
詳
細
は
後
日

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

短期水泳教室使用料金表

区 ノ刀\ 入会金 月会費

中学生以下

(3 歳以上） 500円 1,000円

高校生 500円 1,500円

大 人 500円 2,000円

平成 6 年 5 月 10 日



役場事務室配置図
（平成6年4月 1 日現在）

第
2

庁
舎
へ

連
絡
ロ

本庁舎

オ
フ
ト
ー
ク
通
信
セ
ン
タ
ー
室

2 諧 第 2 庁舎

議 場

請
員
控
室

WCI I 建設課 9 | 

匡巨

本庁舎

戸 国

入口

第 2 庁舎 2 階

第 2 庁舎 1 〖昔

3 階

第 3
会議室

●福祉課は、老人福祉センタ＿内です。

●環境保健課は、保健センター内です。

●教育委員会は、中央公民館内です。

●社会福祉協議会は、老人福祉センタ
ー内です。

健
セ
ン
タ
ー

(
C闘
4
6
8
6
)

へ
そ

れ
ぞ
れ
移
転
し
ま
し
た
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
今
月
号
は
課
の
配
置
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

老人福祉センター、保健センター、中央公民館位置図

＿ロ

環境保健課

役
場
で
は
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
と
効
率

的
な
行
政
運
営
の
た
め
に
、
広
報
三
月

号
で
掲
載
し
た
と
お
り
機
構
改
革
を
四

月
一
日
か
ら
行
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め

に
、
福
祉
課
は
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
(
6

闘
4
9
2
6
)

へ
、
環
境
保
健
課
は
保

三教育委員会

明和中学校

門
[
6麟

一
健
8

委

タ
保
6
育
―

ン
境

4
教

ヽ
~

セ
環

8
4お

祉
（
な
。

福
へ
‘
g
。
す

人
）
た
で

老
6

一
し
館

は
2

夕
ま
民

課
9

ン
し
公

祉
4

セ
転
央

福
〇
健
移
中

一
侶
保
へ
は
一

但
…
目

N
4
+
|
 

口

〔
転
出
〕

▽
高
橋
正
則
（
千
代
田
分
署
）
▽
内

田
清
市
（
館
林
消
防
署
）
▽
恩
田
隔
一

（
館
林
消
防
本
部
）

〔
転
入
〕

▽
茂
木
義
男
（
千
代
田
分
署
）
▽
江

原
浩
（
館
林
消
防
署
）
▽
村
松
克
夫
（
板

倉
分
署
）
▽
森
徹
（
千
代
田
分
署
）

明
和
分
署
職
貴
人
事
異
動

〔
敬
称
略
〕

島田幸子さん 蘭田青箪江さん

県
政
モ

県
で
は
、
県
民
の
声
を
県
政
に
反
映

さ
せ
る
た
め
に
、
県
政
モ
ニ
タ
ー
を
委

嘱
し
て
い
ま
す
。
平
成
六
年
度
は
、
本

村
で
は
次
の
二
人
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

県
政
に
対
す
る
意
見
や
要
望
か
あ
り

ま
し
た
ら
県
政
モ
ニ
タ
ー
ヘ
お
話
し
く

だ
さ
い
。
〔
敬
称
略
〕

〇
蘭
田
評
江
（
大
佐
貰
）
6
闘
3
4
9
3

0
島
田
幸
子
（
南
大
島
）

6
闘
3
2
8
2

ニ
タ
ー

平成 6 年 5 月 10 日 (I 0) 



体
育
協
会
表
彰
規
程
に
基
づ
き
、
次

の
方
々
が
表
彰
と
な
り
ま
し
た
。
い
ず

れ
も
各
種
ス
ポ
ー
ツ
で
活
躍
、
貢
献
さ

れ
た
方
々
で
す
。
〔
敬
称
略
〕

〔
協
会
長
表
彰
〕

▽
荒
木
友
教
⑮
・
大
輪
1
1

全
国
中
学

水
泳
競
技
大
会
百
m
自
由
形
・
ニ
百

m

自
由
形
三
位
、
国
体
混
合
二
百

m
リ
レ

ー
優
勝

〔
協
会
長
功
労
者
表
彰
〕

▽
市
村
正
男
闘
・
新
里
1
1

多
年
に
わ

た
り
村
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
普
及
に
尽
力

さ
れ
、
現
在
も
顧
問
お
よ
び
現
役
と
し

て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

表
彰
を
受
け
た
人
た
ち

表

彰

＊
期
日
1
1
6

月
5
H

⑪

＊
会
場
1
1

利
根
川
総
合
運
動
場

＊
対
象
1
1

村
内
在
住
、
在
勤
者
で
編
成

す
る
チ
ー
ム

＊
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

1
1
5

月

2
7
日
ま
で
に
社
会
体
育
館
へ
。

ク
リ
ー
ン
作
戦
て

さ
わ
や
か
な
汗

芯
：
．9
[沖
"
I
J

全t
」
瑾

‘
c

力

{
‘
.
.
‘
]
参

—
．
小
―
-
·
-
す

ぶ
·
士

I
L

ミ
‘
"
】
-
-
、
、
I
J

]
を

a

可

L□
』-
.
4へ
掃

[
-
』
i
｛
パ
吉
E

9
1
b
-
.
L
i
，
日
『ab

村
体
育
協
会
に
登
録
し
て
い
る
ス
ポ

ー
ツ
団
体
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
、
近
隣

の
人
た
ち
お
よ
そ
三
百
人
が
四
月
十
七

日
早
朝
、
利
根
川
総
合
運
動
場
を
中
心

に
河
川
敷
ク
リ
ー
ン
作
戦
を
展
開
し
ま

し
た
。

ゴ
ミ
袋
や
ス
コ
ッ
プ
片
手
に
、
側
溝
、

繁
み
の
中
の
空
カ
ン
や
ビ
ニ
ー
ル
袋
な

第
3
6回
村
民
野
球
大
会

参
加
チ
ー
ム
募
集

優勝した「ドラゴンズ」チーム

ど
の
ご
み
拾
い
に
一
時
間
ほ
ど
汗
を
流

し
ま
し
た
。

日
曜
日
と
い
う
こ
と
で
子
ど
も
連
れ

も
多
く
参
加
し
、
さ
わ
や
か
な
春
風
を

味
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

お
疲
れ
様
で
し
た
。

一
ー
l

、

X
.
T
E
"

;
l
/
／
こ
忍

J
ー
、1 fl
/
“
一
上
し

l
込
れ

-
`
●
：
ヽ
ど
1

・
心
J
"
,... “
卜
ぶ

-

}

[

L

^

`

 □.
9』
〖

第
6

回
会
長
杯

争
奪
野
球
大
会

▽
優
勝
1
1

ド
ラ
ゴ
ン
ズ
▽
準
優
勝
1
1

特
殊
電
装
野
球
愛
好
会

@@@@@@@@@@@@@@ 
@

@
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身
体
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で
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＾
肥
満
〉

肥
満
は
成
人
病
の
温
床
で
す
。
今
日

か
ら
で
も
減
量
作
戦
を
始
め
ま
し
ょ
う
。

基
本
は
、
食
事
と
運
動
、
そ
し
て
規
則

正
し
い
生
活
を
送
る
こ
と
で
す
。

減
量
作
戦
九
か
条

①
一
日
三
食
き
ち
ん
と
食
べ
ま
す
。

朝
ぬ
き
、
昼
か
る
＜
、
夜
の
ド
カ

食
い
は
最
悪
の
パ
タ
ー
ン
。
か
え
っ

て
肥
満
を
助
長
し
て
し
ま
い
ま
す
。

栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
な
が
ら
、

三
食
き
ち
ん
と
食
べ
ま
し
ょ
う
。

②
夕
食
は
軽
め
に
済
ま
せ
、
寝
る
三
時

間
前
は
何
も
食
べ
な
い
。

食
事
は
朝
と
昼
に
重
点
を
お
き
、

夕
食
は
軽
く
す
る
の
が
ベ
ス
ト
。
目

覚
め
と
と
も
に
空
腹
を
感
じ
、
朝
か

ら
た
っ
ぷ
り
と
食
べ
ら
れ
ま
す
。

③
間
食
を
控
え
ま
す
。

見
え
る
所
に
お
菓
子
な
ど
食
べ
物

を
お
か
な
い
、
余
分
な
買
い
お
き
は

し
な
い
な
ど
の
工
夫
を
。
果
物
も
食

べ
す
ぎ
れ
ば
肥
満
の
も
と
で
す
。

④
肉
中
心
か
ら
魚
・
野
菜
中
心
の
食
生

活
に
。

欧
米
で
は
ダ
イ
エ
ッ
ト
食
と
し
て

ハ
ロ
ー
健
康
⑳

和
食
の
人
気
が
急
上
昇
し
て
い
る
と

か
。
お
ふ
く
ろ
の
味
を
も
う
一
度
、

見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

⑤
ゆ
っ
く
り
と
よ
く
か
ん
で
食
、
各
ま
す
。

早
食
い
は
食
べ
過
ぎ
の
も
と
。
ゆ

っ
く
り
食
べ
れ
ば
少
な
い
量
で
満
腹

感
が
得
ら
れ
ま
す
。

⑥
お
酒
を
飲
み
す
ぎ
な
い
。

お
酒
は
意
外
と
高
カ
ロ
リ
ー
。
グ

イ
グ
イ
飲
み
な
が
ら
パ
ク
パ
ク
食
べ

て
い
て
は
、
肥
満
に
な
る
の
も
当
然
゜

⑦
こ
ま
め
に
体
を
動
か
す
習
慣
を
。

⑧
ス
ト
レ
ス
を
た
め
な
い
。

や
け
食
い
、
や
け
酒
は
肥
満
の
大

女
。
爵

⑨
週
に
一
度
は
体
重
チ
ェ
ッ
ク
を
。

滅
量
作
戦
は
一
日
に
し
て
な
ら
ず
。

長
く
続
け
る
た
め
の
目
安
に
し
ま
し

よ
、
つ
。

〈
や
せ
〉

む
か
し
か
ら
同
じ
体
重
で
、
し
か
も

毎
日
を
元
気
に
過
ご
し
て
い
る
な
ら
問

題
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
短
期
間
の

う
ち
に
急
に
や
せ
て
き
た
場
合
は
、
が

ん
や
糖
尿
病
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
の
で
、

受
診
す
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

●正常体重者 1 としだ場合の

倍ェ肥満に合併しやすい病気の

I［三？
(11) 

高
皿
圧

胆
石
症

漏
風

心
ほ
病

間
節
炎

不
妊
症

平成 6 年 5 月 10 日



児童手当応援します
児童手当は、国、県、村と事業主

が費用を持ち合い、児童を養育する

人に児童手当を支給することにより、
家庭における生活の安定と、次代の

社会を担う児童の健全な育成および

資質向上を目的としています。

圏児童手当を受けられる人

平成 6 年は、 3 歳未満の児童を養

育している人で、 3 歳の誕生月まで

支給されます。

なお、自分の子でなくてもその児

童を監護し、一定の生計関係があれ

ば受給できる場合もあります。

®支給額

0 1~ 2 番目の児童＝月額5,000円

03 番目以降の児童＝ 1 人月額10,000

円

なお、 2 月、 6 月、 10月にそれぞ

れ前月までの手当が支給されます。

卍申請方法＝印鑑と振込先を明示の

うえ役場福祉課へ申請してください。

圏いろいろな届け出＝養育する児童

が増えた場合（出産等） ・ 3 歳未満

の児童か少なくなった場合•特例給

付受給者の人で会社を退職して厚生

年金等の資格がなくなったとき

＊前回だめでも今回該当になるかも

今まで所得制限により非該当にな

っていた人で、前年の所得が減少し

たり、扶養親族の増加等により該当

すると思われる場合は、前記のとお

り申請手続きをしてください。なお、

5 月中に申請手続きをすると 6 月分

より支給となります。

5 月 21 日～ 31 日

家内労働旬間

家内労働者（内職者）の労働条件

の向上と生活の安定を図ることを目

的に本年も「仕事とエ賃 家内労働

手帳で確認を．I 」のスローガンのも

と、各種の活動がこの期間中に集中

的に実施されます。この機会に家内

労働者、委託者の皆さんも次の事柄

を再点検いたしましょう。

(1)家内労働手帳を交付して、委託の

都度記入されていますか。

(2)工賃は、現金で 1 カ月以内に支払

われていますか。

(3)設定されている最低工賃か守られ

ていますか。

(4)いわゆる「インチキ内職」につい

ては、被害が後を絶たず、また手

口も巧妙化しておりますので、う

まい話には十分注意しましょう。

(5)危険・有害な業務について、安全

装置の取り付けや文書による指導

が行われていますか。

※詳しくは、群馬労働基準局賃金課

合0272(31)4516へお問い合わせくだ

さい。

‘自動車税の納期限

5 月 31 日です

自動車をお持ちの皆さん、 5 月は

自動車税を納めていただ＜月です。

自動車税の納税通知書が届きまし

たら、金融機関等の窓口で納税を済

ませてください。

ロ座振替をご利用の方は、 5 月 31

日に口座から引き落とされます。

なお、身体などに障害のある方が

所有または使用している自動車につ

いて、その障害の程度により自動車

税が滅免される場合がありますので、

5 月 24 日伏）までに館林財務事務所ま

たは自動車税事務所に申請してくだ

さい。

※詳しくは、館林財務事務所合 (72)

4461 または自動車税事務所合0272(63) 

4343へお問い合わせください。

歯の衛生週間に伴う

作品展示と無料相談

館林邑楽歯科医師会では、歯の衛
生週間の一環行事として作品の展示

と歯科無料相談を行います。

圏作品展示…小・中学生の作品展示

0期間＝ 6 月 17 日（釣～ 22 日（水）

0 時間＝午前10時～午後 6 時

0 場所＝館林キンカ堂 1 F~2 F 

圏無料歯科相談

0 日時＝ 6 月 19 日（日） 午前10時から

午後 2 時まで

※詳しくは、館林邑楽歯科医師会云

(73) 8818へお問い合わせください。

子ともの相談は

児童相談所へ

児童相談所は、子どもたちのすこ

やかな成長と幸せをはかるため、児

童福祉法に基づいて設けられた専門

の相談機関です。

電話での相談、直接相談所に来所

しての相談、出張相談など相談の方

法はいろいろあります。相談はいっ

さい無料で、秘密は守られます。

※詳しくは、役場福祉課または太田

児童相談所合 (31) 3721へお問い合わ

せください。

くらし

の

情報・案内

定例相談
-----------------------------------
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◇日時＝ 6 月 10 日（鉗

午前10時～午後 1 時

◇場所＝役場会議室

◇内 容＝法律一般事項

◇対象＝明和村民

◇担当者＝蓮見弁護士

◇受付＝ 6 月 1 日から 8 日まで受け

付けしますので総務課へお

申し込みください。定員に

なり次第締め切ります。

※詳しくは、総務課へお問い合わせく

ださい。
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◇日時＝ 6 月 16 日（杓

午前10時～午後 3 時

◇場所＝館林市役所

望固屑冒藩瓢冒椙胃罰罷璽
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◇日時＝ 6 月 16 日（木）

午前10時～午後 3 時

◇場所＝館林市役所

平成 6 年 5 月 10 日 (12) 



親子のつとい

参加者募集

卍期日＝ 5 月 28 日～ 29 日 1 泊 2 日

卍会場＝県立金山青年の家

圏対象者＝県内在住の小・中学生と

その保護者

圏募集人員＝ 50人

圏内容＝キャンプファイヤーなど

圏参加費＝大人2,500円、小人2,000

円（食事代、保険料など）

圏申し込み方法＝ 5 月 17 日までに、

住所、氏名、年齢、性別、電話番

号を明らかにして、はがき、電話、

FAXのいずれかで申し込んでくだ

さい。

※詳しくは、〒373太田市熊野町39-

34 県立金山青年の家合(22)7956FAX

(22) 7727へお問い合わせください。

東毛わんばく教室

参加者募集

圏期日

0 第 1 回… 7 月 9 日（士）～ 10 日（日）

0 第 2 回… 9 月 10 日（士）～ 11 日（日）

0 第 3 回…10 月 8 日（士）～ 9 日（日）

圏会場＝県立東毛少年自然の家

＊対象者＝県内の小学 3 年生から 6

年生までの児童で、全 3 回の内 2

回以上出席できる人

圏募集人員＝ 80人

蒼内容＝自然観察、野外活動など

圏参加費＝3,300円（食事代など）

圏申し込み方法＝ 6 月 4 日までにハ

ガキかFAXで申し込んでください。

希望者多数の場合は、抽選で決定

します。

※詳しくは、〒379-23新田郡藪塚本

町大字藪塚3657 県立東毛少年自然

の家fi0277(78)5666FAX0277(78)7322

へお問い合わせください。

忘れていませんか

交通災害共済加入を

平成 6 年度の交通災害共済の共済

期間は既に始まっていますが、今か

らでも遅くありませんので、万ーに

備えて家族ぐるみで加入をお勧めし

ます。

会費は一人年額350円で最高60万円

の見舞金が支給されます。対象にな

る交通事故は、道路上で自動車、自

転車等に乗っていて衝突、転落した

事故などです。

国税専門官募集
人事院・国税庁では「国税専門官」

を募集しています。

圏受験資格＝昭和42年 4 月 2 日～昭

和48年 4 月 1 日生

卍試験内容＝大学卒業程度

圏申込期間＝ 5 月 9 日（月）～ 16 日（月）

0試験日

0 第 1 次試験… 6 月 18 日（士）～ 19 日（日）

0 第 2 次試験… 8 月 22 日または23 日

※詳しくは、関東信越国税局人事第

] 館林邑楽地区 館林地区

休 産婦人科 耳鼻科 内科外科

落合医院小倉医院 神尾医院慶友病院
5 月 15 日

合 (72)3160 合 (72)0606 合(75) 1288 合 (72)6000 

日 根岸医院 大神医院 ゆたか医院 最上医院
5 月 22 日

ff(72)3262 合 (62)2200 合 (73)7308 合 (74)3763

当 小西医院 川田（耳）医院 記念病院 新橋病院
5 月 29 日

合 (86)2261 合 (72)3314 合 (72)3155 合 (75)3011

真中医院 川村医院 後藤（内）医院 慶友病院

番
6 月 5 日

合 (72) 1630 合 (72) 1337 合 (72)0134 合 (72)6000 

井上（浩）医院 川田医院 上野医院 礫川堂医院
6 月 12 日

医
合 (88)6300 合 (72)3724 ff(72)3330 合 (74)0184

横田（婦）医院 小倉医院 森下医院 永寿堂医院
6 月 19 日

合 (72)0255 合 (72)0606 合 (73)7776 合 (72)4469 

(13) 

二課試験研修係合03(3221)3911 内線

2066へお問い合わせください。

群馬県子とも会安全

会に加入しましよう

子ども会では、それぞれ地域性を

生かし、いろいろな活動・事業を展

開しています。そんな時怖いのがケ

ガや災害です。万ーに備え安全会に

加入しましょう。

群馬県子ども会安全会は、皆さん

が会員となってお金を出し合い、そ

のお金でケガをしたり病気になった

ときに助け合っていこうという互助

・共済の団体です。

会員に対しては、子ども会活動中

に負傷、病気、死亡、廃疾になった

場合、見舞金が支給されます。

＊入会資格

0会員＝子ども会員（小・中学生）、

育成会員、指導者など

〇準会員＝希望する幼児（満 3 歳以

上）

会員は自動的に全国子ども会安全

会に加入することになりますが、準

会員の方は全国子ども会安全会には

加入できませんので、給付内容が会

員の方とは異なります。

圏会費＝会員…年額80円、準会員…

年額40円

＊入会の手続き＝地区子ども会を通

じて申し込んでください。

※詳しくは、各地区子ども会または

教育委員会へお問い合わせください。

※ ' 貫 • 
千代田 変人祝

板倉地区 更科日
明和地区 にのは

なにみ [ 
場る限り 一

井上医院 館林地区と

ff(82)1131 同じです。 怠i 病生
あ院
り―

増田医院 竹越医院 まは 合

合 (82)2255 合 (84)3137 >] (72) 
3 

で 1 I 

石山医院 館林地区と 9 7 4 
゜しで ¥.......I 

合 (82)0103 同じです。
てで が
かす 担

橋本医院 館林地区と
ら゜ 当

姦ロ忘ク し

合 (82) 1150 同じです。 ま
し す
て ゜

館林地区と 小西医院 < ^ 内
だ 科

同じです。 合 (86)2261 さ
し‘ 外
゜ 科

井上医院 館林地区と

合 (82) 1131 同じです。 喜

平成 6 年 5 月 10 日
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汀
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長
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江
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動物が大好きで、わが家のペットである猫

のミミーと大の仲良しです。

将来は、「優しくて思いやりのある娘に育っ

てほしい」とお母さん。

村の人口と世帯
5月 1 日現在

世帯数 3,082戸

人口総数 I I, 356人

男 5,704人・女 5,652人

(4 月中の動き）

出生 10人・死亡 4人

転入 54人・転出 43人

4月の救急車出動回数
●交通事故 2 件

●急病 8 件

•その他 2 件

●計 12 件
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喫
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）
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第2
 
圃村議会定例会

第2回村議会定例会は、 5月20日（会期 1 日）開かれ、

平成6年度明和村土地開発公社予算の報告のほか専決処

分なと7件（村長提出）について審議が行われ、いすれ

も原案とあり可決承認されましだ。その主な内容をお知

らせします。

村
土
地
開
発
公
社
予
算
の
報
告

村
税
条
例
の
一
部
改
正
な
と
可
決

【
収
益
的
収
入
・
支
出
】

〇
収
入

▽
事
業
収
益
（
公
有
地
取
得
事
業
収

益
な
ど
）
…
七
、
四

0
0

万
一
千
円
▽

事
業
外
収
益
（
受
取
利
息
）
…
三
四
六

万
四
千
円

〇
支
出

▽
事
業
原
価
（
公
有
地
取
得
事
業
原

価
な
ど
）
…
七
、
四

0
0
万
一
千
円
▽

販
売
費
お
よ
び
一
般
管
理
費
…
五
三
〇

万
円
▽
事
業
外
費
用
（
支
払
利
息
）
…

一
千
円

【
資
本
的
収
入
・
支
出
】

昼
収
入

▽
短
期
借
入
金
：
・
八
、
八0
0

万
円

0
支
出

▽
公
有
地
取
得
事
業
費
…
四
四

0
万

円
▽
短
期
借
入
金
償
還
金
…
八
、
八
〇

0
万
円 平

成
六
年
度
明
和
村

土
地
開
発
公
社
予
算

主
な
内
容

（
資
本
的
収
入
額
が
資
本
的
支
出
額
に
対

し
て
不
足
す
る
額
四
四

0
万
円
は
当
年

度
分
損
益
勘
定
留
保
資
金
で
補
て
ん
し

ま
す
。
）

村
税
条
例
の
一
部
改
正

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
村
税

条
例
の
改
正
で
、
主
な
内
容
は
次
の
と

お
り
で
す
。

①
個
人
村
民
税
の
均
等
割
の
非
課
税
限

度
額
の
加
算
措
置
額
が
、
十
万
四
千
円

か
ら
十
四
万
四
千
円
に
引
き
上
げ
ら
れ

ま
し
た
。

④
法
人
村
民
税
の
均
等
割
の
税
率
か
改

正
さ
れ
ま
し
た
。

④
個
人
村
民
税
の
所
得
割
の
非
課
税
限

度
額
の
加
算
額
か
二
十
五
万
円
か
ら
三

十
万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

④
平
成
六
年
度
分
の
個
人
村
民
税
に
限

り
、
特
別
減
税
の
額
を
所
得
割
の
額
か

ら
控
除
す
る
と
い
う
特
別
減
税
の
実
施

に
伴
う
規
定
か
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

④
年
四
回
普
通
徴
収
し
て
い
る
団
体
に

あ
っ
て
は
、
平
成
六
年
度
分
の
個
人
住

民
税
に
限
り
第
一
期
の
納
付
に
際
し
、

県
民
税
に
係
る
特
別
減
税
額
と
村
民
税

に
係
る
特
別
滅
税
額
の
合
算
額
を
控
除

し
た
額
を
徴
収
す
る
こ
と
の
規
定
が
整

備
さ
れ
ま
し
た
。

④
特
別
減
税
の
対
象
と
な
る
所
得
割
に

つ
い
て
の
規
定
の
整
備
で
、
土
地
譲
渡

等
の
事
業
所
得
等
に
係
る
村
民
税
の
課

税
の
特
例
・
長
期
譲
渡
所
得
に
係
る
個

人
村
民
税
の
課
税
の
特
例
•
株
式
等
の

譲
渡
所
得
等
に
係
る
個
人
の
村
民
税
の

課
税
の
特
例
に
よ
る
所
得
割
に
つ
い
て

も
特
別
減
税
の
対
象
と
す
る
規
定
が
追

平成 6 年 6 月 10 日 (2) 



. 福
祉
医
療
費
の
支
給
の
対
象
と
な
る

幼
児
（
一
歳
の
誕
生
日
の
属
す
る
月
の

翌
月
か
ら
二
歳
の
誕
生
日
の
属
す
る
月

の
末
日
ま
で
の
者
）
が
、
こ
れ
ま
で
は

医
療
機
関
で
医
療
を
受
け
る
場
合
、
入

院
の
み
対
象
で
し
た
が
、
平
成
六
年
八

月
一
日
か
ら
通
院
も
対
象
と
な
る
よ
う

福
祉
医
療
費
の
支
結
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

国
民
健
康
保
険
税
の
応
益
割
（
被
保

険
者
均
等
割
お
よ
び
世
帯
別
平
等
割
額
）

の
四
割
軽
減
世
帯
の
対
象
と
な
る
所
得

基
準
の
引
き
上
げ
で
あ
り
ま
す
。
減
額

の
基
準
と
な
る
被
保
険
者
の
数
に
乗
ず

べ
き
金
額
が
二
十
三
万
円
か
ら
二
十
三

万
五
千
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
部
改
正

加
さ
れ
ま
し
た
。

④
信
用
金
庫
等
が
所
有
し
、
か
つ
使
用

す
る
事
務
所
お
よ
び
倉
庫
に
係
る
固
定

資
産
税
の
非
課
税
措
置
を
廃
止
し
、
そ

の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
価
格
を
二
分

の
一
と
す
る
規
定
が
整
備
さ
れ
ま
し

こ
。t
 

④
一
般
農
地
に
係
る
平
成
六
年
度

1

平

成
八
年
度
ま
で
の
固
定
資
産
税
に
つ
い

て
、
新
評
価
額
の
平
成
五
年
度
分
の
課

税
標
準
額
に
対
す
る
上
昇
率
の
区
分
に

応
じ
て
負
担
調
整
率
を
前
年
度
の
税
額

に
乗
じ
て
得
た
額
と
し
、
農
地
の
負
担

調
整
措
置
の
読
み
替
え
規
定
で
す
。
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都
市
計
画
審
議
会

条
例
の
部
改
正

交
通
死
亡
事
故
の

根
絶
に
関
す
る
決
議

明
和
村
議
会

フ
月

1
9日
告
示
. 

三
人
（
男
一
、
四
二
六
人
・
女
一
、
一

七
七
人
）
で
す
。
農
業
委
員
の
選
挙
は

通
常
の
選
挙
と
違
っ
て
次
の
要
件
を
満

た
す
人
の
み
が
選
挙
を
行
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。

④
農
業
委
員
会
の
区
域
内
に
住
所
を
有

す
る
者

④
平
成
六
年
三
月
―
二
十
一
日
現
在
で
満

二
十
歳
以
上
の
者

④
十
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
を
耕
作
す
る

者
、
お
よ
び
そ
の
者
の
同
居
の
親
族

ま
た
は
配
偶
者
で
お
お
む
ね
六
十
日

以
上
耕
作
に
従
事
す
る
者

※
立
候
補
予
定
者
等
打
合
せ
会
を
七
月

四
日
⑪
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
役
場
会

議
室
で
行
い
ま
す
。

0
試
験
日
1
1
9

月
1
8
日
⑪

0
試
験
場
所
1
1

県
立
前
橋
女
子
高
等
学

校
（
前
橋
市
紅
雲
町
一
―
ー
十
九
—

一
）

※
詳
し
く
は
、
七
月
号
の
広
報
紙
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
な
お
、
お
問
い
合
わ

せ
は
役
場
総
務
課
へ
お
願
い
し
ま
す
。

7
月
2
4日
投
票

(3) 

に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

農
業
委
員
選
挙

平成 6 年 6 月 10 日
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B & G 財団明和海洋センター全形

6月15日
オーフン

(6月16日から30日まで無料開放しまず

（
屋
内
温
水
フ
ー
ル
）

B
a
G

財
団

召
伍
心
n

①
午
前
の
部
：
午
前9
時
ー
正
午

①
午
後
の
部
…
午
後1
時
S
4

時

①
夜
の
部
：
午
後
5

時
S
9

時

開
館
時
間

圏
名
称
I
I
B
&
G

財
団
明
和
海
洋
セ
ン

タ
ー

0
所
在
地
1
1

新
里
三
二
二
番
地
の
一

圏
敷
地
面
積
1
1

四
、
七
五
一
，
m

圏
延
床
面
積
1
1
-、
五
四
六

·
O
六
，m

圏
建
物
1
1

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
一
部

鉄
骨
造
二
階
建

圏
フ
ー
ル
1
1

六
コ
ー
ス
・
ニ
十
五
m
x

士
二
m

（
水
深
一
・
ニ1
-
•
三
m
)、

幼
児
用
プ
ー
ル
、
ジ
ャ
グ
ジ
ー
プ
］

ル
（
直
噴
式
気
泡
風
呂
）

®
採
暖
室
1
1

（
低
温
サ
ウ
ナ
室
）

施
設
の
概
要

プ
ー
ル
は
三
つ

三区分 9.00~ 13:00~ 17.00~ 

12:00 16.00 21:00 

中学生以下
1 0 0 円 1 0 0 円 1 0 0 円

(3 歳以上）

高校生 2 0 0 円 2 0 0 円 2 0 0 円

大 人 3 0 0 円 3 0 0 円 3 0 0 円

午前・午後・夜の部の3部制で 1 人 1 回の総入れ替え制です。

使
用
料

明
和
村
の
社
会
体
育
の
中
核
施
設
と
し
て
位
置
づ
け
、
村
民

の
皆
さ
ん
の
体
力
向
上
と
豊
か
な
人
間
性
づ
く
り
の
場
と
し
て

利
用
い
だ
だ
く
、

B
&
G

財
団
明
和
洒
洋
セ
ン
タ
—
（
屋
内
温

水
プ
ー
ル
）
が
六
月
十
五
日
オ
ー
プ
ン
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

だ
。
こ
の
施
設
は
、
常
時
、
室
温
•
水
温
と
も
三
十
℃
前
後
に

保
だ
れ
て
あ
り
ま
す
の
で
、
年
間
を
通
し
て
利
用
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
だ
、
ト
ッ
プ
ラ
イ
ト
（
開
閉
式
屋
根
）
が
付
い

て
い
ま
す
の
で
、
夏
期
な
と
に
は
太
陽
の
光
を
浴
び
な
が
ら
泳

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
毎
週
月
曜
日

（
普
通
）

①
年
末
年
始(
1
2
月
2
8日S
1
月

4

日
）

休
館

日

平成 6 年 6 月 10 日 (4) 
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高齢化社会を共に生きる
明和村老人保健福祉計画に伴う

アンケー ト調査から

回

答

その他 0.8%

考えたことがない

一部こどもの

世話になる

老人ホーム

等に入る

1.2% 

住
み
慣
れ
だ
家
で
、
住
み
慣
れ
だ
地
域
で
、
高
齢
者
が
生
き

が
い
を
持
ち
、
安
心
し
て
生
涯
を
過
ご
せ
る
よ
う
に
…
。
前
回

は
村
の
老
人
保
健
福
祉
計
画
の
あ
ら
ま
し
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

い
だ
し
ま
し
だ
が
、
今
回
は
、
明
和
村
老
人
保
健
福
祉
計
画
に

伴
い
、
村
民
の
意
識
と
意
向
を
把
握
す
る
だ
め
に
r

高
齢
化
社

会
に
向
け
だ
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

L

を
実
施
し
ま
し
だ
の
で
、
そ

の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ア
ン
ケ
—
卜
調
査
の

方
法
と
内
容

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
方
法
は
、
郵
便
に

よ
り
調
査
票
を
郵
送
、
回
収
し
ま
し
た
。

内
容
は
、
健
康
・
家
庭
・
住
宅
・
就

労
•
生
き
が
い
•
福
祉
や
保
健
に
関
す

る
要
望
な
ど
に
つ
い
て
で
す
。

調

査
の
対
象
者

対
象
者
と
し
て
は
、
二
十
歳
代
、
三

十
歳
代
、
四
十
歳
代
、
五
十
歳
代
、
六

十
歳
代
、
七
十
歳
以
上
の
各
世
代
別
に
、

無
作
為
で
一
世
代
七
十
人
を
抽
出
（
全

員
で
四
百
二
十
人
）
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果

者
の
状
況

調
査
対
象
者
四
百
二
十
人
に
対
し
て
、

回
答
者
数
は
二
百
五
十
三
人
で
回
答
率

は
六
十
・
ニ
％
で
あ
り
、
女
性
の
方
が

高
い
回
答
率
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

年
代
ご
と
で
は
、
六
十
歳
代
が
七
十
五

・
七
％
と
最
も
高
く
、
次
い
で
五
十
歳

代
、
七
十
歳
以
上
、
三
十
歳
代
、
四
十

歳
代
、
二
十
歳
代
と
な
っ
て
お
り
、
高

齢
者
の
こ
の
調
査
へ
の
関
心
の
高
さ
が

伺
え
ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

問
6

あ
な
だ
は
、
高
齢
期
に
あ
け
る

生
活
に
対
す
る
備
え
に
つ
い
て
、
と
の

よ
う
に
考
え
ま
す
か
、
ひ
と
つ
だ
け
選

ん
で
く
だ
さ
い
。

高
齢
期
に
お
け
る
生
活
に
対
す
る
備

え
に
つ
い
て
は
、
「
自
分
で
働
け
る
限
り

働
く
」
が
九
十
一
人
（
三
十
六
％
）
で

最
も
多
く
、
次
い
で
「
年
金
や
恩
給
な

ど
で
生
活
す
る
」
五
十
七
人
（
二
十
二

•
五
％
）
、
「
子
ど
も
の
世
話
に
な
る
」

四
十
三
人
（
＋
七
％
）
、
「
一
部
は
子
ど

も
の
世
話
に
な
る
」
二
十
七
人
(
+
・

七
％
）
の
順
で
あ
り
ま
す
。

子
ど
も
へ
の
依
存
度
は
男
性
よ
り
も

女
性
の
方
が
、
ま
た
年
代
が
上
が
る
に

し
た
が
っ
て
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

問
7

あ
な
た
は
、
自
分
の
将
来
（
老

後
）
の
生
活
に
備
え
て
、
こ
れ
か
ら
と

の
よ
う
な
計
画
を
考
え
て
い
ま
す
か
。

ま
だ
、
実
行
し
て
あ
り
ま
す
か
、
ひ
と

つ
だ
け
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

老
後
の
生
活
設
計
に
つ
い
て
は
、
「
貯

金
を
す
る
」
と
し
た
人
が
最
も
多
く
九

十
四
人
（
三
十
七
・
一
％
）
で
あ
り
、

次
い
で
「
特
に
考
え
て
い
な
い
」
八
十

三
人
（
三
十
ニ
・
八
％
）
、
「
個
人
年
金

土地や住宅を取得
2.8% 

健
康
面
で
一
番
心
配
な
病
気
は
、
「
ほ

け
」
六
十
二
人
（
二
十
四
•
五
％
）
、
「
か

ん
」
五
十
九
人
（
二
十
三
・
三
％
）
、
「
特

に
心
配
な
い
」
二
十
六
人
(
+
・
三
％
）
、

「
高
血
圧
」
二
十
二
人
（
八
・
七
％
）
、
「
脳

卒
中
」
十
七
人
（
六
・
七
％
）
、
「
神
経

痛
リ
ュ
ウ
マ
チ
」
九
人
（
三
・
六
％
）
、

「
心
臓
病
」
九
人
（
三
・
五
％
）
、
「
糖
尿

病
」
六
人
（
ニ
・
四
％
）
の
順
と
な
っ

て
お
り
、
特
に
「
ほ
け
」
と
「
が
ん
」

を
心
配
し
て
い
る
人
で
約
五
割
を
占
め

て
い
ま
す
。

その他
1.6% 

心臓病

脳卒中

神経痛
リュウマチ 3.6%

等
に
加
入
す
る
」
三
十
五
人
（
十
三
・

八
％
）
、
「
資
格
•
免
許
を
取
る
」
十
六

人
（
六
・
三
％
）
の
順
に
な
っ
て
い
ま

す
。

問
1
0
高
齢
期
に
あ
け
る
健
康
面
で
、

あ
な
だ
が
一
番
心
配
な
こ
と
（
心
配
に

な
る
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
こ
と
）
は
同

で
し
ょ
う
か
、
ひ
と
つ
だ
け
選
ん
で
く

だ
さ
い
。

平成 6 年 6 月 10 日 (6) 



高
齢
期
の
生
き
が
い
に
つ
い
て
は
、

最
も
多
い
の
は
「
趣
味
を
生
か
し
た
諸

活
動
」
百
二
人
（
三
十
•
五
％
）
で
あ

り
、
次
に
多
い
の
は
「
今
後
何
か
考
え

て
い
き
た
い
」
七
十
一
人
（
二
十
一
・

二
％
）
、
「
地
域
活
動
へ
の
参
加
」
二
十

六
人
（
七
・
八
％
）
、
「
何
も
考
え
て
い

な
い
」
二
十
六
人
（
七
・
八
％
）
、
「
ス

ポ
ー
ツ
を
す
る
」
二
十
四
人
（
七
・
ニ
％
）
、

「
社
会
奉
仕
活
動
」
二
十
人
（
六
％
）
の

順
に
な
っ
て
い
ま
す
。

問
1
3
高
齢
期
の
余
暇
を
過
ご
し
や
す

く
す
る
だ
め
に
は
、
と
の
よ
う
な
条
件

が
整
備
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
ま

す
か
、
二
つ
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

高
齢
期
に
お
け
る
余
暇
を
過
ご
し
や

す
く
す
る
た
め
の
条
件
整
備
と
し
て
考

え
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
「
一
緒

に
活
動
す
る
仲
間
が
い
る
」
八
十
五
人

102 
(30. 5) 

単位 人・（）内％

0

0

 

0

8

 
71 
(21. 2) 

60 

40 

18 
20」 (5.4)

゜ 各へ趣た地参種の味諸域加
学参を活活
習加生動動
活かへ
動しの

問
1
2
あ
な
だ
は
、
高
齢
期
の
生
き
が

い
の
だ
め
に
何
か
考
え
て
い
ま
す
か
、

二
つ
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

回
答

そ
の
他

な
い

何
も
考
え
て
い

て
い
き
た
い

今
後
何
か
考
え

ス
ポ
ー
ツ
を
す
る

社
会
奉
仕
活
動

問
1
7
あ
な
だ
は
、
高
齢
期
の
生
活
に

対
し
て
不
安
を
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
か
、
そ
の
不
安
は
、
主
に
と
の
よ
う

な
こ
と
で
す
か
、
ひ
と
つ
だ
け
選
ん
で

く
だ
さ
い
。

高
齢
期
の
生
活
に
対
す
る
不
安
に
つ

い
て
は
、
「
不
安
が
あ
る
」
と
し
た
人
は

百
二
十
七
人
（
五
十
・
ニ
％
）
で
あ
り
、

「
不
安
が
な
い
」
と
し
た
人
は
八
十
六
人

（
三
十
四
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に

85 
(24. 2) 

単位 人・（）内％
90 

::] （ l り。）
60 

50 

40 

30 

20 

10 

゜

52 
(14. 8) 

所
が
あ
る

身
近
に
活
動
場

る
仲
間
が
い
る

一
緒
に
活
動
す

68 
(19. 3) 

家
族
の
理
解

45 
(12. 8) 

（
二
十
四
・
ニ
％
）
が
最
も
多
く
、
次

い
で
「
家
族
の
理
解
」
六
十
八
人
(
+

九
・
三
％
）
、
「
身
近
に
活
動
場
所
が
あ

る
」
六
十
七
人
（
十
九
％
）
、
「
施
設
・

設
備
が
十
分
整
う
」
五
十
二
人
（
十
四

・
八
％
）
、
「
適
当
な
指
導
者
が
い
る
」

三
十
人
（
八
•
五
％
）
の
順
に
な
っ
て

い
ま
す
。
「
家
族
の
理
解
」
が
必
要
と

す
る
条
件
に
つ
い
て
は
、
高
年
齢
に
な

る
ほ
ど
多
く
、
ま
た
家
族
と
共
に
仕
事

を
し
て
い
る
職
種
お
よ
び
家
族
構
成
人

員
の
多
い
世
帯
ほ
ど
割
合
が
高
く
な
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
高
齢
期
の
生
活
に
「
不
安
が

あ
る
」
と
し
た
人
の
、
そ
の
理
由
と
し

て
「
健
康
」
を
あ
げ
て
い
る
人
か
五
十

三
人
（
四
十
一
・
七
％
）
と
最
も
多
く
、

次
い
で
「
生
活
費
」
二
十
五
人
（
十
九

・
七
％
）
、
「
配
偶
者
に
先
立
た
れ
る
」

十
五
人
（
十
一
・
八
％
）
の
順
に
な
っ

て
い
ま
す
。

問
2
0
あ
な
だ
は
、
こ
れ
か
ら
の
高
齢

化
社
会
に
向
け
て
、
国
・
隈
・
村
に
と

の
よ
う
な
こ
と
を
期
待
し
ま
す
か
、
次

の
中
か
ら
重
要
と
思
わ
れ
る
も
の
を
二

つ
ま
で
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

高
齢
化
社
会
に
向
け
て
の
福
祉
に
対

す
る
期
待
に
つ
い
て
は
、
最
も
多
い
も

の
は
「
年
金
制
度
の
充
実
」
百
五
十
九

53 
(41. 7) 

50 

40 

30 

20 

しヽ当
な
趣
味
が

6
 

る
家
が
な
い

安
心
し
て
住
め

ｷ
 

0

0

 
仕
事
が
な
い

た
れ
る

配
偶
者
に
先
立

単位 人・（）内％

, 
6. (7. I) 5 
(4. 7) |「ゴ (4.0) 

口件彗
病話造が
気人当い
等がなな
のい話い
時な相
世い手

そ
の
他

三
十
1

四
十
歳
代
お
よ
び
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
・
自
営
業
の
人
に
高
齢
期
の
生
活
に

不
安
を
感
じ
て
い
る
割
合
が
高
く
な
っ

て
い
ま
す
。

人
（
三
十
八
・
一
％
）
で
あ
り
、
次
い

で
「
健
康
診
断
・
保
健
指
導
の
充
実
」

七
十
九
人
（
十
九
％
）
、
「
老
人
ホ
ー
ム

等
施
設
充
実
」
五
十
三
人
（
十
ニ
・

七
％
）
、
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
団
体
の
育

成
」
二
十
六
人
（
六
・
ニ
％
）
の
順
に

な
っ
て
い
ま
す
。

問
2
1

こ
れ
か
ら
の
高
齢
化
社
会
で
、

高
齢
者
が
地
域
社
会
で
の
役
割
を
担
う

こ
と
に
つ
い
て
と
う
考
え
ま
す
か
、
ひ

と
つ
だ
け
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

④
高
齢
者
が
地
域
社
会
で
の
役
割
を
担

う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
「
役
割
の
一
部

を
担
う
べ
き
だ
」
と
す
る
人
が
百
九
十

九
人
（
七
十
八
・
七
％
）
と
圧
倒
的
に

多
く
、
そ
の
役
割
と
し
て
は
、
「
高
齢

者
相
互
の
助
け
合
い
運
動
」
が
百
三
人

（
五
十
一
・
八
％
）
、
次
い
で
、
「
世
代

0

0

0

0

0

0

0

0

0

 

6

4

2

0

8

6

4

2

 

159 
(38. I) 

79 
(19. 0) 

年
金
制
度
の
充
実

53 
(12. 7) 
ヽ I

26 25 2 1 | 8 
(6. 2) | 2 (6. 0) (5. 0) | 3 

(2.9) 「1 ←1 止（3 ．|) 2 (2:2) 
「1 止
牛］事そ

戸盆
ツ
事
業
の
充
実

文
化
・
ス
ポ
ー

や
就
労
斡
旋

働
く
場
の
確
保

(32. 5) 
|3 単位

12 

10 
, 
(22.5) 

自
信
が
な
い

健
康
体
力
に

に
よ
る

家
庭
の
事
情

込
め
な
い

地
域
に
入
り

゜

必
要
を
感
じ
な
い

人・（）内％

な
い

特
に
理
由
は

わ
か
ら
な
い

活
動
内
容
が

④
「
地
域
社
会
で
の
役
割
を
担
う
必
要

は
な
い
」
と
す
る
人
は
四
十
人
（
十
五

・
八
％
）
で
あ
り
、
そ
の
理
由
と
し
て

は
、
「
健
康
体
力
に
自
信
が
な
い
」
十

―
―
一
人
（
三
十
二
•
五
％
）
、
次
い
で

「
家
庭
の
事
情
に
よ
る
」
九
人
（
二
十

ニ
・
五
％
）
、
「
必
要
を
感
じ
な
い
」
八

人
（
二
十
％
）
、
「
特
に
理
由
は
な
い
」

七
人
（
十
七
•
五
％
）
の
順
に
な
っ
て

い
ま
す
。

間
の
交
流
や
継
承
活
動
」
が
五
十
八
人

（
二
十
九
・
一
％
）
、
「
清
掃
美
化
運
動
」

が
一
―
―
十
五
人
（
十
七
・
六
％
）
と
な
っ

て
い
ま
す
。

(7) 平成 6 年 6 月 10 日



第7回老人福祉センター

カラオク大会

こ
~ :1  

左から吉永さん、多田さん、矢島さん

新
里
の
地
蔵
寺
で
お
釈
迦
さ
ま
の
誕

生
日
（
旧
暦
四
月
八
日
）
を
祝
う
花
ま

つ
り
が
五
月
八
日
行
わ
れ
、
周
辺
の
子

ど
も
た
ち
な
ど
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
浦
上
紀
子
さ
ん
ら
読
み
聞
か

せ
の
グ
ル
ー
プ
の
人
た
ち
が
、
郷
土
に

伝
わ
る
伝
記
や
絵
本
を
読
ん
で
聞
か
せ

た
り
、
紙
芝
居
や
人
形
劇
を
行
い
、
甘

荼
や
お
菓
子
を
口
に
し
な
か
ら
、
楽
し

い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

・ クもgi

お菓子を食べながら紙芝居を見ている子どもたち

生
き
が
い
の
発
掘
と
参
加
者
一
人
ひ

と
り
の
情
報
交
換
や
ふ
れ
あ
い
を
は
か

る
目
的
で
五
月
十
日
、
第
七
回
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
カ
ラ
オ
ケ
大
会
が
開
か
れ
、

十
六
単
位
老
人
ク
ラ
ブ
の
代
表
四
十
四

人
が
自
慢
の
の
ど
を
披
露
し
ま
し
た
。

な
お
、
上
位
入
賞
者
は
次
の
と
お
り

で
す
。

④
優
勝

1
1

多
田
好
民
（
上
江
黒
）

④
準
優
勝
1
1

吉
永
広
次
（
梅
原
）

0
-
―
位
1
1

矢
島
優
一
（
田
島
）

④
優
秀
賞
1
1

▽
梁
瀬
右
左
治
（
斗
合
田
）

▽
大
橋
佑
男
（
大
輪
）
▽
柿
沼
広

一
（
大
輪
）

④
特
別
賞
1
1

▽
石
村
よ
つ
（
大
佐
貫
）

▽
吉
永
今
朝
雄
（
梅
原
）
▽
木
村
モ
ト

子
（
江
口
）
▽
泉
田
辰
雄
（
中
谷
）

▽
金
子
増
蔽
（
大
輪
）
▽
泉
田
政

（
矢
島
）
▽
折
原
光
子
（
新
里
）〔

敬
称
略
〕

戸
和やかに進められているゴルフ教室

ゴ
ル
つ
教
室
で

健

< 

り

塵
づ

こ
れ
か
ら
ゴ
ル
フ
を
始
め
よ
う

と
す
る
人
や
経
験
の
少
な
い
人
を

対
象
に
、
ゴ
ル
フ
教
室
か
五
月
十

一
日
か
ら
始
ま
り
、
七
月
二
十
日

ま
で
の
十
日
間
、
週
一
回
、
二
時

間
館
林
市
内
の
ゴ
ル
フ
練
習
場
で

開
か
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
教
室
は
、
ゴ
ル
フ
の
持
つ

楽
し
さ
と
体
を
動
か
し
、
さ
わ
や

か
な
汗
を
流
す
こ
と
に
よ
っ
て
ゴ

ル
フ
が
健
康
づ
く
り
に
役
立
つ
こ

と
を
認
識
し
て
も
ら
お
う
と
、
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
参
加
者
は
十
四
人
で
、

勤
め
帰
り
の
O
L

や
主
婦
が
半
数

以
上
と
あ
っ
て
和
や
か
に
進
め
ら

れ
、
講
師
は
一
人
ひ
と
り
丁
寧
に

教
え
て
い
ま
し
た
。

. ヽ

地域の話題なと身近な情報を広報係まで

あ寄せください。まだ掲載されだ写真は

差し上げますので、役場企画課までご連
絡ください。 役場合84-3111

花
ま
つ
り
で

に
ぎ
わ
う

甘茶をかける子どもたち

平成 6 年 6 月 10 日 (8) 



一筆啓上賞受賞
（郵政大臣賞）

田口偏子さん
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l
s

／
~
ヘ
ト
・

r

↓
J

西小学校で取り付けを説明する猟友会の皆さん

▽
監
督
1
1

久
保
口
敏
夫
選
手

1
1
島

田
鉄
也
、
砂
賀
亜
沙
美
、
森
田
純
一
、

一
、0
0
0

メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー

村
の
部
・
A

ブ
ロ
ッ
ク
六
位

第
1

回
県
民
ス
ポ
ー
ツ
祭

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
大
会
結
果

〔
敬
称
略
〕

村
の
部
・
総
合
四
位

▽
監
督
1
1

奈
良
原
勝
治
選
手

1
1

野

本
健
治
、
野
本
和
雄
、
深
野
良
作
、
滝

口
清
郎
、
奈
良
原
勝
治

ゞ
、
ゴ
レ

ノ
）村
の
部
・
A

ブ
ロ
ッ
ク
八
位

,
f
‘
犬

、
J

J
•
L
つ

, 

、

＇
、
．

1
』

.

.

 

J
 

L
ロ
・
、

9

.. 

9

1

.

9

 

▽
監
督
1
1

高
橋
末
松
選
手

1
1

森
尻

正
己
、
高
橋
末
松
、
本
澤
寒
次
、
野
本

伊
勢
松
、
鈴
木
喜
代
子
、
竹
迫
佐
吉
、

秋
野
公
江

夕

ド ゲ

(9) 

フ

ツ

卜

. 

福
井
県
坂
井
郡
丸
岡
町
が
ま
ち
お
こ

し
で
始
め
た
「
一
筆
啓
上
賞
」
、
「
日
本

一
短
い
母
へ
の
手
紙
」
の
作
品
を
募
集

し
た
と
こ
ろ
全
国
か
ら
三
二
、
二
三
六

通
が
寄
せ
ら
れ
、
そ
の
中
か
ら
十
編
の

一
筆
啓
上
賞
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

大
輪
の
田
口
信
子
さ
ん
は
、
十
編
の

中
に
入
り
、
一
筆
啓
上
賞

賞
）
を
受
賞
し
ま
し
た
。

な
お
、
田
口
さ
ん
の
作
品
は
、
「
『
私
、

母
親
似
で
ブ
ス
。
』
娘
が
笑
っ
て
言
う
の
。

私
、
同
じ
事
泣
い
て
言
っ
た
の
に
。
ご

め
ん
ね
お
母
さ
ん
」
と
い
う
、
手
紙
で

す
。

年
代
混
合
ゲ
ー
ト
ポ
ー
ル

村
の
部
•
B

ブ
ロ
ッ
ク
一
位

思
い
や
I
J
の
心
は

巣
箱
か
一
〇

館
林
警
察
署
と
明
和
村
猟
友
会
で
は
、

愛
鳥
週
間
初
日
の
五
月
十
日
、
東
・
西

小
学
校
に
十
個
ず
つ
巣
箱
を
贈
り
ま
し

た
。
こ
の
巣
箱
は
、
館
林
警
察
署
の
協

力
を
得
て
、
明
和
村
猟
友
会
の
皆
さ
ん

が
一
っ
―
つ
手
作
り
で
作
製
し
た
も
の

で
す
。

子
ど
も
た
ち
が
小
鳥
を
愛
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
自
然
を
大
切
に
す
る
心
、

思
い
や
り
の
心
を
育
て
、
非
行
防
止
に

つ
な
が
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
が
込

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

当
日
は
猟
友
会
の
皆
さ
ん
が
実
際
に

木
に
登
っ
て
巣
箱
の
取
り
付
け
方
を
説

明
。
子
ど
も
た
ち
は
さ
っ
そ
く
、
校
庭

の
ポ
。
フ
ラ
に
取
り
付
け
て
い
ま
し
た
。

こ
の
巣
箱
で
小
鳥
が
さ
え
ず
る
の
も
、

も
う
す
ぐ
で
し
ょ
う
。

▽
監
督
1
1

清
水
治
雄
選
手

1
1

福
田

ふ
み
子
、
柿
沼
け
さ
子
、
吉
永
広
次
、

折
原
昭
三
郎
、
始
澤
き
み
、
清
水
ま
さ

子
、
石
村
生
三
、
澁
澤
ろ
く
、
関
口
し

づ グ
ラ
ウ
ル

村
の
部
・
A
ブ
ロ
ッ
ク
ニ
位

ン

ド
‘
‘
コ

フ

？
っ
ゥ
‘
ピ
ド
ゴ
ル
つ
で

交
流
試
合

五
月
二
十
五
日
、
ふ
る
さ
と
の
広
場

で
千
葉
県
八
日
市
場
市
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
愛
好
会
二
十
八
人
と
本
村
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
会
六
十
一
人
の
交
流
試
合

か
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
全
国
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
大
会
が
縁
で
知
り
合
っ
て
以

来
、
毎
年
交
流
試
合
を
春
と
秋
に
行
っ

て
い
ま
す
。
気
心
も
知
れ
て
い
る
人
た

ち
で
す
の
で
、
和
気
あ
い
あ
い
の
内
に

プ
レ
ー
を
終
了
し
、
楽
し
い
一
日
を
過

ご
し
ま
し
た
。

（
郵
政
大
臣

ー
汀1
-

ば
＂
i
＾

和気あいあいの中行われた交流試合

夕←｀ーマ
嶋—: •し‘

—,-●●-■99 7 --
猟友会より東小学校へ巣箱が贈られました。

森
原
昌
代
、
山
野
井
俊
之
、
和
田
洋
枝
、

浅
見
三
紀
、
笠
井
康
史
、
瀬
下
嘉
彦
、

川
島
睦
男
、
石
橋
絵
美
、
島
田
久
永
、

田
ロ
カ
ヨ
子
、
富
塚
か
ず
子

▽
監
督
1
1

武
井
英
夫
選
手

1
1
田
口

博
重
、
泉
田
憲
一
、
清
水
信
行
、
福
田

操
、
黒
澤
信
幸
、
田
口
明
利
、
大
津
恵

一
、
関
口
始
、
吉
永
智
博
、
吉
永
雄
二
、

渡
辺
百
合
子
、
樽
見
賀
津
子
、
永
野
和

津
枝
、
吉
永
光
子
、
吉
永
裕
身
子
、
清

水
勝
哉
、
恩
田
正
、
渡
辺
教
、
山
田
恭

子 綱
引
き

村
の
部
・
A
ブ
ロ
ッ
ク
三
位

平成 6 年 6 月 10 日



社
会
教
育
委
員

II ※ 00000000000000 
清委柿奈吉小薗内清坂佐新橋橋関佐
水員沼良永松部山水上藤井本本根藤
業長原五原勇
- II 昭宜＝ ＝栄若元順 千二紀
吉博子沃賓明郎二栄久一猛城朗ー

］丘手祠面手示反示面玩呵面祠面
次津大·津

ー、▽口井原島井谷島谷里里俣中小小
敬副――――――――――――――

称委再再新新再新再再新再新新新再
略員
'-----'~長

0
坂
上
源
次
（
中

0
早
川
久
美
（
大

0
安
見
智
尋
（
新

0
北
島
和
夫
（
田

0
大
沢
新
一
（
矢

※
代
表
者
1
1

早
川
久
美

〔
敬
称
略
〕

林
間
・
臨
洒
学
校
を

一
般
に
貸
し
出
し
ま
す

東
毛
広
域
市
町
村
圏
振
興
整
備
組
合

で
は
、
小
・
中
学
生
の
課
外
教
育
の
場

と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
林
間
・
臨
海

島島里輪谷
‘‘疇一／~ヽヽヽ

新新新新再

文
化
財
保
護
調
査
委
員

学
校
を
一
般
に
貸
し
出
し
ま
す
。

圏
使
用
で
き
る
人
1
1

明
和
村
や
太
田
市

な
ど
東
毛
広
域
圏
内
に
居
住
し
て
い

る
人

I
l
l
使
用
で
き
る
期
間

0
林
間
学
校
1
1
7

月

3
0日
由
1
8

月
1
2

日
⑥
．
8

月

1
7日
困
1
2
9日
⑪

0
臨
海
学
校
1
1
8

月

1
3
日
由1
2
2日
⑪

蔓
場
所
1
1

林
間
…
群
馬
県
赤
城
山

臨
海
…
新
潟
県
出
雲
崎
町

圏
使
用
料
金
（
一
泊
）

0
小
・
中
学
生
：
3
0
0

円
、
高
校
生

…

5
0
0

円
、
一
般
1
,
0
0
0

円

（
林
間
・
臨
海
同
額
）

圏
食
事
料
金
（
一
食
）
1
1
4
3
0

円
ー

6
4
0

円

I
l
l
受
付
開
始
期
日

0
林
間
1
1
6

月
2
3日
困

0
臨
海
1
1
7
月
1

日
⑥

I
l
l
申
し
込
み
方
法
1
1

電
話
に
て
申
し
込

み
の
う
え
、
後
日
申
請
書
を
居
住
す

る
市
町
村
役
場
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

、
。
し

I
l
l
申
し
込
み
先
1
1

東
毛
広
域
市
町
村
圏

振
興
整
備
組
合
太
田
市
役
所
内

6

⑬
8
1
8
1

内
線
3
4
9

へ
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

見
る
見
る
う
ち
に
樹
木
を
食
べ
つ
く

し
て
し
ま
う
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
。

こ
の
害
虫
は
、
昭
和
二
十
年
頃
米
軍
の

資
材
捨
場
か
ら
発
生
し
、
今
で
は
日
本

に
定
着
し
て
い
ま
す
。

こ
の
害
虫
か
ら
大
切
な
樹
木
を
守
る

ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ

防
除
を
応
援
し
ま
す

精
神
薄
弱
者
巡
回

相
談
が
開
か
れ
ま
す

購入した動力噴霧器と軽トラック

た
め
、
村
で
は
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ

防
除
用
動
力
噴
霧
器
お
よ
び
軽
ト
ラ
ッ

ク
を
購
入
し
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
シ
ロ

ヒ
ト
リ
で
お
困
り
の
方
は
、
役
場
経
済

課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

圏
日
時
1
1
7
月

6

日
困
午
前
1
1時
か
ら

唖
場
所
1
1

村
中
央
公
民
館

衡
対
象
者
1
1
1
8歳以
上
の
精
神
薄
弱
者

圏
相
談
内
容
1
1

療
育
手
帳
の
取
得

施
設
入
所
等
の
相
談
・
診
断

圏
申
し
込
み
先
1
1

相
談
希
望
の
方
は
、

役
場
福
祉
課
6
闘
4
9
2
6

ま
た
は

邑
楽
福
祉
事
務
所
6
⑬
2
1
4
1

へ

6

月

2
2日
ま
で
に
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
役
場
福
祉
課
ま
た
は
邑

楽
福
祉
事
務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

農休日は7月 1 • 2 ·3 日です
令年の「農作業標準労賃」

区分 作業種 目 単 位 標準額

育 苗 1 箱 700円（種子代含む稚苗）

耕 起 10アール当り 6,000 
水 （トラクター）

ィt （トラヵクヽター） き

” 6,500 

田植え 1 機（苗持ち械) ” 20,000 
稲

1 機Wi )!IJ)械 ” 8,000 

メLJ （コりンパ．イ耳ン又) 
り

” 18,000 
作

脱』 穀 II 12,000 

セ()(IJり耳C) •II見紫文ッ・況乞燥・モミす 1))ト II 30,000 
業
乾燥・調整のみ 1 俵当り (60kg) 1,600 

調整のみ（モミすり） ” 700 

耕 起 10アール当り 7,000 （トラクター）

麦 施（肥耕起1番・肥種料（・紐ド子1代) Jはレ別播） ) " 4,500 

作 袈 土

” 2,800 （トラクター）

メlj （りコンパイ耳ン又) 
り II 15,000 

業
七（メljり耳又＇）かッら乾燥 ，ltJ蛯）ト II 26,000 

巫ヵ 農繁期労賃 1 日当り 男 8,000
女 7,000

賃
農繁期以外の労賃 ” 6,000 

詳細は農業委員会（役場内）に問い合わせください。

鯖瀧●
謂日読まる
B月7日(B)

◎
猥
境
保
健
課

今
年
も
8

月
7

日
⑪
、
ふ
る
さ
と

の
広
場
で
納
涼
祭
が
行
わ
れ
る
こ
と

が
決
ま
り
ま
し
た
。

役
場
人
事
異
動

▽
宮
田
高
志
（
経
済
課
）

◎
社
会
福
祉
協
議
会
派
運

▽
係
長
小
田
木
邦
夫
（
環
境
保
健

課
環
境
保
全
係
長
）
▽
金
子
順
子
（
環

境
保
健
課
）

〔
敬
称
略
〕

お
み
こ
し
の
渡
御
、
郷
土
芸
能
な

ど
催
し
物
も
多
く
予
定
し
て
い
ま
す

の
で
ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
ご
参
加
＜

だ
さ
い
。

浮1
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＊
期
日
1
1

閲
田
呻
〗
…
7
月
2
2
日
命
・
2
3

日
出
・
2
7
日
困
・
2
8
日
困
・
2
9
日
⑥

闊
…

8

月
2
日
因
•
3

日
困
．

4
日
困
•
5
日
⑥
•
6
日
山

屠
教
室
時
間
1
1

午
後
2
時
1
3

時

圏
対
象
者
1
1
3

歳
以
上
1

中
学
生
以
下

卍
会
場
1
1
B
&
G
財
団
明
和
海
洋
セ
ン

タ
ー

屠
募
集
人
数
1
1

第
1
期
・
第
2
期
共
4
5
人

圏
募
集
期
間
1
1
7月
1

日
面
1
1
5
日
⑥

圏
参
加
費
1
1
入
会
金
…
5
0
0円

会
費
…
l
,
0
0
0

円

圏
申
し
込
み
先
1
1

明
和
海
洋
セ
ン
タ
ー

へ
参
加
費
を
添
え
て
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。
（
先
着
順
受
け
付
け
）

※
詳
し
く
は
、
B
&
G
財
団
明
和
海
洋

セ
ン
タ
ー

6
闘
5
5
1
1
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

夏
休
み
短
期
水
泳

教
室
参
加
者
募
集

▽
優
勝
1
1
新
里
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ

ブ
▽
準
優
勝
1
1

田
島
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
愛

好
会
▽
三
位
1
1
M
S
C
・
千
津
井
ク
ラ

ブ
第
回
村
民

ソ
フ
ト
ポ
ー
ル
大
会

17 

昨年の大会

▽
優
勝
1
1
中
谷
永
和
会
▽
準
優
勝
1
1

新
里
老
人
ク
ラ
ブ
▽
三
位
1
1

江
口
老
人

ク
ラ
ブ
B

J 
Jよ馳‘

0
日
時
1
1
7
月
3
0
日
由
正
午
か
ら
3
1
日

⑪
正
午
ま
で

0
会
場
1
1
明
和
中
学
校
々
庭

卍
対
象
1
1

小
学
校
4
年
生
以
上
の
村
内

在
住
、
在
勤
者
で
編
成
す
る
チ
ー
ム

0
参
加
費
1
1
無
料

※
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
1
1
7
月

1
0
日
ま
で
に
社
会
体
育
館
へ
。

第
5
回
村
民
マ
ラ
ソ
ン

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

参
加
チ
ー
ム
募
集

老
人
ク
ラ
ブ
連
絡
協
議
会

ゲ
ー
ト
ポ
ー
ル
大
会

—— 
優勝した「新里ソフトボールクラブ」チーム

@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
 

@

@

 

言
液
検
査
で
g

臼
異
常
が
み
ら
れ
だ
ら
旺

@

@

 

@@@@@@@@@@@@@@ 
＊
高
脂
血
症
と
い
わ
れ
だ
ら

高
脂
血
症
と
は
、
血
液
中
の
脂
肪
分
、

つ
ま
り
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
や
中
性
脂
肪

が
高
い
状
態
を
さ
し
ま
す
。
ど
ち
ら
も

体
に
必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
で
す
が
、

た
ま
り
す
ぎ
る
と
動
脈
硬
化
を
ひ
き
起

こ
し
、
高
血
圧
や
心
筋
梗
塞
の
原
因
と

な
り
ま
す
。

＊
高
く
て
も
低
く
て
も
い
け
な
い
総
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
は
、
多
す
ぎ
る
と

高
血
圧
や
心
筋
梗
塞
の
原
因
と
な
り
ま

す
が
、
逆
に
少
な
す
ぎ
る
と
脳
卒
中
が

起
こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
ほ
ど
ほ
ど

に
保
つ
の
が
健
康
の
秘
訣
で
す
。

＊
高
い
ほ
と
よ
い
H
D
L

コ
レ
ス
テ
ロ

ー
ル
値

動
脈
硬
化
を
促
進
す
る
悪
玉
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
を
肝
臓
に
運
び
さ
る
善
玉
（
H

D
L

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
）
を
増
や
す
た

め
に
、
食
生
活
を
中
心
と
し
た
生
活
改

善
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

＊
中
性
脂
肪
と
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
関

係中
性
脂
肪
が
増
え
る
と
、
善
玉
が
減

り
、
そ
れ
だ
け
動
脈
硬
化
が
促
進
さ
れ

ハ
ロ
ー
健
康
⑰

ま
す
。
肥
満
や
ア
ル
コ
ー
ル
の
飲
み
す

ぎ
、
糖
分
の
と
り
す
ぎ
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

悪
玉
を
減
ら
す
コ

玄
善
玉
を
増
や
し
、

ッ
フ
か
条

①
動
物
性
脂
肪
の
多
い
食
品
は
避
け
、

リ
ノ
ー
ル
酸
を
多
く
含
ん
だ
植
物
油

を
と
り
ま
す
。
バ
タ
ー
よ
り
は
マ
ー

ガ
リ
ン
を
、
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
よ
り
は
ド

レ
ッ
シ
ン
グ
を
。
目
で
見
て
わ
か
る

よ
う
な
脂
身
は
食
べ
な
い
。

②
サ
バ
や
イ
ワ
シ
な
ど
青
背
の
魚
を
積

極
的
に
と
り
、
血
栓
を
予
防
し
ま
す
。

③
卵
は
一
日
一
個
程
度
に
。
魚
の
卵
や

生
ク
リ
ー
ム
な
ど
も
控
え
め
に
。

④
動
物
の
臓
物
も
控
え
め
に
。

⑤
適
度
な
酒
は
悪
玉
の
増
加
を
お
さ
え

ま
す
。
た
だ
し
飲
み
す
ぎ
は
中
性
脂

肪
を
増
や
す
の
で
逆
効
果
。

⑥
肥
満
を
避
け
、
禁
煙
を
。
肥
満
や
喫

煙
は
善
玉
を
減
ら
し
ま
す
。

⑦
生
活
の
中
で
積
極
的
に
運
動
を
。
運

動
は
善
玉
を
増
や
し
、
悪
玉
を
減
ら

し
ま
す
。

(11) 平成 6 年 6 月 10 日



児童手当現況届
6 月中に提出を

児童手当または児童手当の特例給

付を受けている人は、忘れず「現況

届」を 6 月 30 日までに提出してくだ

さい。

現況届は手当が受けられるかどう

かを確認する大切な手続きですので、

提出しませんと手当が受けられなく

なりますので、注意しましょう。

なお、該当者には通知する予定で

あります。

※詳しくは、福祉課合 (84) 4926へお

問い合わせください。

キャンプに参加して
思い出を作ろう

村教育委員会では、小学 4 • 5 • 

6 年生を対象にキャンプの参加者を

募集します。

圏期日＝ 8 月 3 • 4 • 5 日 (2 泊 3 日）

衡場所＝太田金山の森キャンプ場

（太田市）

圏対象＝小学 4 • 5 • 6 年生
圏募集人員＝ 25人（定員になり次第

締め切ります。応募者多数の場合

は、初参加者を優先させていただ

く場合がありますので、予めご承

知くださしヽ。）

0 日程＝ 3 日…公共施設見学

4 日…ハイキングなど

5 日…ぐんまこどもの国な

ど見学

予定ですので変更になる場合もあ

ります。

圏参加費＝ 5,000円

圏受け付け＝ 6 月 20 日から村教育委

員会（中央公民館内）で受け付け

します。

※詳しくは、村教育委員会合 (84)4491 

へお問い合わせください。

商業統計調査に

ご協力ください

行います。

※詳しくは、役場経済課へお問い合

わせください。

6月は計量強調月間

見つめよう「計量値」

適正な計菫は、経済の上で大切な

ルールです。このルールを守るため

に大切なことは、消費者一人ひとり

の監視の目です。つまり、それぞれ

が計量の実態や計量器の取扱いに関

心を持つことが、「適正な計量」のカ

となるのです。お買物の際、ちょっ

と気を付けてみてください。

※詳しくは、役場経済課または群馬

県計量検定所合0272(63)2436へお問

い合わせください。

社会復帰相談指導

が行われています

圏相談日時＝毎週火曜日

午前 9 時から午後 3 時まで

衡場所＝館林保健所小会議室

圏内容＝話し合い、軽スポーツ、手

工芸、書道など

＊対象者＝集団活動に参加すること

により、治療効果および社会復帰

が期待できる管内居住者で、家族

および主治医の依頼を受けた者

〇申し込み先＝館林保健所

※詳しくは、館林保健所健康指導課

ff (72)3230へお問い合わせください。

村道等法面への

除草薬散布は

やめましょう

村では、道路、水路等の法面を保

護するために、法面への維持管理は

除草薬を散布するのではなく、草刈

り等でお願いします。

※詳しくは、役場建設課へお問い合

わせください。

道路等法面図（例）

7 月 1 日現在で、商業統計調査（卸

売・小売業）を実施します。

この調査は、全国の卸売・小売業
道路を営む事業所（商店）を対象とし、 竺ノ／ぶ 匂憂／ 田

□：ロニ~ご：つ言 多 ]LJl 

都道府県知事から任命された商業統

計調査員が事業所等を直接訪問し、

調査票を渡して必要な事項を記入し

ていただいて回収するという方法で

不法無線局取締り強化月間6月 1 日～30日

くらし

の

情報・案内

定例相談
-----------------------------------

痘砂軋直羞！履涌！麗言-----------------------------------------------------
ヽー＾ー＾ー＾ー＾ー＾ー＾ー＾ー＾ー＾一 n-n-n-n-n-n-n-n-n-n-n-n-n-n-n-n-r

◇日時＝ 7 月 11 日（月）

午前10時～午後 1 時

◇場所＝役場会議室

◇内 容＝法律一般事項

◇対象＝明和村民

◇担当者＝森尻弁護士
◇受 付＝ 7 月 1 日から 8 日まで受け

付けしますので総務課へお

申し込みください。定員に

なり次第締め切ります。

※詳しくは、総務課へお問い合わせく

ださし‘°
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◇日時＝ 7 月 5 日（火）

午前 9 時30分～ 10時30分受

付

◇場所＝保健センター

=o=o=o=o=o=o=o=o=o=o=o 二 o=o 二 0 二 0 二 o=o=o 二 o=o=o=o=o=o=o=o:-----------------------------------------------------

謁欄雨配疇i盟疇薗：
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◇日時＝ 7 月 15 日（金）

午前10時～午後 3 時

◇場所＝役場会議室
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◇日時＝ 7 月 14 日（木）

午前10時～午後 3 時

◇場所＝館林市役所
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◇日時＝ 7 月 21 日（木）

午前10時～午後 3 時

◇場所＝館林市役所

平成 6 年 6 月 10 日 (12) 



税務職員募集
税務職員を採用するための平成 6

年度国家公務員採用III種試験（税務）

が次のとおり実施されます。

圏受験資格＝昭和49年 4 月 2 日から

昭和52年 4 月 1 日までに生まれた

者

〇受付期間＝ 7 月 1 日（金）～ 8 日（金）

圏申し込み先＝〒100 東京都千代田

区大手町 1-3 -3 人事院関東

事務局ff03(3214)1621へ申し込み

くださしヽ。

0試験日と試験内容

0 第一次試験＝ 9 月 11 日（日）、教養試

験、適性試験、作文試験

0 第二次試験＝ 10月 19 日（水）から 28 日

（金）までの間の指定する 1 日、人物

試験、身体検査

※詳しくは、館林税務署総務課合（72)

4373へお問い合わせください。

高校開放講座

参加者募集

圏日時＝ 7 月 16 日～ 9 月 24 日の期間

の土曜日（全10 回） 午後 2 時か

ら 5 時まで

®場所＝県立館林商工高校（村内南

大島）

0対象者＝ 18歳以上の県内在住、在

勤者

〇募集人数＝ 35人（超えた場合抽選）

0内容＝ワープロによる文書作成と

パソコンによる表計算

〇受講料＝無料

圏申込期限＝ 6 月 30 日（木）

圏申し込み先＝村教育委員会

※詳しくは、村教育委員会（中央公

民館内）へお問い合わせくださ’い。

集い学びて豊かな人生

隈老人大学学生募集

みのりある豊かで生きかいのある

日々ー。地域の仲間たちとともに学

習するこの老人大学大利根学園で学

んでみませんか。

0期間＝ 9 月 8 日から 11 月 30 日まで

の期間で計14 日間

0場所＝館林市文化会館小ホール

屠入学資格＝県内に居住する満60歳

以上（昭和 9 年 3 月 31 日以前に出

生）の学習意欲があり通学の可能

な方

奎授業内容＝一般教養、社会福祉、

健康問題、園外学習など

圏授業料＝無料（入場料等の実費は

負担していただきます。）

圏申し込み方法＝地区の老人クラブ

会長さんへ 7 月 8 日までに願書を

提出してください。

※詳しくは、福祉課へお問い合わせ

くださしヽ。

ウィークエンドボランティア

体験教室受講者募集
[tl期間＝夏休み期間中の土・日曜日

(4 日間）

奎場所＝東毛光生園（館林市）

＊受講資格＝邑楽郡および館林市に

居住する中学生以上の子どもとそ

の保護者

0定員＝ 10組（20 人） （先着順）

〇受講料＝無料

®募集期間＝ 6 月 6 日～ 7 月 15 B 

※詳しくは、邑楽福祉事務所合 (73)

2141へお問い合わせください。

東毛施設めくり

参加者募集

東毛広域（明和村など邑楽郡、館

林市、太田市、尾島町、新田町）で

は、「とうもうめぐり」と称して、圏

域内の名所、旧跡など観光めぐりの

参加者を次のとおり募集します。

衝期日＝ 8 月 17 B （水）および19 日（金）

〇集合時間＝午前 7 時45分

〇集合場所＝館林市役所（正面玄関）

〇募集対象者＝圏域内の親（保護者）

と子（小学生）の 2 人 1 組

〇募集人数（組数） = 1 日につき 52

人 (26組） （多数の場合抽選）

奎参加費＝無料

〇申し込み方法＝官製ハガキに住所、

氏名（親と子の氏名と年齢）、電話

番号、参加希望日を明記してくだ

さしヽ。

〇申し込み期限＝ 7 月 22 日（消印有効）

圏申し込み先＝東毛広域市町村圏振

興整備組合 〒373 太田市浜町 2

番35号太田市役所内合（45)8181

内線349へ申し込んでください。

] 館林邑楽地区 館 林 地 区
※◎ • 

千代田 赤づl 人祝
板倉地区

明和地区
更科日

産婦人科 耳鼻科 内 科 外 科
にのは

休 なにみ 冒
る限―

井上（浩）医院 川村医院 上野医院 礫川堂医院 館林地区と 小西医院 場り 厚
6 月 12 日 乙が［コ 至療ロ今ク 生

合 (88)6300 合（72) 1337 合（72)3330 合 (74)0184 同じです。 合 (86)2261 病

日
あ時 院
り間 r 

横田（婦）医院 小倉医院 森下医院 永寿堂医院 井上医院 館林地区と まは 合

6 月 19 日
合 (72)0255 合（72)0606 合 (73)7776 合 (72)4469 合 (82) 1131 同じです。 こ］ (72) 

3 
で 1 I 

当 浜野病院 大神医院 清河堂医院 海宝医院 増田医院 竹越医院 胃 9 4 

゜6 月 26 日
合 (88)5678 合 (62)2200 合 (84)3137 しで ¥_/  

合(72)3070 ft(74)081 I 合 (82)2255
てで が
かす 担

白沢医院 川田（耳）医院 安楽岡医院 岡田医院 石山医院 館林地区と
ら゜ 当
四又 し

番
7 月 3 日

合 (72) 1600 合 (72)3314 合 (72)0572 合（72)3163 合 (82)0103 同じです。 吾ロ今ク ま
し す
て ゜

落合医院 川村医院 横田（善）医院 慶友病院 橋本医院 館林地区と < 内
7 月 10 日 だ 科

医
合 (72)3160 合（72) 1337 合(72)4970 fl (72) 6000 合 (82) I 150 同じです。 さ

し‘ 外
゜ 科

根岸医院 川田医院 大石医院 最上医院 館林地区と 小西医院
7 月 17 日

合 (72)3262 合 (72)3724 合 (74)2362 fl(74)3763 同じです。 合 (86)2261 産
婦

／
』

暴走族追放強調月間 6 月 1 日～30日

(13) 平成 6 年 6 月 10 日
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村の人口と世帯
6月 1 日現在

世帯数 3,083戸

人口総数 I I, 346人

男 5,695人・女 5,651 人

(5 月中の動き）

出生日人・死亡 7 人

転入 32人・転出 46人

5月の救急車出動回数
●交通事故 4 件

●急病 9 件

•その他 3 件

●計 16 件

豆匹三豆竺竺g@
つくし

代表泉田初乃

照
子
,' 

荼
の
肩
問
し
籐
椅
子
に
座
る
九
十
の
母

す

は
話
す
眼
の
今
朝
は
清
み
た
り奈良

泉
田
政
子

J
A

の
旗
に
遅
れ
じ
と
札
幌
の
凍
て
し

鋪
道
を
お
ず
お
ず
歩
む

こ
ほ
ろ
ぎ
短
歌
会

遠
富
士
支
部

私
た
ち
の
チ
ー
ム
が
出
来
た
の
は
、

十
数
年
前
小
学
校
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が

き
っ
か
け
で
始
ま
っ
た
と
聞
い
て
い
ま

す
。
チ
ー
ム
名
も
つ
く
し
か
ら
大
佐
貰

へ
、
そ
し
て
大
佐
貫
ク
ラ
ブ
か
ら
つ
く

。

原
口
文
江

福
田
初
江

し
と
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
初
め
は
大

佐
貫
地
区
の
人
た
ち
で
結
成
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
現
在
は
そ
の
頃
の
顔
ぶ
れ

も
ほ
と
ん
ど
変
わ
り
、
大
佐
貫
、
矢
島
、

入
ヶ
谷
、
新
里
の
人
た
ち
で
結
成
さ
れ

て
い
ま
す
。

昨
年
の
後
半
よ
り
コ
ー
チ
と
し
て
成

田
さ
ん
を
迎
え
、
心
機
一
転
練
習
に
励

ん
で
い
ま
す
。
練
習
は
週
一
回
行
い
‘

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
楽
し
さ
、
そ
し
て
練

習
で
流
す
気
持
ち
い
い
汗
、
練
習
の
後

の
お
し
ゃ
べ
り
が
若
さ
を
保
つ
秘
け
つ

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
以

外
で
も
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会
な
ど
を
行
っ

て
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
固
め
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
中
で
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
好

き
な
方
、
初
め
て
の
方
で
も
結
構
で
す
。

週
一
回
の
練
習
に
参
加
で
き
る
方
、
私

た
ち
と
一
緒
に
心
地
良
い
汗
を
か
い
て

み
ま
せ
ん
か
。

ざ
く
ざ
く
と
音
し
崩
る
る
霜
柱
今
朝
も

踏
み
つ
つ
サ
ニ
ー
レ
タ
ス
採
る野

本
み
ね
子

車
椅
子
に
身
を
委
ね
て
狂
い
な
く
老
女

は
明
る
＜
ワ
ル
ツ
を
歌
う

原
口
美
津
子

か
ら
す
く
ち
ぱ
，
l

柿
の
木
に
止
ま
れ
る
鴇
吸
に
小
枝
を
お

り
て
く
わ
え
飛
び
去
る

か
む
の
ぞ

花
嫁
の
深
く
冠
り
し
わ
た
帽
子
覗
き
見

し
つ
つ
桜
湯
ふ
ふ
む

1
1

あ
め
で
だ
ー

i也 （
敬
称
略
）

り.
-

9

_

,

 

゜

\ 
し

氏
名
父
母
名
続
柄
区
閥
虚

て

松
本
拓
哉
紅
履
二
男
南
大
島
％
＜

大
津
維
斗
“
奈
直
長
男
矢
島
％
出

佐
野
芹
奈
げ
加
げ
長
女
川
俣
％
甲

網

奈
良
美
穂
燻
美
げ
長
女
田
島
％
こ

柿
沼
濯
孝
い
二
男
大
輪
％
の

早
川
力
斗
い
厄
長
男
大
輪
％
麟

改

北
代
な
つ
み
そ
汎
た
二
女
新
里
尻
ヽ

\ 

立
川
龍
樹
鱈
麟
長
男
梅
原
％
方

木
村
遥
籠
誠
子
三
女
中
谷
％

5さ

山
形
富
章
佳
仁
代
長
男
梅
原
％
れ

石
井
俊
紅
只
二
男
新
里
％
望

希

お
く
や
み
1
1

（
敬
称
略
）
を載

氏
名
年
齢
世
帯
主
地
区
J
H
E

B
L掲

藤
橋
芳
雄

7
0
カ
川
俣
芯
※

関
輿
吉

7
7
な
か
南
大
島
沼

小
田
木
や
す
9
2
正
弘
新
里
沼

風
間
伊
勢
松

8
2
敏
夫
梅
原
孤

野
中
は
ま
8
1
秋
象
江
口
％

岩
崎
キ
ク
イ
5
6
勝
治
新
里
％

篠
木
直
一
郎
8
8
茂
雄
大
佐
貫
％

（
会
月
の
納
め
〗

村
県
民
税
、
国
民
健
康
保
険
税
、
利

根
加
用
水
賦
課
金
、
国
民
年
金
保
険
料
、

水
道
料
金
の
納
入
月
で
す
。
納
期
限
は

6

月

3
0日
で
す
。

編

集
後

六
月
に
入
リ
、
田
植
え
か
最
盛
期
を
迎
え
て

い
ま
す
。

田
ん
ほ
で
は
田
植
機
の
軽
快
な
音
を
響
か
せ

な
が
ら
、
水
面
が
緑
の
苗
で
埋
ま
っ
て
行
き
ま

す
。
昨
年
は
、
冷
害
で
大
凶
作
で
し
た
の
で
、

今
年
は
豊
作
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
。

私
の
家
で
も
、
土
・
日
曜
日
に
は
総
出
で
田

植
え
を
し
て
い
ま
す
。
⑭

記

平成 6 年 6 月 10 日
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完成祝う
B&G財団明和海洋センター

（屋内温水プール）

y
,
』＇
ヽ
‘

ヽ

. ヘ

11 t 
｀・寧＇~｀
I l 

明和海洋センターオープニングセレモニーでテープカットを行う関係者

" 

六
月
十
五
H

、

B
&
G

財
団
明
和
海

洋
セ
ン
タ
ー
の
完
成
を
祝
う
竣
工
式
が

県
知
事
（
代
理
・
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
長
）
、

モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
関
係
者
、
衆
議

院
議
員
、
参
議
院
議
員
、
県
議
会
議
員
、

近
隣
市
町
長
な
ど
の
来
賓
多
数
を
迎
え
、

中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
は
ま
ず
、
国
歌
斉
暗
で
始
ま
り
、

B
&
G

財
団
会
長
あ
い
さ
つ
（
代
理
・

専
務
理
事
）
、
建
設
経
過
報
告
の
後
、
県

知
事
、
衆
議
院
議
員
の
来
賓
祝
辞
、
村

長
謝
辞
が
行
わ
れ
、
最
後
に
群
馬
県
と

明
和
村
か
ら
B
&
G

財
団
へ
感
謝
状
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

会
場
を
社
会
体
育
館
に
移
し
、
祝
賀

会
が
行
わ
れ
、
県
議
会
議
員
、
郡
町
村

会
代
表
の
祝
辞
の
後
、
最
後
に
村
議
会

議
長
の
万
歳
三
唱
で
閉
宴
さ
れ
ま
し
た
。

B
&
G

財
団
明
和
海
洋
セ
ン
タ
ー
で

は
、
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
、
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
と
、
明
和
中
学
校
水
泳
部
員
の

皆
さ
ん
に
よ
り
ま
す
模
範
泳
法
を
行
い

完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

竣工式であいさつを行う B&G 財団の若松専務理事さん
_., .- n.  すら利 l

の無用ル明
で料いー和
‘送たで海
ご迎だは洋
利バ< ‘セ
用スたよン
くかめりタ
だ運に多 1

I さ行‘く＾
匹いさ 7 の屋

゜れ月皆内
て 1 さ温
い日ん水
まかにプ新たに購入した送追用バス

明和村から B&G 財団へ感謝状が贈られました

―•ー＝ェL‘‘ 

圧心

無
料
送
迎
バ
ス
が

運
行
さ
れ
て
い
ま
す

明和中学校水泳部の皆さん

平成 6 年 7 月 10 日 (2) 



村
で
は
、
平
成
7
年
4

月
採
用
予
定
の
職
員
採

用
試
験
を
群
馬
票
町
村
会
に
委
託
し
て
、
次
の
と

あ
り
行
い
ま
す
。

あ
な
だ
の
若
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
ま
ち
づ
く
り
に

生
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
ご
応
募
あ
待
ち
し
て
い

ま
す
。

◎
受
験
資
格

0
日
本
国
籍
を
有
し
、
地
方
公
務
員
法

の
欠
格
事
項
に
該
当
し
な
い
者

0

一
般
行
政
職
…
昭
和
4
0
年
4
月
2
日

か
ら
昭
和
5
2
年
4
月
1

日
ま
で
に
生

ま
れ
た
者

0
土
木
技
術
職
：
昭
和
3
0
年
4
月
2
日

か
ら
昭
和
5
2
年
4
月
1

日
ま
で
に
生

ま
れ
た
者
で
、
土
木
科
系
の
高
校
以

上
の
卒
業
ま
た
は
見
込
み
の
者

◎
職
務
内
容
お
よ
び
採
用
予
定
人
員

0

一
般
行
政
職
（
一
般
的
な
書
記
的
業

務
ま
た
は
補
助
業
務
）
…
…
若
干
名

0
土
木
技
術
職
（
主
と
し
て
土
木
関
係

業
務
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
2
名

0
試
験
の
方
法

0
第
1

次
試
験
（
初
級
試
験
）
…
公
務

員
と
し
て
必
要
な
一
般
教
養
、
知
識

お
よ
び
能
力
に
つ
い
て
の
多
枝
選
択

式
の
筆
記
試
験
（
高
校
卒
業
程
度
）

0
第
2
次
試
験
：
口
述
試
験
、
作
文
試

験
、
身
体
検
査
（
職
務
遂
行
に
必
要

な
健
康
を
有
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い

て
の
検
査
を
行
い
ま
す
）

〇
身
上
調
査
…
受
験
資
格
の
有
無
お
よ

び
申
込
記
載
事
項
の
真
否
等
に
つ
い

て
調
査
し
ま
す
。

0
試
験
日
お
よ
び
場
所

B
月
1

日
か
ら
1
8日
ま
で
申
し
込
み
受
け
付
け

乎
t
7

年

村
職
員
を
募
集
し
ま
す

0
第
1

次
試
験
：
9
月
1
8
日
⑪
県
立

前
橋
女
子
高
校
ま
た
は
県
立
医
療
短

期
大
学
（
前
橋
市
）

0
第
2
次
試
験
・
・
1
0
月
下
旬
予
定
、
役

場
会
議
室
（
第
1

次
合
格
者
に
つ
い

て
の
み
行
い
ま
す
）

0
合
格
者
の
発
表

0
第
1

次
試
験
：
1
0
月
中
旬
予
定

0
第
2
次
試
験
・
・
1
1
月
中
旬
予
定

0
給
与給

与
条
例
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
ま
す
。

0
受
験
手
続
き
お
よ
び
受
付
期
間
·
時

閻
〇
申
込
用
紙
の
請
求
お
よ
び
申
込
先

申
込
用
紙
は
、
役
場
総
務
課
で
交

付
し
ま
す
。
郵
便
で
用
紙
を
請
求
す

る
場
合
は
、
封
筒
の
表
に
「
採
用
試

験
申
込
用
紙
請
求
」
と
朱
書
し
、
9
0

円
切
手
を
貼
っ
た
宛
先
明
記
の
返
信

用
封
筒
を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
申
込
受
付
期
間

8

月
1

日
⑪
か
ら
1
8
日
困
ま
で
（
た

だ
し
、
土
曜
日
、
日
曜
日
は
除
く
）

郵
便
の
場
合
は
8

月
1
8
B
の
消
印
の

あ
る
も
の
ま
で
受
け
付
け
し
ま
す
。

〇
受
付
時
間

午
前
8

時
3
0
分
か
ら
午
後
5
時
1
5

分
ま
で
で
す
。

〇
申
込
手
続
き

申
込
用
紙
の
注
意
事
項
を
よ
く
読

ん
だ
上
で
必
要
事
項
を
記
入
し
、
写

真
を
貼
付
し
て
総
務
課
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
郵
送
の
場
合
は
簡
易
書

留
と
し
、
封
筒
の
表
に
「
採
用
試
験

申
込
」
と
朱
書
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
役
場
総
務
課
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

(3) 平成 6 年 7 月 10 日



健やかで安lじ＼しだ高齢期の生活が送れるように……。「こんなサー
ビス、ご存知ですか.J
今回は、村の老人保健福祉サービスについてご紹介します。

老
人
保
健
福
祉
サ
ー
ビサ

ー
ビ
ス
事
業

寝
た
き
り
老
人
や
痴
ほ
う
性
老
人
の

い
る
家
庭
、
あ
る
い
は
、
ひ
と
り
暮
ら

し
老
人
の
家
庭
に
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
か

伺
っ
て
介
護
や
家
事
の
援
助
を
し
、
家

族
の
方
の
負
担
を
軽
減
す
る
も
の
で
す
。

対
象
は
、
お
お
む
ね
六
十
五
歳
以
上

の
要
援
護
の
方
が
い
る
家
庭
と
し
ま

す
。

④
サ
ー
ビ
ス
の
内
容

〇
介
護
援
助
：
寝
た
き
り
老
人
な
ど
に

対
し
て
入
浴
介
護
、
食
事
介
助
、
着

脱
衣
介
助
な
ど
を
行
い
ま
す
。

0
家
事
援
助
…
虚
弱
老
人
な
ど
に
対
し

て
食
事
の
調
理
、
洗
濯
、
掃
除
な
ど

を
行
い
ま
す
。

0
相
談
助
言
…
介
護
な
ど
に
関
す
る
相

談
、
助
言
を
行
い
ま
す
。

④
派
遣
の
回
数
や
時
間

寝
た
き
り
老
人
や
虚
弱
老
人
な
ど

の
介
護
・
家
事
の
援
助
の
必
要
に
よ

っ
て
村
が
決
定
し
ま
す
。

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ

利用者世帯の階層区分 利(1用時者間負当担り額) 

生活保護法による被保護世帯（単給世帯を含む） 0 円

生計中心者が前年所得税非課税世帯 0 円

生計中心者の前年所得税課税年額が10,000円以下の世帯 2 5 0 円

生計中心者の前年所得税課税年額が10,001円以上30,000円以下の世帯 4 0 0 円

生計中心者の前年所得税課税年額が30,001円以上80,000円以下の世帯 6 5 0 円

生計中心者の前年所得税課税年額が80,001円以上140,000円以下の世帯 8 5 0 円

生計中心者の前年所得税課税年額か:140, 001円以上の世帯 9 0 0 円

0
費
用
負
担
額

生
計
中
心
者
の
所
得
に
応
じ
て
、

費
用
を
負
担
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ス
の
あ
ら
ま
し

四
員
一

デイサービスセンターの介護者教室

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業

在
宅
の
虚
弱
老
人
や
寝
た
き
り
老
人

な
ど
を
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で

昼
間
お
預
か
り
し
て
、
入
浴
や
食
事
の

お
世
話
を
し
た
り
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク
や

日
常
動
作
訓
練
な
ど
を
行
い
ま
す
。

◎
利
用
で
き
る
人

村
内
に
在
住
す
る
原
則
と
し
て
6
5

歳
以
上
の
方
で

〇
寝
た
き
り
老
人

〇
軽
度
の
痴
ほ
う
性
老
人

0
車
イ
ス
を
利
用
し
た
り
、
手
を
借
り

れ
ば
な
ん
と
か
生
活
で
き
る
人

0
ふ
た
り
暮
ら
し
の
老
夫
婦
、
ひ
と
り

暮
ら
し
老
人
で
日
常
生
活
を
す
る
の

が
大
変
な
人

④
利
用
負
担
額

一
日
五
百
円
負
担
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

平成 6 年 7 月 10 日 (4) 



老
人
短
期
入
所
事
業

（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）

寝
た
き
り
老
人
、
痴
ほ
う
性
老
人
、

虚
弱
老
人
の
方
を
一
時
的
に
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
や
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
お

預
か
り
し
て
、
介
護
者
の
負
担
を
軽
減

す
る
も
の
で
す
。
介
護
し
て
い
る
方
の

病
気
や
出
産
、
冠
婚
葬
祭
へ
の
出
席
、

旅
行
な
ど
の
時
に
利
用
で
き
ま
す
。

④
利
用
対
象
者

お
お
む
ね
六
十
五
歳
以
上
の
寝
た

き
り
老
人
、
痴
ほ
う
性
老
人
、
虚
弱

老
人
（
六
十
五
歳
未
満
で
あ
っ
て
初

老
期
痴
ほ
う
に
該
当
す
る
者
も
含
む
）

の
う
ち
、
家
族
の
介
護
を
受
け
て
い

る
者
と
し
ま
す
。

◎
入
所
期
間

入
所
の
期
間
は
、
原
則
と
し
て
七

日
以
内
と
し
ま
す
。

◎
費
用
負
担
額

0
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

〇
養
護
老
人
ホ
ー
ム

日
常
生
活
用
具

結
付
等
事
業

寝
た
き
り
老
人
、
痴
ほ
う
性
老
人
お

よ
び
ひ
と
り
暮
ら
し
老
人
が
よ
り
快
適

な
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、
ま
た
、
介
護

者
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
下
記
の

用
具
を
給
付
ま
た
は
貸
与
し
ま
す
。

1

日

2
,
0
9
0

円

1

日

1
,
6
2
0

円

日常生活用 具等 覧表
寝だきり老人

柑i 目 性 ム月ヒヒ 等

特 殊 寝 台 背部又は脚部の傾斜角度を調整する機能があり、落下防止など安全確保が配慮されている

（給付・レンタル） もの

マットレス（給付） 保温、湿気の放出にすぐれ長時間の連続使用に耐えるもの

腰掛便座（給付） 老人の排便に便利なもの

エアーパット（給付） 褥癒防止のためのものであって、エアー・マットと送風装置からなるもの

特殊尿器（給付） 尿が自動的に吸引されるもの

体位変換器（給付） 介護者が老人の体位をかえさせるのに容易に使用できるもの

火災警報器（給付） 火災を煙や熱で感知し、警報ブザー等で屋内外に知らせるもの

自動消火器（給付） 室温の異常上昇又は炎で自動的に消火液を噴射し消火するもの

車いす（給付・レンタル） 介護者が持ち運びが可能なもので、介護者の手元でもブレーキ操作が可能なもの

歩行支援用具（給付）
歩行器・てすり・スロープ等、老人の身体機能の状態を十分踏まえたものであって、必要

な強度と安定性を有するもの

移動用リフト（レンタル） ベッドから車いす等へ容易に移動でき、床を安全に走行するもの

入浴補助用具（給付） シャワーチェアー等、入浴に際し、座位の維持、浴槽への入水等の補助が可能なもの

痴ほう性老人
種 目 性： ヒ

レ
〕

ム
月 等

痴ほう性老人徘徊感知機器

（給付．貸与・レンタル）

徘徊をする痴ほう性老人が屋外へ出ようとすると、

依頼した隣人に通報する機器

ひとり暮らし老人（高齢者二人世帯も含む）

センサーが感知し、家族やあらかじめ

種i 目 性 ム月ヒヒ 等

火災警報器（給付） 火災を煙や熱で感知し、警報ブザー等で屋内外に知らせるもの

自動消火器（給付） 室温の異常上昇又は炎で自動的に消火液を噴射し消火するもの

老人用電話（貸与） 自力で電話加入できない老人に電話を貸与する

緊急通報装置 急病や災害等緊急事態が発生した場合、ペンダントを押せば、あらかじめお願いしてある

（給付・貸与・レンタル） 近隣の親族、隣人等に通報できるもの

電磁調理器（給付） 高齢者が容易に使用できるもの

(5) 

利用者世帯の階層区分 利用者負担額

生活保護法による被保護世帯（単給世帯を含む） 0 円

生計中心者が前年所得税非課税世帯 0 円

生計中心者の前年所得税課税年額が
1 6 、 3 0 0 円

10,000円以下の世帯

生計中心者の前年所得税課税年額が
2 8 、 4 0 0 円

10,001円以上30,000円以下の世帯

生計中心者の前年所得税課税年額か｀
4 2 、 8 0 0 円

30,001円以上80,000円以下の世帯

生計中心者の前年所得税課税年額か‘
5 2 、 4 0 0 円

80,001円以上140,000円以下の世帯

生計中心者の前年所得税課税年額か｀
全 額

140,001円以上の世帯

生
計
中
心
者
の
所
得
に
応
じ
て
、

費
用
を
負
担
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

巳
常
生
活
用
具
給
付
等

費
用
負
担
額

平成 6 年 7 月 10 日
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おみこし出陣（咋年）

村
民
相
互
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
、
活
力
と
う
る
あ

い
の
あ
る
村
づ
く
り
を
推
進
し
よ
う
と
、
第
三
回
納

涼
祭
が
8
月
7
日
⑭
、
午
後
3
時
か
ら
9

時
1
0分
ま

で
ふ
る
さ
と
の
広
場
で
行
わ
れ
ま
す
。
ご
近
所
あ
誘

い
合
わ
せ
の
う
え
あ
出
か
け
く
だ
さ
い
。
な
お
、
雨

天
の
場
合
は
、
1
4日
⑭
に
行
わ
れ
ま
す
。

雨天の場合は14 日（日）

＝（差8時スター1
 

==: →ロー

言一＝＝＝＝

；r：フ

一
I 

抽選会で集まった人たち（昨年）

今
年
は
抽
選
会
が

2

回
行
わ
れ
ま
す

午
後
6
時
4
5分
と

午
後
8
時
2
0分

今
年
は
、
当
日
参
加
し
た
人
を
対
象

に
豪
華
賞
品
が
当
た
る
抽
選
会
が
午
後

6

時
4
5
分
か
ら
と
午
後
8
時
2
0
分
か
ら

の
2
回
行
わ
れ
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
い
つ
ば
い

花
火
も
行
わ
れ
ま
す

午
後
3

時
の
花
火
を
合
図
に
ス
タ
ー

ト
し
、
吹
奏
楽
演
奏
、
和
太
鼓
、
歌
、

舞
踊
、
民
踊
、
お
み
こ
し
、
き
や
り
、

さ
さ
ら
、
ひ
ょ
っ
と
こ
、
八
木
節
、
花

火
な
ど
イ
ベ
ン
ト
か
い
っ
ぱ
い
で
す
。

平成 6 年 7 月 10 日 (6) 



玄
踊
り
…
花
笠
音
頭

交
通
安
全
協
会
婦
人
部

親
和
会

玄
ひ
ょ
っ
と
こ

責
踊
り
…
社
明
音
頭

更
生
保
護
婦
人
会

村文化協会加入団体等による民謡踊り（昨年）

玄
歌
と
踊
り

老
人
ク
ラ
フ
連
絡
協
議
会

ー ーニ_··-,:_• -.:..I;, ・-.- —’,. ".'-.竺’ ; u: ~ 
' 

今
年
の
主
な
催
し
物

` 
•—,. 

食
和
太
鼓明

和
太
鼓
稲
妻
会

＊
さ
さ
ら

＊
お
み
こ
し
出
陣

明
青
会
・
子
育
連
等

江
口
獅
子
舞
保
存
会

責
民
謡
踊
り

村
文
化
協
会
加
入
団
体
等

＊
き
や
り
＊
八
木
節

＊
吹
奏
楽
演
奏

明
和
中
学
校
吹
奏
楽
部

鳶
工
業
連
明
和
支
部
明
和
ハ
木
節
保
存
会

ゞ
和太鼓（昨年）

あ
車
は

乗
り
合
わ
せ
で

交
通
規
制
に

ご
協
力
を

当
日
は
た
く
さ
ん
の
人
出
が
予
想
さ

れ
、
駐
車
場
も
不
足
す
る
と
思
わ
れ
ま

す
の
で
、
お
車
を
利
用
さ
れ
る
方
は
、

な
る
べ
く
乗
り
合
わ
せ
で
お
い
で
く
だ

さ
い
。

ま
た
、
当
日
は
交
通
規
制
も
行
わ
れ

ま
す
の
で
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
納
涼
祭
成
功
の
た
め
に
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

(7) 

納涼祭会場図

Z
/

」

平成 6 年 7 月 10 日



中学2年生が職場体●
_O
Li の

だ
む
わ

地域の話題なと身近な情報を広報係まで

あ寄せください。まだ掲載されだ写真は

差し上げますので、役場企画課までご連
絡ください。 役場合84-3111

6 月 21 日、明和中学校では進路指導の一環として、 2 

年生143人を対象に村内27カ所の職場で、職場体験学習を

行いました。この職場体験学習は、生徒が興味•関心の

ある職場で、職場の人たちと一緒に働くことによって、

自分の職業、将米、生き方を考えさせるとともに、職場

の人たちとふれあう中で、社会性、自主性を身につけて

もらおうと行われたものです。

また、 PTA役員と先生たちも、各職場を訪問しまし

た。そして、生徒たちが懸命に働いている様子を見て、

あるお母さんは「将米はきっと立派な社会人になるでし

ょう」と言っていました。

デイサービスセンターでお手伝いをしている生徒

自動車整備工場で働く生徒

スーパーマーケットで働く生徒

備
幼稚園で園児と一緒に折紙を折っている生徒

海洋センターで清掃をしている生徒

平成 6 年 7 月 10 日 (8) 



親と子がみれあう
幼稚園運動

6 月 4 日、東・西幼稚園でミニ運動会が行われました。

とかく仕事に追われ、ふれあいが希薄になりがちなお

父さん方もこの日ばかりは父親健在とばかり大ハッスル

し、親子で快い汗を流し、楽しい半日を過ごしました。

じゃんけんゲームをしている園児たち

ふるさとの広場(C'1-し）内

芝生広場などがオ---,し
7 月 1 日、ふるさとの広場内 C ゾーン（テニスコー

ト・芝生広場）がオープンしました。場所は、海洋セ

ンター東側です。なお、テニスコートを利用する場合
は、役場都市開発課へ連絡してください。

オープンした芝生広場

家庭介護者教室開催
テイサ__ヒ・スセし勺--

会

6 月 19 日、デイサービスセンターで家庭介護者教室

が、家庭で介護している人やボランティアの人たち30

人余りが参加して行われました。

講師には、大澤洋子さん（管理栄養士）を迎え、「高

齢者と食事」というテーマで講話が行われ、参加した

人たちは、「今後の介護に役立てたい」と、話していま

した。

真剣に聞いている参加者

^ • ^コー •9｀しこ‘-·‘ -ｭ
懸命に綱を引いている園児たち

住みよい地域社会実現
のため警察官が講話
館林警察署では 6 月 23 日、明和村中央公民館で公民館

の利用者に地域安全情報を提供する「デリバリー・コミ

ュニケーション」 (DC 活動）を行いました。

この活動は、交番・駐在所の「生活安全センター」化

の一環として、公民館を利用している人たちのところへ

地域警察官が出掛けて行って、防犯、交通安全などの情

報を提供し、住民の意見なども聞き、安全で住みよい地

域社会を実現するのが狙いであります。
当日は、公民館を利用している「寿学級」の学級生を

相手に、高齢者の交通事故防止について江黒駐在所の吉

岡巡査部長さんが講話を行いました。

館林警察署では、今後も公民館利用者を中心に、住民

との意志疎通を図るため、この活動を進めていきたいと

しています。

講話を行っている吉岡巡査部長さん

(9) 平成 6 年 7 月 10 日



特定疾患医療結付対象疾病（表一①）

疾患 名 疾患名

1

2

3

 

ベーチェット病

多発性硬化症

重症筋無力症

19 

20 

41 全身性エリテマトーデス

5

6

 

スモン

再生不良性貧血

7 

8 , 
10 特発性血小板減少性紫斑病

11 結節性動脈周囲炎

潰瘍性大腸炎

大動脈炎症候群

サルコイドーシス

筋萎縮性側索硬化症

強皮症・皮膚筋炎及び多発性筋炎

12 

13 

14 

15 

16 

18 

ビュルガー病

天疱癒

脊髄小脳変性症

17 I クローン病

劇症肝炎

22 

23 

24 

25 

26 

27 

28 

29 

30 

31 

32 

33 

34 

35 

悪性関節リウマチ

パーキンソン病

21 I アミロイドーシス

後縦靱帯骨化症

ハンチントン舞踏病

ウィリス動脈輪閉塞症

ウェゲナー肉芽腫症

特発性拡張型（うっ血型）心筋症

シャイ・ドレーガー症候群

表皮水疱症

（接合部型及び栄養障害型）

膿疱性乾癬

広範脊柱管狭窄症

原発性胆汁性肝硬変

重症急性膵炎

特発性大腿骨頭壊死症

混合性結合組織病

原発性免疫不全症候群

村
で
は
、
毎
年
八
月
と
十
二
月
に
原

因
が
不
明
で
治
療
法
も
確
立
し
て
い
な

い
う
え
、
長
期
の
療
養
を
必
要
と
す
る

難
病
・
表
ー
①
（
特
定
疾
患
）
に
悩
ま

特
定
疾
患
に
該
当

さ
れ
る
方
申
請

し
て
く
だ
さ

し‘

さ
れ
て
い
る
患
者
ま
た
は
家
族
に
対
し
、

そ
の
精
神
的
負
担
の
軽
滅
と
、
福
祉
の

増
進
を
図
る
た
め
見
舞
金
を
支
給
し
て

い
ま
す
。

該
当
す
る
方
（
表
ー
①
参
照
）
は
、

7
月
2
0日
ま
で
に
「
特
定
疾
患
医
療
受

給
者
証
」
と
印
鑑
を
持
参
の
う
え
、
福

祉
課
（
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）
へ
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
福
祉
課
C
闘
4
9
2
6

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

地区別 行政区名 使用月 検針月
料金

納入月

東部 斗合田、下江無、上江黒、千津井
6 月・ 7 月 7 月 8 月

地区 江口、田島、南大島、新里

西部 中谷、梅原、川俣、須賀
7 月・ 8 月 8 月 9 月

地区 大輪、入ケ谷、矢島、大佐貫

7

月
1

日
か
ら
水
道
料
金
が
改
定
に

な
り
、

8

月

•
9

月
の
料
金
算
定
は
、

左
記
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

④
東
部
地
区
1
1
8

月
料
金
納
入
分
に
つ

い
て
は
、
使
用
月
が
6

月
（
旧
料
金
月
）

•
7

月
（
新
料
金
月
）
に
な
る
た
め
、

2

カ
月
の
使
用
水
量
を
新
・
旧
そ
れ
ぞ

れ
二
分
の
一
ず
つ
と
し
ま
す
。
な
お
、

端
数
が
生
じ
た
場
合
は
旧
料
金
と
し
ま

す
。

④
西
部
地
区
1
1
9

月
料
金
納
入
分
か
ら

新
料
金
を
適
用
し
ま
す
。

7

月
1

日
か
ら
水
道
料
金

が
改
定
さ
れ
料
金
算
定

方
法
が
変
わ
り
ま
す

村の最高齢者

冨塚みやさん逝去

広
く
交
通
安
全
思
想
の
普
及
を
徹
底

し
、
一
人
ひ
と
り
が
交
通
ル
ー
ル
を
守

り
、
正
し
い
交
通
マ
ナ
ー
を
身
に
つ
け

る
こ
と
に
よ
り
交
通
事
故
を
防
止
す
る

目
的
で
、
7

月

1
1日
か
ら

2
0日
ま
で
の

1
0
日
間
、
夏
の
県
民
交
通
安
全
運
動
が

展
開
さ
れ
ま
す
。

0
ス
ロ
ー
ガ
ン

「
事
故
は
瞬
間
ベ
ル
ト
は
習
慣
」

0
運
動
の
重
点
事
項

一
、
若
者
の
無
謀
運
転
の
追
放

二
、
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防

止
三
、
自
転
車
利
用
マ
ナ
ー
の
向
上

村
の
最
高
齢
者
（
百
歳
）
で
あ
り

ま
し
た
中
谷
の
冨
塚
み
や
さ
ん
が
去

る
六
月
十
三
日
午
後

0
時
三
十
五
分

老
衰
の
た
め
、
自
宅
で
逝
去
さ
れ
ま

夏
の
県
民
交
通
安
全
運
動

レ
デ
ィ
ス
交
通
安
全
旬
間

※
詳
し
く
は
、
建
設
課
水
道
係
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

四
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
の
徹
底

事
故
の
な
い

楽
し
い
夏
休
み
を

も
う
す
ぐ
夏
休
み
で
す
。
子
ど
も
た

ち
は
開
放
感
か
ら
水
の
事
故
、
交
通
事

故
、
花
火
の
事
故
、
ま
た
、
非
行
が
芽

生
え
る
の
も
こ
の
時
期
、
夏
休
み
か
断

然
多
い
の
で
す
。
家
庭
、
学
校
、
地
域

ぐ
る
み
で
見
守
り
注
意
し
合
っ
て
、
楽

し
い
夏
休
み
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

非
行
防
止

7

月
は
「
青
少
年
を
非
行
か
ら
守
る

全
国
強
調
月
間
」
で
す
。
夏
休
み
に
入

る
と
解
放
感
か
ら
子
ど
も
の
心
が
ゆ
が

み
、
非
行
に
は
し
り
か
ち
で
す
。

家
庭
は
も
ち
ろ
ん
、
地
域
ぐ
る
み
で

関
心
を
寄
せ
、
非
行
防
止
に
努
め
ま
し

ょ
う
。

し
た
。
生
前
は
テ
レ
ビ
を
見
る
の
か

何
よ
り
も
楽
し
み
だ
っ
た
冨
塚
さ
ん
。

こ
こ
に
村
民
の
み
な
さ
ん
と
と
も
に

ご
冥
福
を
祈
り
ま
し
ょ
う
。

平成 6 年 7 月 10 日 (10) 



④
期
間
1
1
8

月
•
9
月
中
の
期
間
で
計

1
0
回

◎
時
間
1
1

午
後
7
時
3
0
分1
9

時
3
0
分

④
会
場
1
1

明
和
中
学
校
々
庭
他

0
優
勝
1
1

明
和
ク
ラ
ブ

〇
準
優
勝
1
1

リ
リ
ー
ズ

【A
フ
ロ
ッ
ク
】

タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
第
2
1

回
春
季

ゴ
ル
フ
教
室
参
加
者
募
集
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

④
期
間
1
1
7
月
•
8

月
中
の
期
間
で
計
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田子家庭等高校なとの

修学費が支結されます

圏対象者＝児童扶養手当または遺族

基礎年金・母子年金・遺児年金な

どが、児童力燿岡18歳に達したため、

支給されなくなった方。

ただし、児童が高校などに在学

している方に限られます。

また、遺族厚生年金・遺族共済

年金などが引き続き支給される方

は対象になりません。

なお、母等の所得によっては、

支給されない場合もあります。

＊支給期間＝児童が満18歳に達した

日の前日の属する月の翌月からそ

の日の属する年度の末日までの間

で、申請のあった翌月から支給さ

れます。

※詳しくは、福祉課合 (84)4926へお

問い合わせください。

巡回相談のお知らせ

太田児童相談所

圏日時＝ 7 月 15 日倫

午前10時～午後 3 時

圏場所＝明和村中央公民館

圏相談内容＝食事、排泄、言葉、睡

眠障害など

※詳しくは、太田児童相談所合 (31)

3721 または福祉課合 (84) 4926へお問

い合わせください。

身体障害者巡回診査
圏日時＝ 7 月 18 日（月）

午前11時～午後 2 時受付

圏会場＝明和村保健センター

圏内容＝医学診断（肢体・視力）

義肢・補聴器修理

※詳しくは、福祉課合 (84)4926へお

問い合わせください。

不正改造車排除運動

交通事故防止のだめに

今や、自動車は国民の経済活動、

日常生活に不可欠な存在となってい

ます。

従来から自動車の事故防止等につ

きましては、各方面で諸対策が講じ

られておりますが、我々一人ひとり

が深刻に交通事故の危機意識を持つ

ことが重要となってきております。

残念ながら、いまだ一部ユーザー

の不正改造車による暴走行為、過積

平成 6 年 7 月 10 日

載を目的とした不正改造車等の横行

が道路交通に危害を与え、地域住民

に迷惑を及ほしております。

このような状況に鑑み、関東運輸

局群馬陸運支局、群馬県、群馬県警

察本部ではこうした不正改造を防止

するため、 6 月、 7 月の 2 カ月間、「不

正改造車を排除する運動」を展開し

ています。

市町村振興宝くじ

（通称：サマー

ジャンボ宝くじ）

宝くじの予約期間は、 7 月 26 日（灼

から 8 月 16 日閲までです。また、発

売（引換）期間は、 8 月 17 日（水）から

9 月 2 日（釦までです。

この宝くじの収益金は、市町村の

明る＜住みよい街づくりに使われま

す。

※詳しくは、第一勧業銀行前橋支店

合0272(31)4466へお問い合わせくだ

さい。

社会を明る＜する運動

7 月 1 日～ 31 日

7 月は「社会を明るくする運動」

月間です。子どもたちが健やかに伸

び伸び成長できる明るい社会をつく

るために、家庭や学校、職場、地域

社会などで、わたしたち大人が親身

になって子どもたちとふれあい、対

話を心がけたいものです。そして、

非行を防ぎ、犯罪を起こさない環境

をお互いにつくりあげましょう。

0重点目標

少年の非行防止と更生の援助の

ため地域住民の理解と参加を求め

ます。「ふれあいと 対話が築く

明るい社会」

館林地区健全育成

大会が開かれます

圏日時＝ 7 月 31 日（日） 午後 2 時

圏場所＝館林市三の丸芸術ホール

圏内容

〇少年の主張…小学生の部、中学

生の部、高校生の部

〇少年非行防止講演会…講師・県

警察本部少年課長補佐、上席婦

人補導員 三越言甫子さん

0 大会宣言

※詳しくは、館林警察署防犯少年課

合（75) 0110へお問い合わせください。

くらし

の
情報・案内

定例相談
o===o===o===o===o===o ニニニ 0 二＝＝ o===o===o===o===o===o

召蒻屈娯糾涸濶涸巖眉
----------------------------------------------------

===o===o===o===o===o===o===o===o===o===o===o===o===o ----------------------------------------------------

◇日時＝ 8 月 10 日（水）

午前10時～午後 1 時

◇場所＝役場会議室

◇内 容＝法律一般事項

◇対象＝明和村民

◇担当者＝福島弁護士

◇受付＝ 8 月 1 日から 8 日まで受け

付けしますので総務課へお

申し込みください。定員に

なり次第締め切ります。

※詳しくは、総務課へお問い合わせく

ださしヽ。

三三三2 三三三 2 三三三 2 三三三 2 三三三 2 三三三 9 三三三？三三三 9 三三三 9 三三三 9 三三三 2 三三三 2 三三三 2:
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三三三 2三三三？三三三 9 三三三 9 三三三？ e ： e?:eこ？三三三？三三三 9 三そこ 9 三三こ 9 こここ 9 こここ 9 ―

◇日時＝ 8 月 11 日（杓

午後 1 時～ 2 時受付

◇場所＝保健センター

三三三？三三三 2三三三 9 三三三 2 三三三 2 三三三 9 三三三？三三三？三三三 2 三三三 2 三三三 2 三三三？三三三 2

冒饂冒Ill薦言［国IIIIIi置I
===o===o===o===o===o ＝＝二〇ニニニ〇＝＝二 o===o===o===o===o===o

◇日 時＝ 8 月 2 日伏）

午後 1 時～ 2 時受付

◇場所＝保健センター

9三三三 2 三三三 2 三：：三ピ三三＝ビ＝＝三ビ三二三ビニニ三ビ三三三 2 三三三 2 ー：：三 2 三三三ビ三三三ビ三三三＇
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8 月はお休みさせていただきます。

=o===o===o===o===o===o ＝二＝ o===o===o===o===o===o===o--------------------------------------------------

譲届譴履圏甕紘鳳梢璽瓢：
=o===o===o===o===o ＝＝二 o===o===o===o===o===o===o===o--------------------------------------------

◇日時＝ 8 月 18 日（木）

午前10時～午後 3 時

◇場所＝館林市役所

？三三三9 三三三？三三三 2 三三三 2 三三三 9 三三三竺三三三 2 三三三 2 三三三 2 三三三 2 三三三 2 三三三 2 三三三
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◇日時＝ 8 月 18 日（木）

午前10時～午後 3 時

◇場所＝館林市役所
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票有施設 1 日見学会

参加者募集

0期日＝ 9 月 6 日（灼

圏応募資格＝邑楽郡、館林市内在住

の人

圏応募人数＝100人（定員を超える応

募があった場合は、初参加者を優

先し抽選で決定します）

圏参加費＝無料

!tl集合時間・場所＝午前 8 時30分、

館林市役所

圏見学場所＝ふれあいスポーップラ

ザ（赤堀町） ・桐生野外活動セン

ター（桐生市）

圏申し込み期限＝ 8 月 5 日（金）

圏申し込み方法＝往復はがきに住所、

氏名、年齢、職業、電話番号、過
去参加の有無を明記のうえ、申し

込んでください。

※詳しくは、〒374 館林市仲町11-

10 館林財務事務所地域振興室合

(72) 4461へお問い合わせください。

群馬県理学療法士会

公開講座参加者募集

圏日時＝ 9 月 4 日（日）

午前10時～午後 4 時

圏場所＝日高病院（高崎市）

圏募集人数＝ 60人（先着順）

圏参加費＝ 1,000円

圏対象者＝家庭で介護されている方、

保健婦、家庭奉仕員など

(13) 

圏申し込み方法＝往復はがきに住所、

氏名、性別、職種、電話番号、テ

キストの要・不要を明記のうえ、

8 月 15 日までに申し込んでくださ

唖申し込み先＝〒372 伊勢崎市連取

町1180 伊勢崎市民病院理学診療

科へ申し込んでください。

NOSA i写真
コンクール作品募集

群馬県農業共済組合連合会では、

農業共済制度の普及並びに事業拡大

強化に役立つ作品を募集しています。

圏テーマ＝群馬県下の農業・農村・

農家の明る＜楽しい事象・農業災

害などを扱ったものとします。

圏応募サイズ＝キャビネ版（11.7cmX 

16.8cm) 以上とし、臼黒、カラー

いずれでもよい。

圏応募点数＝ 1 人何点でもよい。

圏応募作品＝未発表の作品に限りま

す。また、作品の裏面には住所、

氏名、年齢、所属、画題、撮影デ

ータを明記してください。

圏応募期限＝ 11 月 30 日

※詳しくは、群馬県農業共済組合連
合会総務部広報課合0272(51)5631へ

お問い合わせください。

放送大学学生募集
テレビ・ラジオの放送を活用して

講義を行う放送大学では、平成 6 年

度第 2 学期（10月授業開始）の学生

を募集しています。

圏募集人員＝全科履修生……2,000人

選科履修生科目履修生］…6,000人
圏出願受付期間＝ 7 月 15 日（金）～ 8 月

15 日（月）

※詳しくは、放送大学群馬学習セン

ター合0272(32)5381へお問い合わせ

ください。

平成6年度自衛官募集
圏応募資格＝日本国籍を有する 18歳～

27歳未満の男女および来春高校卒

業見込みの者

圏試験期日＝ 9 月中旬

圏合格発表＝試験の概ね 1 カ月後

※詳しくは、群馬地方連絡部太田出

張所合（45)5563 または役場住民課ヘ

お問い合わせください。

水稲新品種

「群馬7号」名称募集

圏応募資格＝県内在住者

卍応募方法＝官製はがきに住所、氏

名、年齢、性別、職業、電話番号、

米の名称、命名の由来を記入のう

え、応募してください。

圏応募締め切り＝ 7 月 20 日（水）

圏応募上の注意＝名称は漢字、ひら

がな、カタカナのいずれかで、文

字数は 7 文字以内とし、群馬県の

米をイメージできるものとします。

※詳しくは、県農政部流通園芸課合

0272 (23) 1111へお問い合わせください。

] 館林邑楽地区 館林地区
※◎ • 

千代田 赤冬i 人祝
板倉地区 更科日

産婦人科 耳鼻科 内科外科
明和地区 にのは

休 なにみ: る限一

7 月 10 日
落合医院川村医院 横田（善）医院慶友病院 橋本医院 館林地区と , かロぐ 生合 (72)3160 合（72) 1337 合 (72)4970 合 (72)6000 ff (82) I 150 同じです。

日
真中医院川田医院 大石医院最上医院 館林地区と 小西医院

あ診療時 病院
7 月 17 日 り間 — 合 (72) 1630 合 (72)3724 ft(74)2362 合 (74)3763 同じです。 合 (86)2261 まは 合

小西医院 小倉医院 堀越医院 新橋病院 井上医院 館林地区と >] (72) 
3 

7 月 24 日
合 (86)2261 合 (72)0606 合 (73)4151 合 (75)3011 合 (82) 1131 同じです。

で‘| | 

胃 9 4 当 井上（浩）医院 大神医院 増田医院 慶友病院 増田医院 竹越医院

゜7 月 31 日 しで ‘--ノ

合 (88)6300 合 (62)2200 合 (72) 1387 合 (72)6000 合 (82)2255 合 (84)3137 てで が

根岸医院 川田（耳）医院 田内医院 礫川堂医院 石山医院 館林地区と かす゚ 誓ら

番
8 月 7 日

合 (72)3262 合 (72)3314 合 (72)3855 合 (74)0184 合 (82)0103 同じです。 呑乎ロク し
ま

浜野病院 浜野病院 し す

8 月 13 日
浜野病院

て ゜
合 (88)5678 合 (88)5678 合 (88)5678 < ^ 内

だ 科

医
横田（婦）医院 川村医院 須田医院 永寿堂医院 橋本医院 館林地区と さ

8 月 14 日
合 (72)0255 ff(72) 1337 合 (72)0862 合（72)4469 合 (82) 1150 

し‘ 外
同じです。 ゜ 科

浜野病院 浜野病院 浜野病院

喜8 月 15 日
合 (88)5678 合 (88)5678 合 (88)5678 
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「
わ
が
家
の
ア
イ
ド
ル
L

に
掲
載
希
望
の
方
は
、
役
場
企
画
課
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

二．～蕊----9西文マ＆

車に乗ってごきげんな漬也くん

し
ん
や

柿
沼
慎
也
く
ん

(
2歳
9

カ
月
）、

`
l

守
さ
ん
倫
の
長
男
車

孝
枝
さ
ん
大

( 

車に乗って遊んだり、砂遊びをするのが大好きな男の

子です。弟ができてかわいがってくれるのはよいのです

が、いたずらは、一層盛んです。将来は、「索直さと思

いやりを忘れずに、元気に育ってほしい」とお母さん。

⑨匹三互竺竺⑤⑬
明和愛好会
代表小暮雪子

立
岡
正
夫

精
一
杯
頑
張
り
た
れ
ど
転
勤
者
六
名
と

決
ま
り
内
示
を
ば
待
っ

か
ほ
や
が
沼

こ
ほ
ろ
ぎ
短
歌
会

｀
つ
も

新
緑
に
半
ば
埋
れ
て
見
る
屋
根
ぐ
し
に

か
ら
す

ょ
ち
ょ
ち
鴇
が
足
を
す
べ
ら
す瀬下

一
江

き
く
の

明
和
愛
好
会
発
足
は
、
昭
和
五
十
二

年
当
時
、
西
小
学
校
の
教
頭
で
あ
り
ま

し
た
吉
永
先
生
が
、
群
馬
県
友
の
会
主

催
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
館
林
会
場

に
て
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

P
T
A

の
マ
マ
さ
ん
を
集
め
て
チ
ー
ム
を
作
り

出
場
し
た
の
が
始
ま
り
で
、
今
日
に
至

っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
間
、
地
区
に
チ
ー
ム
が
で
き
て

地
区
で
活
躍
す
る
人
な
ど
、
い
ろ
い
ろ

な
事
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
当
時
の

仲
間
た
ち
は
各
チ
ー
ム
で
活
躍
し
て
い

ま
す
。

こ
の
息
の
長
い
愛
好
会
を
続
け
て
行

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
の
チ
ー

ム
は
勝
つ
こ
と
よ
り
も
、
大
会
に
出
場

し
て
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
楽
し
む
方
で
、

週
一
回
の
練
習
に
汗
を
流
し
て
お
り
ま

す
。ス

ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
な
が
ら
、
こ
こ

ち
よ
い
汗
を
流
し
て
み
た
い
人
、
年
齢

を
問
わ
ず
大
歓
迎
で
す
。
監
督
を
始
め

チ
ー
ム
全
員
で
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
ほ
か
に
も

多
く
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
い
て
い
ま
す
。こ

た
ん
ぽ
ぽ
の
わ
た
毛
吹
き
つ
つ
孫
と
行

け
ば
熟
れ
麦
の
う
ね
り
熱
き
風
吐
く

江
森
政
美

腰
痛
こ
ら
へ
寝
返
る
我
に
レ
ン
ト
ゲ
ン

技
師
は
ゆ
っ
く
り
で
い
い
と
少
し
手
を

貸
す

ろ
う

我
が
庭
に
植
え
て
十
年
丈
高
く
臆
た
け

て
咲
く
今
年
の
牡
丹
は奈

良
原 柿

沼
ま
つ

村の人口と世帯
7月 1 日現在

世帯数 3,085戸

人口総数 I I,346人

男 5,689人・女 5,657人

(6 月中の動き）

出生日人・死亡 7 人

転入 20人・転出 24人

6月の救急車出動回数
●交通事故 7 件

●急病 8 件

●その他 6 件

●計 21 件

氏

編
集
後
記

:t也

ー
あ
め
で
だ
I
I

（
敬
称
略
）

4
 

し

名
父
母
名
続
柄
区
閥
~
さ

だ

高
橋
智
栄
畔
出
げ
長
男
南
大
島
％
＜
て

青
山
翼
麟
ば
二
男
下
江
黒
冠
出

渡
遥
遺
穂
雌
戸
長
女
須
賀
％
甲

6

鄭

佐
々
木
萌
生
謬
い
長
女
下
江
黒
パ
こ

宮
澤
和
樹
麟
知
”
二
男
新
里
％
の

出

西
野
裕
貴
輝
←
長
男
新
里
％
届改

福
地
洸
哉
鱈
佐
旺
長
男
中
谷
％
、

佐
藤
芽
美
履
美
比
二
女
新
里
％
方

篠
原
美
貴
騨
麟
二
女
下
江
黒
％

5さ

本
澤
麻
菜
美
鱈
智□
長
女
南
大
島
％
オ

薗
部
晴
加
真
煮
也
長
女
千
津
井
％
望
希載

ー
あ
く
や
み
I
I

（
敬
称
略
）
を

氏
名
年
齢
世
帯
主
地
区
雌

B
L掲※

 

樽
見
喜
文

5
9
タ
ケ
矢
島
％

小
田
木
準
一
郎
8
4
邦
夫
新
里
％

冨
塚
み
や

1
0
0仁
一
郎
中
谷
％

川
島
寛
次
9
0

弘
大
輪
％

渡
邊
光
代

6
9
俊
一
矢
島
％

小
野
せ
つ

8
2
知
宥
南
大
島
％

〈
あ
詫
び
と
訂
正
〕

先
月
号
1
4ペ
ー
ジ
の
「
お
め
で
た
」

の
中
で
、
山
形
富
章
ち
ゃ
ん
の
お
母
さ

ん
の
名
を
「
佳
代
」
と
掲
載
し
ま
し
た

が
、
「
美
智
江
」
の
誤
り
で
し
た
。
お
詫

び
し
て
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

待
望
の
明
和
海
洋
セ
ン
タ
ー
（
屋
内
温
水
。
フ
ー
ル
）

が
オ
ー
プ
ン
し
、
こ
れ
で
一
年
中
泳
ぐ
こ
と
が
で
き
、

健
康
増
進
に
役
立
つ
こ
と
で
し
ょ
う
。

私
の
子
ど
も
の
頃
は
、
学
校
に
は
ま
だ
。
フ
ー
ル
が

な
く
、
利
根
川
で
よ
く
泳
い
だ
も
の
で
す
。
夏
休
み

に
な
る
と
一
日
中
利
根
川
で
遊
ん
で
い
て
、
暗
く
な

ら
な
い
と
家
に
帰
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
＠

平成 6 年 7 月 10 日
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表彰を受ける入ケ谷納税組合長（区長）さん

生
平成5年度組合別納税額・完納回数

二
収入済額 連続

組合員 税額 完納回数

斗合田 87 戸 31, 403, 1 oor-1 I!!! 

下江黒 82 31,578,000 

上江黒 130 36,808,600 22 

千津井 132 46,478,300 

江 口 146 48,656,900 

田 島 140 48,534,800 

南大島 302 93,562,700 

新 里 382 98,417,300 

中 クロ 294 59,995,350 

梅 原 227 52,891,200 

J 11 俣 113 23,579,000 

須 賀 114 28,227,400 

大 輪 215 51,368,800 

入ケ谷 37 7,990,600 35 

矢 島 165 49,842,800 

大佐貫 210 39,521,600 

計 2,776 748,856,450 

村
税
完
納
表
彰
式

平
成
五
年
度
村
税
完
納
表
彰
式
が
七

月
二
十
九
日
、
役
場
会
議
室
で
十
六
納

税
組
合
長
（
区
長
）
を
は
じ
め
、
来
賓

の
村
議
会
議
長
、
館
林
税
務
署
長
、
館

林
財
務
事
務
所
長
、
そ
の
他
関
係
者
多

数
出
席
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

五
年
度
は
、
十
六
組
合
（
行
政
区
）

中
二
組
合
が
完
納
。
連
続
完
納
回
数
は

入
ケ
谷
の
三
十
五
回
と
上
江
黒
の
二
十

二
回
で
し
た
。
一
方
、
川
俣
が
二
十
六

回
‘
梅
原
か
四
回
で
連
続
完
納
回
数
が

ス
ト
ッ
プ
と
な
り
ま
し
た
。

式
で
は
こ
れ
等
の
ご
労
苦
に
対
し
、

村
長
の
感
謝
の
こ
と
ば
、
来
賓
の
方
々

の
祝
辞
か
述
べ
ら
れ
、
更
に
、
村
か
ら

完
納
し
た
組
合
に
対
し
、
表
彰
状
と
金

一
封
を
、
そ
の
ほ
か
の
組
合
に
は
努
力

賞
を
贈
り
労
を
ね
ぎ
ら
い
ま
し
た
。

税

が

(0村（隈）民税 〇固定資産税
＊対象としだ税 0軽自動車税 0 国民健康保険税（特徴法人、村外分等除く） ) 

き

て

し‘

る

-

)

 

の

社

会
ぁ

な

た

の

平成 6 年 8 月 10 日 (2) 



機敏な動作で確実な操作を
第14回明和消防団
ポンプ操法競技大会

七
月
十
日
、
明
和
中
学
校
々
庭
で
、

火
災
防
御
活
動
に
あ
い
て
使
用
す
る
機

械
器
具
な
と
の
基
本
的
な
取
り
扱
い
と

操
作
の
方
法
を
習
得
し
、
も
っ
て
火
災

防
御
の
万
全
と
有
事
即
応
の
体
制
を
確

立
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
だ
、
村
消
防

団
員
に
よ
る
ポ
ン
プ
操
法
競
技
大
会
が

行
わ
れ
ま
し
だ
。
成
績
は
次
の
通
り
で

し
だ
。

0
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部
（
団
体
）

◎
優
勝
第
三
分
団
第
一
班

◎
準
優
勝
第
二
分
団
第
一
班

◎
三
位
第
一
分
団
第
一
班

昼
同
（
個
人
）

◎
優
秀
賞

〇
指
揮
者
野
本
哲
男
（
大
輪
）

0

一
番
員
島
田
忠
幸
（
大
輪
）

0
二
番
員
斎
藤
剛
直
（
大
輪
）

0
三
番
員
荻
野
正
志
（
川
俣
）

0
四
番
員
丸
山
裕
広
（
上
江
黒
）

0
小
型
ポ
ン
プ
の
部

◎
優
勝
第
一
分
団
第
二
班

ゞ
←
1J

◎
準
優
勝
第
二
分
団
第
二
班

◎
三
位
第
三
分
団
第
二
班

昼
同
（
個
人
）

◎
優
秀
賞

〇
指
揮
者

0

一
番
員

0
二
番
員

0
三
番
員 ~I ｀知へ唸玉 合、｀"<.- -~ 

ヽュ ‘ご・ V 

奥
澤
健
司

吉
永
知
博

山
野
井
幸
男

新
井
正
彦

（
江
口
）

（
梅
原
）

（
南
大
島
）

（
田
島
）

〔
敬
称
略
〕

真剣に競技をしている消防団員

表彰式のようす

(3) 

小
型
ポ
ン
プ
の
部
（
団
体

小
型
ポ
ン
プ
の
部
（
個
人

自
動
車
ポ
ン
プ
の
部
（
団
体
）

自
動
車
ポ
ン
プ
の
部
（
個
人

優
勝
し
だ
団
体
・
個
人
の
皆
さ
ん
〕

平成 6 年 8 月 10 日



サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

施
設
等
整
備
体
制

村
で
は
、
あ
年
寄
り
が
で
き
る
限
り
住
み
慣
れ
だ
地
域
で
生
活

が
営
め
る
よ
う
、
保
健
・
医
療
•
福
祉
の
連
携
を
函
り
、
二
十
一

世
紀
を
展
望
し
だ
r

明
和
村
老
人
保
健
福
祉
計
画
L

を
策
定
し
ま

し
だ
。
こ
の
計
画
は
、
平
成
十
一
年
度
ま
で
の
本
村
の
状
況
を
推

定
す
る
も
の
で
、
人
生
八
十
年
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
保
健
福
祉
サ

ー
ビ
ス
の
基
盤
整
備
を
推
進
す
る
だ
め
に
策
定
さ
れ
だ
計
画
で
、

こ
こ
に
施
設
整
備
計
画
と
生
き
が
い
対
策
を
中
心
に
ご
紹
介
し
ま

す
。テ

イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

現
在
本
村
に
は
、
平
成
四
年
四
月
に

開
設
し
た
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

(
B

型
）
が
あ
り
ま
す
。
目
標
年
度
に
お
け

る
目
標
量
を
充
足
さ
せ
る
た
め
に
は
、

内
容
の
充
実
に
努
め
、
地
域
に
と
け
こ

ん
だ
施
設
と
し
て
の
役
割
を
十
分
に
発

揮
す
る
よ
う
に
努
め
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
―
‘ 
と
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す

健
康
で
生
き
が
い
の
あ
る
生
活
を住

宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

在
宅
介
護
に
関
し
、
身
近
な
所
で
専

門
家
に
よ
る
相
談
・
指
導
が
受
け
ら
れ

ま
す
。
そ
し
て
、
在
宅
の
要
援
護
老
人

や
介
護
者
の
総
合
的
な
相
談
窓
日
と
し

て
、
地
域
に
お
け
る
老
人
保
健
福
祉
サ

ー
ビ
ス
の
普
及
、
定
着
を
図
る
う
え
で

極
め
て
重
要
な
施
設
で
あ
り
、
国
の
「
高

齢
者
保
健
福
祉
十
力
年
戦
略
」
に
お
い

て
も
、
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
の
整

備
を
中
学
校
区
を
目
安
に
一
カ
所
整
備

す
る
よ
う
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
村

で
は
、
既
設
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
に
併
設
し
て
整
備
を
進
め
て
い
き
ま

す
。特

別
養
護
老
人
ホ
—
ム

村
の
目
標
年
度
に
お
け
る
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
の
入
所
者
数
は
、
六
十
五

歳
以
上
人
口
の
一
％
程
度
の
二
十
人
で

あ
り
ま
す
。
本
村
に
は
、
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
が
整
備
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま

た
、
今
後
も
整
備
予
定
が
な
い
た
め
、

広
域
圏
で
調
整
を
図
り
、
速
や
か
な
対

応
と
入
所
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

養
護
老
人
ホ
ー
ム

村
の
目
標
年
度
に
お
け
る
養
護
老
人

ホ
ー
ム
の
入
所
者
数
は
、
現
在
の
入
所

者
数
と
同
じ
二
人
で
あ
り
ま
す
。
本
村

に
は
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム
が
整
備
さ
れ

て
お
ら
ず
、
ま
た
、
今
後
も
整
備
予
定

が
な
い
た
め
、
広
域
圏
で
調
整
を
図

り
、
速
や
か
な
対
応
と
入
所
の
確
保
に

努
め
ま
す
。

平成 6 年 8 月 10 日 (4) 



疾
病
、
負
傷
等
に
よ
り
家
庭
に
お
い

て
、
寝
た
き
り
等
の
状
態
に
あ
る
老
人

医
療
受
給
者
が
対
象
で
す
。
医
師
（
主

治
医
）
が
訪
問
看
護
の
必
要
を
認
め
た

も
の
に
対
し
、
医
師
の
指
示
に
基
づ
い

て
、
看
護
婦
等
が
訪
問
し
自
宅
に
お
い

て
療
養
上
の
世
話
ま
た
は
必
要
な
診
療

ス老 専シ

テ

ヨ

人
訪

問
看
護

シ
ン

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
専
用
ベ
ッ
ト
は
現

在
、
館
林
、
邑
楽
管
内
の
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
に
各
五
床
程
度
併
設
整
備
さ

れ
て
い
て
、
圏
域
の
各
市
町
村
で
利
用

し
て
い
ま
す
。
目
標
年
度
に
お
い
て
は
、

本
村
で
四
床
の
確
保
が
必
要
で
あ
り
、

今
後
、
整
備
さ
れ
る
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
併
設
床
を
含
め
、
広
域
的
調
整
を

図
り
確
保
し
ま
す
。

ー
ト
ス
テ

. 用ベ

ツ

ヨ

トイ

人
保
健
施

老
人
保
健
施
設
は
、
病
状
は
安
定
期

に
あ
る
が
介
護
、
医
学
的
管
理
の
下
に

お
け
る
介
護
お
よ
び
機
能
訓
練
、
そ
の

他
の
医
療
を
対
象
に
入
所
サ
ー
ビ
ス
、

在
宅
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ

り
、
そ
の
自
立
を
支
援
し
、
家
庭
へ
の

復
帰
を
目
指
す
施
設
で
す
。
本
村
で
は
、

目
標
年
度
に
お
け
る
入
所
サ
ー
ビ
ス
に

対
応
し
て
、
広
域
調
整
の
も
と
に
、
整

備
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

老

三rし
匹

高
齢
者
が
健
康
で
生
き
が
い
を
持
ち

生
き
が
い
対
策
事
業

保
健
セ

健
康
教
育
、
健
康
相
談
、
健
康
診
査
．

機
能
訓
練
等
の
保
健
サ
ー
ビ
ス
を
総
合

的
に
行
う
施
設
と
し
て
、
昭
和
六
十
一

年
二
月
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
保
健
セ

ン
タ
ー
（
環
境
保
健
課
）
で
は
、
老
人

保
健
法
に
も
と
づ
き
、
四
十
歳
以
上
の

住
民
を
対
象
に
成
人
病
の
各
種
健
診
お

よ
び
成
人
病
予
防
の
た
め
の
健
康
教
育
、

健
康
相
談
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
後
、
住
民
の
健
康
づ
く
り
、
老
人

保
健
事
業
の
推
進
を
図
り
、
予
防
活
動

を
中
心
と
し
た
保
健
事
業
の
拠
点
と
し

て
位
置
づ
け
て
い
き
ま
す
。

ケ

ア

ン

夕 ウ

ス

の
補
助
で
あ
る
看
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
拠
点
施
設
で
す
。
本
村
で
は
、
一

カ
所
を
設
置
す
る
予
定
で
す
。

\ 
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核
家
族
化
や
住
宅
事
情
か
ら
三
世
代

同
居
が
困
難
な
ひ
と
り
暮
ら
し
老
人
や

高
齢
者
夫
婦
の
み
の
世
帯
が
増
加
し
て

く
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
ケ
ア
ハ
ウ
ス

の
整
備
が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

し
か
し
、
本
村
は
、
持
ち
家
家
族
世

帯
が
か
な
り
多
い
と
い
う
事
情
を
踏
ま

え
、
そ
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
広
域
圏

で
調
整
を
図
り
つ
つ
検
討
を
進
め
ま
す
。

保健•福祉サービスの目標

サービスの目標水準

項 目

寝たきり老人 痴呆性老人 虚弱老人

ホームヘルプサービス 3 回／週 3 回／週 1 回／週

ディサービス 2 回／週 3 回／週 1. 5回／週

ショートステイ 6 回／年 6 回／年 1 回／年

老人訪問看護 2 回／週 1 回／週

機 ム月I::, ヒ 訓 練 週 2 回（おおむね 6 カ月程度の間）

訪 問 指 導 12回／年 6 回／年

痴呆性老人訪問指導 3 回／年

訪問口腟指導 1 回／年 1 回／年

訪問栄養指導 1 回／年 1 回／年

•平成11年度末までの高齢者保健福祉サービスや施設整備の目標

値です。

施設等サービスの目標

施設等サービス 目標水準

特別養護老人ホーム 老人人口の 1 ％程度

老 人 保 健 施 号n又几~ 老人人口の 1 ％程度

ケ ア ノ‘ ゥ ス 老人人口の0.5％程度

養護老人ホーム 老人人口の0.1％程度

老
人
ク
ラ
ブ
は
、
地
域
づ
く
り
や
健

康
づ
く
り
、
社
会
奉
仕
活
動
な
ど
を
主

体
と
し
て
、
高
齢
者
自
ら
の
知
識
と
経

験
を
生
か
し
な
が
ら
、
生
き
が
い
と
健

康
づ
く
り
の
た
め
の
多
様
な
社
会
活
動

を
村
内
各
地
で
展
開
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
高
齢
者
が
高
齢
者
を
支
え

合
う
高
齢
者
相
互
支
援
事
業
を
実
施
す

る
な
ど
新
た
な
活
動
を
展
開
し
、
育
成
、

支
援
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

老
人
ク
ラ
フ
活
動

の
育
成
推
進

安
心
し
て
生
活
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
な
体
制
づ
く
り
に
つ
い
て
の
本
計
画

で
の
方
向
づ
け
を
紹
介
し
ま
す
。

村
の
高
齢
者
生
き
が
い
対
策
は
、
社

会
福
祉
分
野
お
よ
び
社
会
教
育
分
野
で

実
施
し
て
い
ま
す
。

高
齢
者
と
し
て
の
知
識
や
技
術
を
修

得
し
、
生
き
が
い
の
あ
る
豊
か
な
暮
ら

し
が
で
き
る
よ
う
、
「
寿
学
級
」
な
ど
の

学
習
の
場
を
継
続
し
提
供
し
て
い
く
と

と
も
に
、
時
代
の
必
要
性
に
合
わ
せ
た

新
た
な
学
習
の
機
会
を
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

ま
た
、
芸
能
発
表
会
や
趣
味
教
室
、

ス
ポ
ー
ツ
に
つ
い
て
は
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

に
加
え
て
ボ
ー
ル
カ
ロ
ッ
テ
イ
な
ど
の

大
会
が
盛
ん
に
開
催
さ
れ
、
健
康
の
増

生
き
か
い
と
健
康

づ
く
り
の
推
進

進
と
相
互
の
親
睦
を
図
っ
て
い
ま
す
。

今
後
本
格
化
す
る
高
齢
化
社
会
に
お

い
て
、
生
き
が
い
と
健
康
づ
く
り
は
重

要
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
事
業
を
積
極

的
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、
定
年
退
職

し
た
高
齢
者
等
を
対
象
と
し
た
生
き
か

い
対
策
に
つ
い
て
、
検
討
し
て
い
き
ま

す
。高

齢
者
の
就
労
の
推
進

働
く
こ
と
が
生
き
が
い
で
あ
る
と
い

う
高
齢
者
も
多
く
、
そ
の
豊
か
な
知
識

と
経
験
を
生
か
し
、
地
域
社
会
に
生
か

し
て
い
け
る
よ
う
に
と
、
高
齢
者
能
力

活
用
セ
ン
タ
ー
の
設
置
を
検
討
し
、
高

齢
者
の
就
業
の
機
会
の
拡
大
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

(5) 平成 6 年 8 月 10 日



泣
い
た
り
笑
っ
た
り
怒
っ
た
り
喜
ん

だ
り
の
三
年
生
の
児
童
た
ち
が
休
み
時

間
に
な
っ
て
突
然
「
先
生
ド
ッ
ジ
ボ
ー

ル
し
よ
う
よ
ー
。
」
と
私
の
手
を
つ
か
ん

で
言
い
ま
し
た
。
そ
の
ま
ま
ぞ
ろ
ぞ
ろ

校
庭
に
行
く
と
、
雨
あ
が
り
の
ぐ
し
ゃ

ぐ
し
ゃ
の
土
の
中
で
と
び
回
っ
て
い
る

児
童
が
い
ま
し
た
。
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
の

チ
ー
ム
を
二
つ
作
っ
て
、
私
と
同
じ
チ

小
学
校
で
職
場

体
験
学
習
を
し
て

二
年
A
組
押
田
芳
江

呂
巴

9

日
門

六
月
二
十
＿
巳
、
明
和
中
学
校
二
年
生
百
四
十
三
人
は
、
村
内

二
十
七
カ
所
の
職
場
で
体
験
学
習
を
行
い
ま
し
だ
。

各
職
場
で
体
験
し
だ
こ
と
を
、
感
想
文
に
ま
と
め
ま
し
だ
。
こ

こ
に
各
ク
ラ
ス
の
代
表
の
方
の
感
想
文
と
生
徒
が
働
い
て
い
る
よ

う
す
や
感
想
を
各
職
場
の
方
々
に
書
い
て
い
だ
だ
き
ま
し
だ
の
で

ご
紹
介
し
ま
す
。

ー
ム
に
な
っ
て
は
し
ゃ
い
で
い
る
女
の

子
を
見
た
と
き
、
先
生
は
い
い
な
と
感

動
し
ま
し
た
。
で
も
先
生
は
そ
ん
な
い

い
こ
と
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
次
の
時
間
の
算
数
で
私
は
一
人
ひ

と
り
の
マ
ル
つ
け
を
手
伝
い
ま
し
た
。

わ
り
算
の
意
味
を
よ
く
理
解
し
て
い
な

い
子
に
、
ど
の
よ
う
に
し
て
教
え
て
あ

げ
れ
ば
よ
い
の
か
が
わ
か
ら
な
く
て
、

困
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
音
楽
の
時
間

で
は
、
笛
の
模
範
演
奏
を
す
る
こ
と
に

な
り
、
と
て
も
緊
張
し
ま
し
た
。
素
直

で
優
し
い
三
年
生
の
児
童
た
ち
は
、
「
先

生
の
笛
、
音
が
き
れ
い
だ
ね
。
」
と
ほ
め

て
く
れ
ま
し
た
。
あ
っ
ち
こ
っ
ち
で
ひ

っ
ぱ
ら
れ
な
が
ら
の
授
業
で
も
疲
れ
た

顔
一
っ
見
せ
ず
、
泣
い
て
い
る
子
を
慰

め
た
り
、
怒
っ
て
い
る
子
を
し
ず
め
た

り
、
つ
ま
ら
な
そ
う
に
し
て
い
る
子
を

誘
っ
た
り
し
て
い
る
細
谷
先
生
の
姿
は

立
派
で
し
た
。
私
は
職
場
体
験
学
習
を

通
し
て
、
働
く
人
の
つ
ら
さ
や
楽
し
さ

な
ど
の
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
び
ま
し

｀
｀
ー
＾
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二
男
坊
で
職
場

体
験
学
習
を
し
て

二
年
B

組
折
原
美
和

た
。
こ
の
体
験
を
生
か
し
て
将
来
教
員

に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

六
月
二
十
一
日
閲
、
雨
の
中
九
時
三

十
分
に
学
校
を
出
て
二
男
坊
へ
と
向
か

い
ま
し
た
。
自
転
車
を
と
め
て
店
の
中

に
入
り
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。
自
転

車
を
移
動
さ
せ
て
再
び
店
に
入
り
ま
し

た
。
白
い
三
角
布
と
エ
プ
ロ
ン
姿
で
ま

ず
始
め
に
行
っ
た
仕
事
は
掃
除
で
し
た
。

店
中
の
ご
み
を
吐
き
出
し
て
手
を
洗
い

ま
し
た
。
店
の
ご
主
人
さ
ん
は
優
し
い

方
で
、
主
に
う
ど
ん
を
作
っ
て
い
ま
し

た
。
奥
さ
ん
（
私
が
一
番
始
め
に
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
）
に
は
、
エ
ビ
の
む

き
方
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
お

店
で
は
、
白
エ
ビ
を
使
っ
て
い
る
そ
う

で
す
。
エ
ビ
の
背
わ
た
を
取
っ
た
エ
ビ

を
ま
っ
す
ぐ
に
揚
げ
る
た
め
に
、
エ
ビ

を
背
中
の
方
か
ら
中
側
に
向
け
て
押
し

ま
す
。
難
し
く
て
あ
ま
り
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
次
に
ト
マ
ト
を
切
っ
て
か
ら

包
丁
を
持
っ
て
ま
な
板
に
つ
け
て
、
ト

マ
ト
の
皮
を
む
き
ま
す
。
何
個
も
つ
ぶ

し
て
し
ま
い
、
そ
れ
で
も
続
け
て
い
る

と
次
第
に
な
れ
て
き
て
、
う
ま
く
む
け

る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
ま

で
奥
さ
ん
は
ず
う
っ
と
見
て
い
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
き
ゅ
う
り
の
切
り
方
を

教
わ
り
ま
し
た
。
き
ゅ
う
り
は
う
ま
く

切
れ
ま
し
た
。
そ
こ
に
先
生
方
が
米
て
、

ま
た
ト
マ
ト
を
切
り
ま
し
た
。
役
員
さ

ん
り
は
、
よ
く
私
を
ほ
め
て
く
れ
ま
し

た
。
そ
れ
か
ら
、
か
ま
ぽ
こ
の
結
び
方
、

お
に
ぎ
り
の
作
り
方
、
洗
い
物
、
そ
し

て
、
少
し
だ
け
、
本
当
に
ほ
ん
の
少
し

だ
け
接
待
を
し
ま
し
た
。
お
昼
近
く
な

っ
て
か
ら
お
客
さ
ん
が
来
る
よ
う
に
な

り
、
洗
い
物
が
少
し
多
く
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
が
終
る
と
、
私
は
お
昼
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
忙
し
い
中
、
お
に
ぎ
り
二

個
と
う
ど
ん
に
か
ま
ほ
こ
や
人
参
天
ぷ

ら
が
入
っ
て
い
る
豪
勢
な
も
の
で
し
た
。

時
間
も
気
を
使
っ
て
い
た
だ
き
十
二
時

四
十
分
に
戻
っ
て
く
る
こ
と
か
で
き
ま

し
た
。
二
男
坊
様
に
は
本
当
に
感
謝
し

て
い
ま
す
。

私
は
初
め
て
、
「
自
分
で
仕
事
を
す
る
」

と
い
う
と
て
も
貴
重
な
体
験
を
し
ま
し

た
。
こ
の
体
験
は
将
米
に
も
役
に
立
つ

だ
ろ
う
し
、
新
鮮
な
ま
ま
の
気
持
ち
で

ず
っ
と
心
に
残
る
と
思
い
ま
す
。

前
日
、
ク
ラ
ス
で
職
場
で
の
目
標
な

ど
を
考
え
ま
し
た
。
そ
こ
で
私
は
、
お

客
さ
ん
の
身
に
な
っ
て
考
え
、
一
生
懸

命
掃
除
を
し
、
笑
顔
で
接
す
る
と
い
う

目
標
に
し
ま
し
た
。
私
が
店
に
い
っ
て
、

汚
か
っ
た
ら
嫌
だ
し
、
店
の
人
が
不
機

嫌
な
顔
を
し
て
い
た
ら
、
ず
っ
と
嫌
な

気
持
ち
で
買
い
物
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
か
ら
で
す
。

当
日
、
私
は
ま
だ
ど
き
ど
き
し
な
が

ら
も
、
友
達
と
二
人
で
ビ
ー
ル
を
冷
蔵

庫
に
入
れ
る
作
業
を
始
め
ま
し
た
。
ビ\ 

セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
で

職
場
体
験
学
習
を
し
て

二
年
C

組
盛
綾
子
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私
は
、
こ
の
日
を
と
て
も
楽
し
み
に

西
保
育
園
の
子
ど
も

だ
ち
の
行
動
か
ら

教
え
ら
れ
だ
事

二
年
D
組
泉
田
真
澄

/ 
ー
ル
は
何
十
種
類
も
あ
る
し
、
高
い
所

に
新
し
い
の
が
あ
る
し
、
寒
い
し
、
思

っ
た
よ
り
と
て
も
大
変
で
し
た
。
で
も

お
客
さ
ん
が
買
っ
て
く
れ
た
時
は
、
私

た
ち
が
入
れ
た
も
の
だ
と
思
っ
て
、
な

ん
だ
か
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

そ
し
て
私
は
、
こ
の
体
験
で
た
く
さ

ん
の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
時
間
が
過

ぎ
て
し
ま
っ
た
も
の
は
捨
て
て
し
ま
い
、

新
し
い
も
の
を
並
べ
、
清
潔
を
第
一
に

考
え
、
い
つ
も
き
れ
い
に
掃
除
を
し
、

そ
し
て
、
何
よ
り
心
に
残
っ
た
の
は
、

お
店
の
人
た
ち
の
笑
顔
で
す
。
し
か
も

こ
れ
は
み
ん
な
お
客
さ
ん
の
た
め
に
し

て
い
る
こ
と
、
私
は
と
て
も
感
動
し
ま

し
た
。そ

し
て
、
来
年
職
場
体
験
を
す
る
一

年
生
に
伝
え
た
い
の
は
、
ど
う
し
て
そ

の
職
場
に
行
く
か
、
何
を
す
る
た
め
に

行
く
か
、
よ
く
考
え
て
目
標
を
持
っ
て

行
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

待
っ
て
い
ま
し
た
。
私
は
小
さ
い
子
ど

も
が
と
て
も
好
き
だ
か
ら
で
す
。
あ
の

純
粋
な
目
、
純
粋
な
心
が
大
好
き
だ
か

ら
で
す
。
だ
け
ど
や
っ
ぱ
り
い
ざ
と
な

る
と
、
何
か
ら
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か

少
し
戸
惑
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
だ
け

ど
園
児
た
ち
か
ら
声
を
か
け
て
き
て
く

れ
た
の
で
と
て
も
仲
良
く
遊
べ
ま
し
た
。

一
緒
に
遊
ん
で
い
る
う
ち
に
昔
に
戻
っ

た
よ
う
な
気
分
に
な
り
ま
し
た
。
勉
強

や
テ
ス
ト
の
こ
と
な
ど
す
っ
か
り
忘
れ

て
、
と
て
も
楽
し
い
半
日
が
過
ご
せ
ま

し
た
。
外
で
遊
ん
で
い
た
ら
雨
が
降
っ

て
き
た
の
で
室
内
で
ブ
ロ
ッ
ク
遊
び
な

ど
を
し
ま
し
た
。
あ
る
男
の
子
に
「
お

姉
ち
ゃ
ん
ブ
ロ
ッ
ク
で
何
か
作
っ
て
」

と
言
わ
れ
ま
し
た
。
私
は
最
初
適
当
に

作
っ
て
あ
げ
よ
う
と
思
い
ま
し
た
が
、

こ
れ
が
な
か
な
か
難
し
か
っ
た
で
す
。
”
道

具
が
そ
ろ
っ
て
い
る
の
に
“
”
昔
こ
れ
で

よ
く
い
ろ
ん
な
も
の
作
っ
た
の
に
“
と

思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
苦
労
の
末
出

来
上
が
っ
た
の
は
み
る
か
ら
に
み
じ
め

関

本

な
車
で
し
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
園
児

た
ち
の
作
っ
た
物
と
比
べ
て
み
る
と
園

児
た
ち
の
方
が
は
る
か
に
上
手
で
し
た
。

さ
す
が
遊
び
の
天
才
だ
と
思
い
ま
し
た
。

そ
し
て
何
よ
り
も
驚
い
た
の
は
、
私
た

ち
が
そ
の
当
時
知
ら
な
か
っ
た
言
葉
や

行
動
な
ど
を
知
っ
て
い
た
こ
と
で
し
た
。

私
た
ち
が
、
中
学
校
に
入
っ
て
や
っ
と

知
っ
た
事
な
ど
を
知
っ
て
い
る
ん
で
す
。

私
た
ち
の
想
像
を
は
る
か
に
越
え
て
い

ま
し
た
。
私
た
ち
が
基
本
的
な
事
を
教

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
に
、
私
た
ち

が
逆
に
園
児
た
ち
か
ら
教
え
ら
れ
た
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。
口
で
は
「
そ
う
だ

ね
え
」
と
言
っ
て
い
た
け
ど
、
内
心
「
そ

う
だ
っ
た
っ
け
」
と
思
っ
て
し
ま
い
、

と
て
も
情
け
な
い
と
思
い
ま
し
た
。
そ

れ
だ
け
基
本
的
な
知
識
が
欠
け
て
い
た

の
だ
と
思
い
ま
す
。
保
母
さ
ん
と
い
う

仕
事
は
、
肉
体
的
に
大
変
だ
け
ど
、
と

て
も
索
晴
ら
し
い
仕
事
だ
と
思
い
ま
し

た
。
将
来
保
母
さ
ん
に
な
っ
て
働
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

園

梨

先
日
は
足
ど
り
の
悪
い
中
で
の
作
業

お
疲
れ
様
で
し
た
。

子
ど
も
た
ち
全
員
田
植
え
は
初
め
て

で
あ
り
、
苗
に
注
意
を
し
な
が
ら
説
明

し
た
通
り
一
生
懸
命
ま
た
楽
し
み
な
が

ら
作
業
を
し
て
い
た
よ
う
で
す
。
作
業

書
職
湯
か
S
の

メ
ッ
セ
ー
ジ

も
予
定
時
間
よ
り
早
く
終
わ
っ
た
の
で
、

休
み
な
が
ら
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り

に
農
業
感
な
ど
の
意
見
を
聞
か
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
私
と
し
て
も
大
変
う

れ
し
く
ま
た
、
楽
し
い
時
を
過
ご
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
苦
労
様
で
し

こ
。t
 

じ央

の

ふ
子
店

初
め
て
の
体
験
な
の
で
始
め
は
と
て

も
緊
張
し
て
い
ま
し
た
が
、
仕
事
の
役

割
を
決
め
て
、
タ
オ
ル
や
ロ
ッ
ト
ケ
ー

ス
の
整
と
ん
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

前
も
っ
て
打
ち
合
わ
せ
も
な
く
始
め

ま
し
た
が
、
指
導
ど
お
り
に
で
き
て
、

と
て
も
感
心
し
ま
し
た
。
一
時
間
三
十

分
後
十
五
分
の
休
み
を
と
り
、
次
に
仕

事
の
助
手
を
二
人
の
方
に
順
番
で
や
っ

て
い
た
だ
き
、
と
て
も
良
く
動
い
て
く

れ
て
助
か
り
ま
し
た
。
三
時
間
三
十
分

の
時
間
は
、
初
め
て
の
事
ば
か
り
な
の

で
と
て
も
疲
れ
た
様
子
で
し
た
。
翌
朝

ま
で
疲
れ
が
残
ら
な
け
れ
ば
よ
い
か
と

心
配
し
て
い
ま
し
た
が
、
い
か
が
で
し

た
か
。
進
路
に
希
望
を
も
っ
て
頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
。

園

中
幼
稚

最
初
は
戸
惑
い
が
あ
っ
た
よ
う
で
す

が
、
す
ぐ
に
子
ど
も
た
ち
の
中
に
入
り

遊
び
始
め
ま
し
た
。
カ
レ
ー
の
材
料
作

り
で
は
じ
ゃ
が
い
も
や
人
参
を
子
ど
も

た
ち
が
切
れ
る
よ
う
指
導
し
て
い
た
だ

い
た
り
、
子
ど
も
た
ち
と
ご
っ
こ
遊
び

や
折
紙
製
作
を
し
て
い
だ
だ
き
ま
し
た
。

午
前
中
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
行
動
し

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

ロ
ビ
ー
な
ど
で
老
人
と
の
ふ
れ
あ
い

会
話
な
ど
積
極
的
に
行
動
し
、
指
示
ど

お
り
働
い
て
く
れ
て
福
祉
に
対
す
る
自

然
な
対
応
に
好
感
が
持
た
れ
ま
し
た
。

集
会
室
で
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
の
司
会
進

行
、
曲
目
の
セ
ッ
ト
の
仕
事
も
い
や
な

顔
も
せ
ず
喜
ん
で
行
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

人
数
が
一
人
だ
っ
た
の
で
色
々
な
業

務
を
体
験
さ
せ
ま
し
た
が
、
本
人
は
目

が
ま
わ
る
思
い
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

今
後
、
高
齢
化
は
ま
す
ま
す
進
む
と

思
わ
れ
ま
す
の
で
、
現
場
を
体
験
す
る

機
会
を
与
え
て
い
た
だ
き
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

(7) 

て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
疲
れ
た
顔
も

見
せ
ず
一
生
懸
命
に
や
っ
て
い
た
だ
き
、

と
て
も
好
感
が
持
て
ま
し
た
。
童
心
に

か
え
っ
て
元
気
な
男
の
子
と
一
緒
に
動

き
回
っ
た
り
、
お
と
な
し
い
子
ど
も
に

優
し
く
声
を
か
け
て
あ
げ
た
り
、
一
人

ひ
と
り
が
自
分
の
持
ち
味
を
生
か
し
て
、

子
ど
も
た
ち
と
接
し
て
い
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
も
と
て
も
楽
し

か
っ
た
よ
う
で
す
。
幼
稚
園
の
指
導
は

休
み
な
く
長
時
間
に
及
ぶ
の
で
、
生
徒

に
と
っ
て
は
負
担
で
は
な
か
っ
た
か
と

思
い
ま
す
。
生
徒
た
ち
に
と
っ
て
良
‘
‘

経
験
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

平成 6 年 8 月 10 日



始球式を行う斎藤村長

猛
暑
の
な
か
戦
り
抜
り
た

マ
ラ
ソ
ン
ソ
フ
ト
ポ
ー
ル
大
会

平
成
二
年
、
合
併
三
十
五
周
年
記
念

事
業
と
し
て
始
め
ら
れ
た
マ
ラ
ソ
ン
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
も
、
今
年
で
五
回
目

を
迎
え
七
月
三
十
日
、
三
十
一
B
の
二

日
間
、
明
和
中
学
校
々
庭
で
行
わ
れ
ま

こ
の
マ
ラ
ソ
ン
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

は
、
参
加
者
一
人
ひ
と
り
の
心
の
ふ
れ

あ
い
、
つ
な
が
り
を
つ
く
り
、
心
豊
か

で
潤
い
の
あ
る
生
活
を
実
現
す
る
た
め

に
お
互
い
に
力
を
合
わ
せ
て
試
合
を
行

お
う
と
、
二
十
四
時
間
連
続
し
て
プ
レ

ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

試
合
は
三
十
日
正
午
、
村
長
の
始
球

式
で
始
ま
り
、
一
試
合
の
持
ち
時
間
を

八
十
分
と
し
、
村
の
木
「
つ
げ
」
チ
ー

ム
と
、
村
の
花
「
き
く
」
チ
ー
ム
に
別

れ
て
対
戦
し
、
村
議
会
議
員
、
区
長
、

農
業
委
員
、
小
・
中
学
生
、
小
・
中
学

校
P
T
A

、
村
内
企
業
、
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
協
会
登
録
チ
ー
ム
な
ど
総
数
三
十
二

チ
ー
ム
、
六
百
人
余
り
が
参
加
し
、
勝

負
は
、
百
二
十
イ
ニ
ン
グ
ま
で
進
み
、

百
八
十
三
対
百
八
十
四
で
「
き
く
」
チ

ー
ム
が
昨
年
に
引
き
続
き
勝
利
を
収
め

ま
た
、
ホ
ー
ム
ラ
ン
賞
、
フ
ァ
イ
ン

プ
レ
ー
賞
、
敢
闘
賞
な
ど
の
各
賞
が
贈

ら
れ
健
闘
を
た
た
え
、
そ
れ
か
ら
、
勝

ち
チ
ー
ム
と
得
点
の
予
想
投
票
も
行
わ

れ
、
村
民
こ
ぞ
っ
て
楽
し
み
ま
し
た
。

選手宣誓を行う東・西小学校の代表児童 両監督がガッチリオ屋手

平成 6 年 8 月 10 日 (8) 



お祭’3て
地躊の活性化を
7 月に入ると、各地から「ピッヒラ・ピッヒラ」

聞こえ、みこしのかけ声がこだましています。

また、獅子舞、子どもみこし、民謡踊り、自慢ののどを披露す

るカラオケなどがプログラムに組み込まれ、お祭り気分を盛り上

げ、地域のふれあいの場として定着を図っていました。

とおはやしが

斗合田地区の獅子舞（ささら）

矢
島
地
区
の
子
ど
も
み
こ
し

汗

江口地区の獅子舞（ささら）

大佐貫地区の大人みこし

千津井地区の納涼祭

•+ 名

蛍ロード
ヽ．ー，

，，、

中谷地区の子どもみこし

(9) 平成 6 年 8 月 10 日



社会t明る＜する遍動
皆さんのご理解t

駅前や街頭でチラシを配布し、非行防止と青少年の立ち直

りについて、地域の方々に理解をお願いし、社会を明るくす

る運動を展開している村更生保護婦人会（代表、江森政美さ

ん）は 7 月 1 日、役場を訪れ、明日を担う青少年をさまざま

な社会悪から守り、師かしい未来を自らひらき希望に満ちた

毎日を生きていけるよう、非行防止活動に一層の努力をお願

いしますと、「社会の母」なるメッセージを村長に渡しました。

お年寄りと幼稚圃児が
れあう

7 月 7 日、村内寿学級生と東幼稚園児か、お手玉や竹

とんほ作りで世代間の交流を図りました。世の移り変わ

りと共に、ともすれば忘れ去られていくものの中に、昔

ながらの遊びがあります。世代交流を図りながら作り方

・遊び方を教わり、出来上がったお手玉、竹とんぱで早

速遊んでいました。お手玉や竹とんほが出来ると、今度

は園児が作ったブローチを痔学級生一人ひとりにプレゼ

ントし、楽しい一時を過ごしました。

平成 6 年 8 月 10 日

地域の話題なと身近な情報を広報係まで

あ寄せください。まだ掲載されだ写真は

差し上げますので、役場企画課までご連

絡ください。 役場384-3111

~ ::::＼、一＇，一

ーてー一つ

暑さ

安全
に負けず
遍転t

「事故は瞬間 ベルトは習慣」をスローガンに

「夏の県民交通安全運動」と「レディス交通安全旬

間」が 7 月 11 日から 20 日まで展開され、運動期間

中の14 日に、田島地内の県道で館林警察署の協力

を得て、村交通対策協議会、安全協会婦人部の皆

さんがドライバーにポケットティッシュなどを配

布し、シートベルート着用などの安全運転を呼び掛

けました。

(10) 



父母と楽しく七夕まつり
7 月 28 日、中央保育園では園庭をまつりちょうちんや

短冊で飾り、園児たちは思い思いの浴衣を着て七夕まつ・

りを行いました。

踊ったり、歌ったり、金魚すくいや風せんつりなどを

して、父母と一緒に楽しい七夕の夜を過ごしました。

なお、東保育園では 8 月 2 日、西保育園では 8 月 4 日

に行われました。

買い物害に
安全運転を呼ひ掛け

夏の県民交通安全運動期間中の 7 月 19 日、村交通

対策協議会では、安全協会婦人部の協力を得て、新

里地内フジマート明和店前で買い物に来た主婦（シ

ョッピングママ）などにチラシ等を配布し、シート

ベルトの着用など交通安全意識の高揚を図りました。

300人がクリーと作戦
利横川河川敷

7 月 17 日、午前 8 時30分から村体育施設利用団体協議

会の人たち300人余りが参加し、利根川総合運動場を中心

に河川敷を清掃する「クリーン作戦」を実施しました。

このクリーン作戦は、全国一斉河川愛護月間（ 7 月）

にちなんで毎年行われており、大人から子どもまで一人

ひとりが、燃えるごみ用の袋と燃えないごみ用の袋を持

ち、 1 時間にわたってごみを拾い集め、ひたいの汗をぬ

ぐいながら、頑張っていました。

(11) 

談
意

懇
な

区
発

地
活

で
が

会
見

村では、新総合計画（第 4 次総合計画）を策定するに

あたり、より多くの住民の方々に要望、意見を出してい

ただき、それらを新総合計画に反映させるため、 3 カ所

(7 月 1 日中部地区、 7 月 5 日西部地区、 7 月 6 日東部地

区）で地区懇談会を開きました。

地区懇談会では、地域の問題点・課題についてと、そ

れらの対応策と将来の整備方向について活発な意見が出

され、予定時間を超過するほど熱心に行われました。

平成 6 年 8 月 10 日



農地の世話人、農業委員15名無投票当選

任期満了 (7月28日）に伴う、 7月24日執行の明

和村農業委員会委員選挙は7月19日告示されましだ

が、立候補届出者が15名の定数を超えなかつだだめ、

全員の無投票当選が決まりましだ。

当
選
さ
れ
だ
委
員
は

次
の
方
々
で
す

当選証書を受ける農業委員

〔
公
選
に
よ
る
委
員
〕
※
届
出
順

田
口
幸
太
（
矢
島
）

6
2歳
新

田
村
正
雄
（
千
津
井
）

6
7歳
現

野
木
村
公
一
（
上
江
黒
）

6
8歳
現

荻
野
清
（
下
江
黒
）
7
1
歳
現

関
口
忠
（
江
口
）

6
0歳
現

田
口
和
晴
（
須
賀
）

6
2歳
現

鈴
木
荘
六
（
新
里
）

6
1歳
新

川
村
登
（
大
輪
）

6
0歳
新

宇
木
慶
一
（
川
俣
）

6
7歳
現

篠
木
正
一
（
大
佐
貫
）

6
1歳
新

機
村
昭
一
（
斗
合
田
）

6
5歳
新

折
原
篤
（
中
谷
）

6
7歳
現

神
谷
富
次
（
梅
原
）

6
6歳
新

北
島
和
夫
（
田
島
）

6
6歳
新

小
池
昇
（
南
大
島
）

6
9歳
新

〔
敬
称
略
〕

@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
 

@

@

 

患
肝
機
能
検
査
で
◎

@

@

 

臼
異
常
が
み
ら
れ
だ
―

o

g

@

@

 

@@@@@@@@@@@@@@ 
肝
臓
は
と
て
も
が
ま
ん
強
い
臓
器
な

の
で
、
少
々
の
障
害
が
あ
っ
て
も
耐
え

て
し
ま
う
強
さ
が
あ
り
ま
す
。
し
た
が

っ
て
、
自
覚
症
状
が
現
れ
た
と
き
は
、

病
気
は
相
当
悪
く
な
っ
て
い
る
と
い
う

の
が
肝
臓
病
の
怖
い
と
こ
ろ
で
す
。

検
診
で
異
常
が
み
ら
れ
た
ら
、
症
状

が
な
く
て
も
早
目
に
受
診
し
、
医
師
の

診
断
を
受
け
る
と
と
も
に
、
次
の
よ
う

な
肝
臓
を
い
た
わ
る
生
活
の
工
夫
が
大

切
で
す
。

肝
臓
を
守
る
食
生
活
8
カ
条

①
加
工
品
を
避
け
て
、
手
つ
く
り
を
。

②
油
は
植
物
油
を
使
う
。

③
古
い
油
や
油
こ
い
食
品
は
食
べ
な
い
。

④
良
質
の
た
ん
ぱ
く
質
を
と
り
ま
す
。

肝
臓
も
肝
臓
内
で
働
く
酵
素
も
た
ん

ば
く
質
で
で
き
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
良
質
の
た
ん
ぱ
く
質
、
消
化
吸
収

の
よ
い
た
ん
ぱ
く
質
を
た
く
さ
ん
含

む
食
品
を
と
り
ま
し
ょ
う
。
卵
、
牛

乳
、
肉
類
、
魚
類
、
大
豆
製
品
を
お

す
す
め
し
ま
す
。

⑤
緑
黄
色
野
菜
、
海
草
を
た
っ
ぷ
り
。

ハ
ロ
ー
健
塵
⑳

⑥
な
る
べ
く
旬
の
も
の
を
。

⑦
薄
味
に
慣
れ
る
。

⑧
ご
は
ん
、
パ
ン
、
う
ど
ん
な
ど
の
糖

質
は
ほ
ど
ほ
ど
に
。

と
り
す
ぎ
る
と
不
要
な
分
が
脂
肪
に

変
化
し
、
太
る
原
因
に
。
肝
臓
に
も

脂
肪
が
た
ま
り
、
働
き
か
低
下
し
て

き
ま
す
。

肝
臓
に
や
さ
し
い
日
常
生
活

①
余
計
な
薬
は
飲
ま
な
い
よ
う
に
。

ど
ん
な
薬
も
体
に
と
っ
て
は
一
種
の

異
物
、
肝
臓
は
体
の
害
に
な
る
物
質

を
分
解
し
解
毒
し
ま
す
か
ら
、
余
計

な
薬
は
負
担
を
か
け
る
だ
け
で
す
。

②
タ
バ
コ
は
や
め
る
の
が
一
番
。

③
お
酒
は
適
量
内
に
と
ど
め
ま
す
。

ア
ル
コ
ー
ル
を
分
解
し
て
無
害
な
も

の
に
す
る
の
も
肝
臓
。
飲
ん
だ
ら
飲

ん
だ
だ
け
分
解
す
る
ま
で
働
き
続
け

ま
す
。
で
す
か
ら
、
た
く
さ
ん
飲
め

ば
飲
む
ほ
ど
肝
臓
に
と
っ
て
は
難
行

苦
行
。
一
日
二
合
以
下
、
休
肝
日
は

多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど
良
い
の
で
す
。

④
食
後
三
十
分
は
ゆ
っ
た
り
過
ご
し
ま

す
。
食
後
は
吸
収
さ
れ
た
栄
養
素
が

一
番
肝
臓
に
集
ま
り
、
血
液
が
総
動

員
さ
れ
る
と
き
で
す
。
あ
わ
た
だ
し

く
動
き
ま
わ
る
よ
う
な
こ
と
を
し
な

い
で
、
ゆ
っ
く
り
く
つ
ろ
い
で
、
肝

臓
が
十
分
働
け
る
よ
う
に
助
け
て
あ

げ
ま
し
ょ
う
。

⑤
仕
事
と
休
養
の
リ
ズ
ム
を
上
手
に
と

り
ま
し
ょ
う
。

疲
労
が
た
ま
る
と
、
体
の
抵
抗
力
や

免
疫
力
が
落
ち
、
ウ
ィ
ル
ス
が
侵
入

し
や
す
く
な
り
ま
す
。
肉
体
的
、
精

神
的
な
疲
労
は
そ
の
日
の
う
ち
に
解

消
す
る
よ
う
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

群
馬
県
で
は
、
食
品
衛
生
指
導
員
事

業
活
動
の
高
度
化
を
図
る
た
め
、
閻
群

馬
県
食
品
協
会
に
委
託
し
、
平
成
三
年

度
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

島
田
さ
ん
は
、
平
成
三
年
度
か
ら
連

続
で
委
嘱
さ
れ
、
今
回
で
四
選
目
で
す
。

島
田
高
男
さ
ん
（
中
谷
）

特
別
食
品
衛
生
指
導
員

に
委
嘱
さ
れ
る

食
中
雲
に
注
意

蒸
し
暑
い
日
が
多
い
こ
の
時
期
は
、

食
中
毒
か
発
生
し
や
す
い
時
期
で
も
あ

り
ま
す
。
食
中
毒
を
防
ぐ
た
め
に
、
家

庭
で
も
次
の
食
品
取
り
扱
い
三
原
則
を

守
り
ま
し
ょ
う
。

④
清
潔

手
や
調
理
器
具
を
介
し
て
食
品
に
つ

い
た
細
菌
が
増
え
て
食
中
毒
を
お
こ
す

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
手
や
器
具
は
常
に

洗
浄
殺
菌
し
、
食
品
を
冷
蔵
庫
に
保
存

す
る
と
き
は
容
器
に
入
れ
た
り
、
ラ
ッ

プ
で
包
み
ま
し
ょ
う
。

①
迅
速

食
品
に
つ
い
た
細
菌
は
、
時
間
が
経

過
す
る
と
と
も
に
増
え
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
食
品
に
も
と
も
と
つ
い
て
い
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
食
品
は
手
際
よ
く

調
理
し
、
早
く
食
べ
ま
し
ょ
う
。

④
加
熱
ま
だ
は
冷
却

食
品
を
加
熱
す
る
場
合
は
、
中
心
部

ま
で
十
分
に
熱
が
通
る
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。
ま
た
、
食
品
を
保
存
す
る
と
き

は
冷
蔵
庫
に
入
れ
ま
し
ょ
う
。

平成 6 年 8 月 10 日 (12) 



◎
期
日
1
1
9

月

1
6
日
⑥

第
1
3回
村
民
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

大
会
参
加
チ
—
ム
募
集

◎
期
日
1
1
9

月

4
日
⑪

◎
会
場
1
1

利
根
川
総
合
運
動
場

◎
対
象
1
1

村
内
在
住
・
在
勤
者
で
編
成

す
る
チ
ー
ム

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
1
1
8

月

2
5
日
ま
で
に
社
会
体
育
館
へ

第
巳
回
村
民
サ
ッ
カ
—

大
会
参
加
チ
ー
ム
募
集

m 
I
I
い
い
汗

か
こ
う
I
I
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◎
会
場
1
1

ふ
る
さ
と
の
広
場

◎
対
象
1
1

村
内
在
住
者
で
編
成
す
る
チ

ー
ム

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
1
1
8

月

2
8
日
ま
で
に
社
会
体
育
館
へ
。

◎
期
日
1
1
9

月

1
1
日
⑪

◎
会
場
1
1

社
会
体
育
館

◎
対
象
1
1

村
内
在
住
・
在
勤
者
で
編
成

す
る
チ
ー
ム

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
1
1
8

月

2
8
日
ま
で
に
社
会
体
育
館
へ
。

◎
期
日
1
1
9

月

1
8
日
⑪

◎
会
場
1
1

利
根
川
総
合
運
動
場
テ
ニ
ス

コ
ー
ト

◎
対
象
1
1

村
内
在
住
・
在
勤
•
在
学
者

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
1
1
9

月

4
日
ま
で
に
社
会
体
育
館
へ
。

◎
期
日
1
1
9

月

1
8
日
⑪

◎
会
場
1
1

利
根
川
総
合
運
動
場
テ
ニ
ス

コ
ー
ト

◎
対
象
1
1

村
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

1
1
9

月

4
日
ま
で
に
社
会
体
育
館
へ
。

第
2
0回
村
民
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
大
会
参
加
者
募
集

第
9

回
村
民
テ
ニ
ス

大
会
参
加
者
募
集

'·へ—•-—し・＿三.... ~ー· ---3一匹 ■•一-’-一＂ 一—軍～よギーニ

優勝した「新里ソフトボールクラプ」チーム

優
勝

1
1

ス
ナ
ガ
ボ
ー
ト
販
売
昧

準
優
勝
1
1

明
和
パ
ワ
ー
ズ

第
巳
回
事
業
所
・
壮
年

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

【A
ブ
ロ
ッ
ク
】

優
勝

1
1

キ
ャ
ッ
ツ
愛

準
優
勝
1
1

新
生
ク
ラ
ブ

【B
ブ
ロ
ッ
ク
】

優
勝

1
1

リ
リ
ー
ズ

準
優
勝
1
1
チ
ェ
リ
ー
ズ

優
勝

1
1

新
里
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

準
優
勝
1
1

田
島
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
愛
好
会

三
位

1
1

日
東
製
器
椋

B ブロック優勝「リリーズ」チーム

第
1
8回
パ
パ
さ
ん

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

ャ—,•一

優勝した「ナイツ」チーム

優
勝

1
1
ナ
イ
ツ

準
優
勝
1
1

特
殊
電
装
昧
野
球
愛
好
会

•-———-————— 

第

8

回
村
長
杯

争
奪
野
球
大
会

(13) 

第
3
8回
村
民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
参
加
チ
ー
ム
募
集

第
3
8回
マ
マ
さ
ん

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

知
I
I

い
い
汗

か
い
だ
I
I

A ブロック優勝「キャッツ愛」チーム

優勝した「スナガボート販売（株」チーム

位
1
1

役
場
職
員
ク
ラ
ブ

平成 6 年 8 月 10 日



ダイヤモンド婚者
金婚者は届け出を

村では、 9 月に老人福祉大会を予

定しています。その席上、ダイヤモ

ンド婚者・金婚者顕彰を行いますの

で、該当者は届け出をしてください。

ダイヤモンド婚者は、昭和 9 年12

月 31 日以前に結婚した方、金婚者は、

昭和19年 1 月 1 日から 12 月 31 日まで

の間に結婚した方です。

該当者は、 8 月 25 日までに福祉課

（老人福祉センター内合（84)4926) へ

ご連絡ください。

要件を満だしている人
は申請してください

「特別・児童扶養手当」

〔特別児童扶養手当（障害児）〕
精神または身体に障害をもつ満20

歳未満の子どもの父・母または養育

者に支給されます。

児童が障害を支給事由とする公的

年金を受給していたり、施設に入所

（通所は除く）している場合または前

年の所得が定められた額以上である

場合は支給されません。

〔児童扶養手当（田子家庭等）〕
父母の離婚などにより父親と生計

を同じくしていない母子家庭等の18

歳未満の児童の母または養育者に支

給されます。

公的年金を受けている人や、前年

の所得が定められた額以上である場

合は支給されません。

支給要件を満たしながらまだ、支

給を受けていない人は、福祉課で手

続きをしてください。

※詳しくは、福祉課（老人福祉セン

ター内）へお問い合わせください。

暴力相談窓口電話等

が開設されましだ

館林地区暴力団追放推進協議会で

は、暴力団員による被害や不当要求

行為等で困っている住民の声を一件

でも多く聞き入れ、暴力団犯罪の未

然防止と暴力団に対する不安感の解

消および暴力団排除等を目的とした、

暴力相談窓口専用電話およびFAX を

開設しました。

0開設日時＝毎日、午前 8 時30分か

ら午後 5 時15分まで（祝祭日等の

執務時間外は、留守番電話で受け

付けいたします）

圏開設場所＝館林警察署刑事課内

圏開設電話番号等

0相談窓口専用電話番号合（72)9300

0相談用FAX番号 合（72)9301

※詳しくは、館林警察署合（75)0110

へお問い合わせください。

20 歳の旅立ち
成人式に出席を

村では、下記のとおり成人式を予

定しています。

本村在住でなくても出身であれば

出席できますので、郷里で成人式に

出席しましょう。

圏期日＝ 9 月 23 日（秋分の日）

圏式場＝中央公民館講堂

®該当者＝昭和49年 4 月 2 日から昭

和50年 4 月 1 日までに生まれた人

※詳しくは、教育委員会（中央公民

館内）合 (84) 4491へお問い合わせく

ださい。

無保険バイク
をなくそう

今年も無保険（無共済）バイク対

策協議会（総務庁、警察庁、大蔵省、

農林水産省、運輸省）では、 9 月 1

日から 30 日まで「無保険（無共済）

バイクをなくそうキャンペーン」を

行います。 250c.c以下のバイクには車

検制度がないこともあって、自賠責

保険（共済）の継続契約を忘れがち

です。小さなバイクだからといって

「油断は禁物」、無保険（無共済）で

死傷事故でも起こしたら、それこそ

大変です。

また、バイクにも自賠責保険（共

済）への加入が法律で義務づけられ

ており、無保険（無共済）で走ると、

6 カ月以下の懲役、または、 5 万円

以下の罰金、さらに違反点数 6 点と

なり、免許停止処分となります。

もし、契約切れになっていたら、

最寄りの損害保険会社、農協、代理

店で手続きを済ませましょう。

層
＾野退
建本職 I
設＾役
課幸 7 iE3 
管子月蕊

］面督人
一姓包事

闘

くらし

の

情報・案内
定例相談
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履杜Hffll漏料法薗禰鼠II[
>=o=o=o=o=o=o=o=o=o=o=o 二 0 二 0 二 o=o=o=o=o=o=o=o=o=o=o=o=o

◇日時＝ 9 月 12 日（月）

午前10時～午後 1 時

◇場所＝役場会議室

◇内容＝法律一般事項

◇対象＝明和村民

◇担当者＝丸山弁護士

◇受付＝ 9 月 1 日から 8 日まで受け

付けしますので総務課へお

申し込みください。定員に

なり次第締め切ります。

※詳しくは、総務課へお問い合わせく

ださい。
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◇
◇
自
詮
詞

u

◇日 時＝ 9 月 6 日伏）

午前 9 時30分～ 10時30分受

付

◇場所＝保健センター
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図輯憤賑且渥麟゜塁1重巖；
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◇日時＝ 9 月 16 日⑥

午前10時～午後 3 時

◇場所＝役場会議室
o=o=o=o=o=o=o=o=o=o=o=o=o 二 0 二 o=o=o=o=o=o=o=o=o=o=o=o=c-----------------------------------------------------

塁麗圏夏翼履楓鳳麗［：
◇日 時＝ 9 月 16 日倫

午前10時～午後 3 時

◇場所＝館林市役所

：五裕：：：達恥羹輝ど望麗：
◇日時＝ 9 月 16 日（金

午前10時～午後 3 時

◇場所＝館林市役所

平成 6 年 8 月 10 日 (14) 



館林厚生病院

放射線技師職員募集

邑楽館林医療事務組合（館林厚生

病院）では、放射線技師職員を募集
しています。

Ill職種＝放射線技師

Ill募集人員＝若干名

Ill応募資格＝平成 7 年 3 月卒業見込

みの者および有資格者で30歳まで

の者

Ill応募期限＝ 8 月 31 日

Ill提出書類＝履歴書、健康診断書、

放射線技師免許の写し、来春卒業

予定者は卒業見込書、成績証明書

Ill試験＝作文・面接試験

※詳しくは、邑楽館林医療事務組合

云（72)3140へお問い合わせください。

世代閻交流ウォーク

ラリー大会参加者募集

Ill期日＝ 9 月 10 日（士）

Ill会場＝県立金山青年の家と周辺

Ill対象者および募集人員＝県内在住

の子どもからお年寄りまでです。

〇家族の部……… 50人

0 中学生の部……100人

Ill チーム編成＝ 1 チームの人数は 3

人以上 8 人までです。

Ill競技内容＝コース図に従って、途

中の課題を解決しながらグループ
で歩き、「時間得点」と「課題得点」

の合計を競う野外ゲーム

It]参加費＝ 1 A300円（昼食代）

ltl申し込み期間＝ 7 月 17 日（日）から 9

月 4 日（日）まで

ltl申し込み方法＝住所、氏名、年齢、

電話番号を明記のうえ、はがき、

電話、ファックスのいずれかで、

申し込んでください。

※詳しくは、〒373 太田市熊野町39-

34 県立金山青年の家合 (22)7956 、

FAX合 (22) 7727へお問い合わせくだ

さい。

県緑化センタ

参加者募集

圏日時＝ 9 月 8 日（杓午前10時～正午

圏場所＝県緑化センタ._（邑楽町）

圏募集人数＝ 35人

圏その他＝雨天決行、参加費無料

※詳しくは、県緑化センター合 (88)

7188へお問い合わせください。

第 7 回だくみの里

マラソン大会参加者募集

圏参加資格＝完走可能な健康な方

圏種目＝第 1 部 3 km男子小学生の部

から第 8 部10km男子40歳以上の部

まであります。

圏申し込み期限＝ 9 月 14 日（水）

圏参加費＝一般2,000円、高校生以下

1,000円

唖申し込み方法＝所定の申し込み用

紙に必要事項を記入、捺印し参加

費を添えて申し込みください。

] 館林邑楽地区 館 林 地 区

休 産婦人科 耳鼻科 内 科 外 科

8 月 13 日
浜野病院 浜野病院 浜野病院

ff(88)5678 合 (88)5678 ff(88)5678 

日 横田（婦）医院 川村医院 須田医院 永寿堂医院
8 月 14 日

合 (72)0255 合 (72) 1337 云（72)0862 合 (72)4469 

浜野病院 浜野病院 浜野病院

当
8 月 15 日

合 (88)5678 合 (88)5678 合 (88)5678 

浜野病院 川田医院 多々良診療所 岡田医院
8 月 21 日

合 (88)5678 合 (72)3724 合 (72)3060 合 (72)3163 

番 白沢医院 小倉医院 大塚医院 海宝医院
8 月 28 日

合 (72) 1600 合 (72)0606 合 (72)0176 合 (74)0811

落合医院 大神医院 神尾医院 慶友病院

医
9 月 4 日

合 (72)3160 合 (62)2200 合 (75) 1288 合(72)6000 

根岸医院 川田（耳）医院 ゆたか医院 礫川堂医院
9 月 11 日

合 (72)3262 合 (72)3314 合 (73)7308 合 (74)0184

(15) 

而期日＝ 10月 16 日（日） 雨天決行

蒼申し込み先＝〒379-14 利根郡新

治村大字布施365 新治村役場観光

商工課 たくみの里マラソン大会

事務局云0278(64)0111 内線43へ申

し込みください。

平成6年度自衛官募集
圏応募資格＝日本国籍を有する 18歳～

27歳未満の男女および来春高校卒

業見込みの者

圏試験期日＝ 9 月中旬

圏合格発表＝試験の概ね l 力月後

※詳しくは、群馬地方連絡部太田出

張所合 (45) 5563 または役場住民課ヘ

お問い合わせください。

電気の安全は使う

あなだが主役です

8 月は、通商産業省の主喝による

「電気使用安全月間」です。電気の安

全は、お使いになる皆さんが主役で

す。電気を安全に使用するために、

次の 5 つの約束を守りましょう。

1 ．取り付けましょう、あなたを守る

淵電遮断器

2. しっかり付けよう、アース線

3．▽・〶マークは、安全マーク

4．必ず取扱い説明書を読みましょう

5 ．ぬれた手で電気製品にさわるのは

やめましょう

※詳しくは、東京電力（梱館林営業所

合（72)4340または関東電気保安協会合

0272(24)4075へお問い合わせください。

※◎ 畠
千代田 赤文i 人板倉地区 更科日
明和地区 にのは

なにみ 胃
る限....__,

館林地区と 館林地区と ；り 厚

同じです。 同じです。
生

』 塁
橋本医院 館林地区と り間 / 

まは 合
合 (82) I 150 同じです。

］口 (72) 
3 

館林地区と 館林地区と で 1 | 

胃 9 4 同じです。 同じです。

゜しで ‘--ノ

館林地耳と 小西医院 てで が

かす゚ 担
同じです。 合 (86)2261 ら 当

呑ロ乎ク し

井上医院 館林地区と ま
し す

合 (82) I 131 同じです。 て ゜
< ^ 内

増田医院 竹越医院 だ 科
さ

合 (82)2255 合 (84)3137 し‘ 賃゜
石山医院 館林地区と

ft(82)0103 同じです。 喜

平成 6 年 8 月 10 日

っダ



置

お祭りの衣裳を着てかっこいい駿介君

し
ゅ
ん
す
け

山
岸
駿
介
君

(
2歳
5

カ
月
）

刑

の
長
男
津

俊
夫
さ
ん

千

宏
子
さ
ん

( 

「
わ
が
家
の
ア
イ
ド
ル
L

に
掲
載
希
望
の
方
は
、
役
場
企
画
課
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

。

外で遊ぶのが好きで、 トラクターに乗ることと、ガガ

（パワーショベル）で遊ぶことが大好きです。最近は、

歌が上手になってきました。「これからも、丈夫で元気

に育ってほしいと願っています」とお母さん。

(‘((((‘、（く（（＜‘｀(((((((((((((‘、((((((((

村の人口と世帯
8月 1 日現在

世帯数 3,089戸

人口総数 I I, 363人

男 5,701 人・女 5,662人

(7 月中の動き）

出生 6 人・死亡 6 人

転入 29人・転出 12人

7月の救急車出動回数
●交通事故 4 件

●急病 6 件

•その他 5 件

●計 15 件

⑨®一含⑨が金）⑭
------- --------------特殊電装株）野球愛好会

代表右田法義

ぼ惚
け
し
母
と
ひ
と
時
語
り
て
帰
る
道

沼
面
に
夕
日
波
立
ち
て
く
れ
る石

村
艶
子

畑
あ
ぜ
に
夏
を
彩
ど
り
し
リ
ヤ
ト
リ
ス

今
年
は
雑
草
の
中
に
埋
れ
ぬ

篠
木

畔
取
り
の
我
背
か
す
め
し
旋
風

ダ
ン
ス
す
る
が
麦
畑
を
舞
う

野
村

こ
ほ
ろ
ぎ
短
歌

田
芝
支

初
枝

よ
し

我
々
、
特
殊
電
装
昧
野
球
愛
好
会
は
、

社
員
だ
け
で
構
成
さ
れ
、
部
員
は
十
九

人
で
す
。
会
社
の
絶
大
な
る
支
援
に
よ

り
、
創
部
以
来
二
十
五
年
も
の
歴
史
が

あ
り
、
優
勝
五
回
、
準
優
勝
は
十
回
以

上
と
い
う
成
績
を
誇
り
と
し
て
い
ま
す
。

部
員
の
年
齢
層
は
、
十
代
の
新
入
社

員
か
ら
、
五
十
代
の
レ
ギ
ュ
ラ
ー
内
野

手
ま
で
と
幅
広
く
、
そ
れ
ぞ
れ
職
場
こ

そ
違
い
ま
す
が
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
は
抜

群
で
す
。
最
近
は
い
ま
―
つ
成
績
の
方

は
振
い
ま
せ
ん
が
、
明
和
村
の
大
会
に

出
場
す
る
時
の
熱
の
入
れ
よ
う
は
、
凄

じ
い
も
の
が
あ
り
、
何
も
か
も
忘
れ
て

試
合
に
集
中
す
る
こ
と
に
よ
り
、
日
頃

の
ス
ト
レ
ス
を
発
散
し
て
い
る
よ
う
で

す
。
サ
ッ
カ
1

人
気
に
押
さ
れ
ぎ
み
の

野
球
界
で
す
が
、
我
々
は
真
の
野
球
好

き
の
集
ま
り
な
の
で
、
今
後
も
末
長
く

活
動
を
続
け
て
い
く
こ
と
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
教
育
委
員
会

の
方
々
、
並
び
に
野
球
協
会
の
方
々
の

大
会
運
営
の
ご
苦
労
に
対
し
、
深
く
感

謝
い
た
し
ま
す
。

家
仕
上
り
野
菜
等
植
え
て
息
の
家
族

引
越
し
来
る
を
夫
と
ひ
た
待
っ始

沢
良
子

一
人
娘
の
カ
ナ
ダ
留
学
許
せ
し
を

語
る
息
子
の
声
と
ぎ
れ
つ
つ

立
川
ツ
ヤ
子

紫
陽
花
の
色
と
り
ど
り
に
盛
り
い
る

こ
の
家
の
老
婆
こ
の
頃
見
え
ず立

川
ふ
さ

意
に
反
し
去
り
ゆ
く
職
場
か
一
椀
の

か
な

飯
に
盛
ら
せ
る
愛
し
み
つ
き
づ野ロ

タ
カ

夕
暮
の
百
合
の
か
は
り
は
哀
し
と
い
ふ

全
身
を
リ
ュ
ー
マ
チ
に
冒
さ
れ
し
姉
は

砂
賀
久
美
子

編
集
後
記

相
川

早
川

秋
田

木
村

長
男

長
男

長
男

長
男

井
上

長
女

折
原氏

〖！靡：犀閏轟：翼［名

1
1

あ
め
で
だ
ー

父
母
名
続
柄

俊芳礼隆イ貴亜 宮洋カ・秀; 矢清 次ぉ
子茂子之ダ詩子 子郎る一

長
男

ー
あ
く
や
み
I
I

氏
名
年
齢
世
帯
主

田
村
清
次
7
6
敏
夫

横
塚
カ
ネ
7
3
敏
郎

長
谷
川
茂
雄

7
9
秀
夫

金
子
伊
勢
次
9
2
喜
多
子

野
本
英
男
7
9
孝
志

関
口
典
志
男

6
8
貴
義

（
敬
称
略
）

村
県
民
税
、
国
民
健
康
保
険
税
、
国

民
年
金
保
険
料
、
水
道
料
金
の
納
入
月

で
す
。
納
期
限
は
8

月

3
1日
で
す
。
期

限
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

今
年
も
各
地
区
で
夏
祭
り
か
盛
ん
に
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
私
も
取
材
で
あ
ち
ら
こ
ち
ら

の
夏
祭
り
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
感
じ
た

こ
と
は
、
若
者
が
祭
り
を
盛
り
立
て
て
い
る

こ
と
と
、
祭
り
が
住
民
と
住
民
の
ふ
れ
あ
い

の
場
と
し
て
定
着
し
つ
つ
あ
る
と
い
う
こ
と

で
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
お
祭
り
が
切
っ
掛
け
と
な

り
、
地
域
住
民
の
ふ
れ
あ
い
の
輪
が
大
き
く

な
る
よ
う
期
待
し
ま
す
。
⑳

江千矢須千上地玩江新大中南大地
津津江称 大佐
ロ井島賀井黒区略 口里輪谷島貫区

孤％砧元％灯り喜一 砧％ ％孤％鰭闘

※掲載を希望されない方は、届出の際に申し出てください。

平成 6 年 8 月 10 日 (16) 
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威勢よい掛声で勇壮に練り歩くおみこし

ヽ\ 

村
楽
民
し
こ
み
ぞ
ま

八
月
七
日
、
村
民
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
、
潤
い
と
活
力
の
あ
る
住
み
よ
い

村
づ
く
り
を
進
め
よ
う
と
、
第
三
回
納
涼
祭
が
ふ
る
さ
と
の
広
場
で
開
か
れ

ま
し
だ
。

午
後
三
時
、
花
火
の
合
図
で
ス
タ
ー
ト
し
だ
納
涼
祭
は
、
明
和
中
学
校
吹

奏
楽
部
の
演
奏
を
皮
切
り
に
舞
台
で
は
、
き
や
り
・
さ
さ
ら
・
ひ
ょ
っ
と
こ

・
八
木
節
な
と
の
郷
土
芸
能
や
、
和
太
鼓
、
民
謡
踊
り
、
カ
ラ
オ
ケ
、
さ
ら

に
冊
選
会
も
行
わ
れ
祭
り
気
分
を
盛
り
上
げ
ま
し
だ
。

ま
だ
、
会
場
で
は
大
人
み
こ
し
、
子
と
も
み
こ
し
、
さ
ら
に
大
佐
貫
地
区

の
大
人
み
こ
し
も
参
加
し
、
祭
り
の
雰
囲
気
も
最
高
潮
に
達
し
ま
し
だ
。

最
後
を
、
夜
空
を
焦
が
す
打
ち
上
げ
花
火
で
飾
り
、
村
民
こ
ぞ
つ
て
楽
し

い
＿
夜
を
過
ご
し
ま
し
だ
。
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躍動的な江口の「ささら」 今年もトップをきって出演した明和中学校吹奏楽部

平成 6 年 9 月 10 日 (2) 
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舞台も会場も一緒になって踊る 大佐貫地区のおみこしも元気よく練り歩く

(3) 平成 6 年 9 月 10 日



O
A

…
趣

OB

… 
⑦
好
き
な
食
物

＠
嫌
い
な
食
物

O
C
・
：
秘
け
つ
・
信
条

味

テ
ン

長
寿
ベ
ス
ト

1
0位

O
A

…
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

O
B

…
特
に
な
し

o
c

…
身
体
を
動
か
す

しヽ

①細田金次郎さん •97歳

②恩田兵太郎さん •95歳
お
元
氣
で

九
月
十
五
日
は
敬
老
の
日
で
す
。
長

年
に
わ
た
り
社
会
に
貢
献
し
て
こ
ら
れ

た
お
年
寄
り
の
皆
さ
ん
に
感
謝
し
、
心

か
ら
長
舟
の
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

現
在
、
本
村
の
六
十
五
歳
以
上
の
人

口
は
、
一
、
七
五
八
人
で
、
村
の
総
人

口
の
一
五
•
四
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

こ
の
中
で
最
高
齢
者
は
、
細
田
金
次

郎
さ
ん
（
新
里
）
で
、
明
治
二
十
九
年

の
お
生
ま
れ
で
、
満
九
十
七
歳
に
な
り

ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
お
体
に
十
分
気
を
つ
け

て
、
い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
お
過
ご
し

く
だ
さ
い
。

O
A

…
テ
レ
ビ
（
プ
ロ
レ
ス
）

O
B

…
特
に
な
し
．

o
c

…
間
食
を
せ
ず
腹
八
分

つ
ま
で
も

O
A

…
裁
縫

O
B

…
⑦
魚
類

◎
特
に
な
し

o
c

…
好
き
、
嫌
い
が
な
い

O
A

…
特
に
な
し

O
B

…
特
に
な
し

o
c

…
好
き
、
嫌
い
が
な
い

④杉田ろくさん •93歳 ®関口はるさん •93歳

O
A

：
・
歴
史
物
を
読
む
こ
と

O
B

…
①
野
菜
類
、
酢
の
物

◎
特
に
な
し

o
c

…
家
庭
円
満

O
A

…
旅
行
、
歌
を
歌
う
こ

と

O
B

…
特
に
な
し

o
c

…
好
き
、
嫌
い
が
な
い

O
A

…
裁
縫

O
B

…
特
に
な
し

o
c

…
粗
食
、
野
菜
を
多
く

食
べ
る

⑦森尻重作さん •93歳 ＠泉田かねさん •93歳 ⑮吉田干代さん •93歳

O
A

…
特
に
な
し

O
B

：
．
①
甘
い
物

◎
ゃ
い
物

o
c

…
腹
八
分
で
一
H

三
食

O
A
:
·
散
歩

O
B

…
特
に
な
し

o
c

…
好
き
嫌
い
し
な
い
で

何
で
も
食
べ
る
こ
と

O
A
:
•
テ
レ
ビ
鑑
賞

O
B

…
①
甘
い
物

◎
カ
レ
ー

o
c

…
規
則
正
し
い
生
活

⑩斎藤ていさん •92歳 ⑨恩田きなさん •92歳 ＠駒宮藤四郎さん •92歳

平成 6 年 9 月 10 日 (4) 



長寿おめでとう
村内長寿者100傑

(8月31 日現在）
順位 氏 名 性別 年齢 住 所 世帯主 順位 氏 名 性別 年齢 住 所 世帯主

1 細 田 金次郎 男 97 新 里 金次郎 51 小林 き し、 女 88 南大島 次 広佳

2 恩 田兵太郎 男 95 梅 原 晴 巨 52 柴崎信義 男 88 梅 原 信 義

3 関 口 は る 女 93 江 口 茂 53 秋野千代 女 88 新 里 猛i

4 杉 田 ろ < 女 93 須 カ良ロ 慶次郎 54 橋本彦太郎 男 87 斗合田 文 次

5 吉 田 千代 女 93 ) I I 俣 金 次 55 夕夕 田 冶、．；一 男 87 上江黒 、｛、子ロ. 

6 泉 田 力‘ ね 女 93 矢 島 和 作 56 森尻 み し、 女 87 南大島 武 広佳

7 森尻 重作 男 93 南大島 重 作 57 坂庭他七 男 87 矢 島 稔 夫

8 駒宮藤四郎 男 92 大 輪 榮 次 58 9B .. 召、 内福太郎 男 87 下江黒 福太郎, 恩 田 き な 女 92 梅 原 晴． 巨 59 多 田 あ さ 女 87 上江黒 浪 子

10 斎藤 て し、 女 92 大 輪 正太郎 60 泉 田 し う 女 87 矢 島 光

11 高 田祐四郎 男 92 ·江 口 啓一郎 61 吉 田 ワ 力 女 87 ),, 俣 真 吉

12 島 田 た け 女 92 南大島 繁 正 62 波多腰ユキヱ 女 87 南大島 石井仁市

13 浅見孫四郎 男 92 中 クロ 孫四郎 63 村田 き み 女 87 大 輪 謙

14 宇木の ふ‘ 女 92 JI I 俣 慶 64 今成 き み 女 87 江 口 圭只 ィ勺芯右

15 小菅塩三郎 男 91 南大島 ふ み 65 関 口 夕 ケ 女 87 江 口 清 ミ｛ム口

16 木村 し、 ち 女 91 江 口 清 美 66 井上 あ さ 女 87 新 里 昭

17 堀 口 < ら 女 91 新 里 武 ィ，，芯声 67 奈良福次郎 男 87 千津井 孝

18 森尼祐三郎 男 91 南大島 祐三郎 68 機村政一 男 87 斗合田 昭

19 機村伊吉 男 91 斗合田 久 七 69 島 田 誠作 男 87 大 輪 茂 治

20 奈良原 の ふ‘ 女 91 矢 島 昭三郎 70 佐藤敏夫 男 87 下江黒 敏 夫

21 奈良勧ー 男 91 田 島 満 71 高瀬 し、 ね 女 87 田 島 秀 広佳

22 久保庭 と も 女 90 新 里 武 72 関根セ ン 女 87 南大島 勇

23 吉 田源次郎 男 90 新 里 賓 73 田 口 力~つ 女 87 大 輪 文 大

24 吉永 サ キ 女 90 梅 原 明 博 74 石崎 四十司 男 87 矢 島 四十司

25 駒宮 は る 女 90 大 輪 政 広佳 75 久保庭 卜 ク 女 87 新 里 卜 ク

26 多 田 き ん 女 90 大佐貫 き ん 76 恩 田 つ ね 女 86 矢 島 つ ね

27 福田峯次 男 90 梅 原 正 男 77 石崎武芳 男 86 ) I I 俣 武 芳

28 大隅 し、 ち 女 90 矢 島 し、 ち 78 北島忠四郎 男 86 田 島 政

29 関本 ヨ シ 女 90 南大島 忠 79 島 田 つ ね 女 86 大 輪 茂 治

30 岡安 さ と 女 90 南大島 ロ本・ 80 吉 田 金次 男 86 JI I 俣 金 次

31 飯塚 げん 女 90 千津井 金 81 小桐 マ ン 女 86 斗合田 マ ン

32 泉 田せつ 女 89 中 ベロ 辰 広佳 82 門 間 し、 < 女 86 大 輪 ィ勺芯右 吉

33 石崎榮太郎 男 89 矢 島 1勺芯右 江 83 大澤喜代松 男 86 新 里 愛 次

34 渡邊登美 女 89 矢 島 和 夫 84 松本末吉 男 86 千津井 進

35 関 口 た け 女 89 梅 原 茂 男 85 原 島 あ き 女 86 上江黒 勝 ：｛ム口

36 奈良孝次郎 男 89 田 島 正 己 86 森尻梅子 女 86 新 里 肇

37 栗原 ア サ 女 89 南大島 利 夫 87 田部井 き ん 女 86 梅 原 岩 広佳

38 関 口 み つ 女 89 梅 原 正 義 88 柿沼 力~ ね 女 86 上江黒 勝 男

39 新井豊吉 男 89 江 口 富 89 士反 J:. し、 そ 女 86 中 クロ 匡 良

40 橋本賓一郎 男 88 斗合田 武 広佳 90 福田 と し 女 86 大 輪 賓

41 金子廣蔵 男 88 入ヶ谷 ｛旬 五 91 原 口 ツ ナ 女 86 大 輪 真

42 折原 隆雄 男 88 大佐貫 常 92 吉永 サ 卜 女 86 千津井 陽

43 橋本つ ま 女 88 斗合田 和 夫 93 吉永 り つ 女 86 梅 原 福

44 立岡 志 ん 女 88 千津井 正 夫 94 梁瀬朝一 男 86 斗合田 朝

45 多 田佐衛 男 88 上江黒 浪 子 95 久保庭 シ ツ‘ 女 86 新 里 シ ツ｀‘

46 多 田 庄吉 男 88 上江黒 女子 男 96 増 田 太 ま 女 86 田 島 榮四郎

47 奈良原 よ し 女 88 矢 島 よ し 97 小磯 た ま 女 86 JI I 俣 た ま

48 篠原 す し、 女 88 下江黒 昴' 98 篠木志 ん 女 86 大佐貫 正 治

49 丸 山 久次郎 男 88 上江黒 久次郎 99 梁瀬 し、 と 女 86 斗合田 朝

50 尾花 ち さ 女 88 大 輪 満 男 100 田 中 住太郎 男 86 田 島 満

(5) 広報めいわ 平成 6 年 9 月 10 日



銀賞t受

明和中学校吹奏楽部

賞

1994年度県吹奏楽コンクールか｀ 8 月 1OH 、高崎市の群

馬音楽センターで開かれ、中学 C組 (25人以内）の部に

出場した明和中学校吹奏楽部（顧問吉野玲子先生）は、

銀賞を受賞しました。

_O
Li の

だ
む
わ

地域の話題なと身近な情報を広報係まで

あ寄せください。まだ掲載されだ写真は

差し上げますので、役場企画課までご連

絡ください。 役場合84-3111

鳴、

銀賞を受賞した明和中学校吹奏楽部の皆さん

作る喜ひt昧わう
8 月 12 日、中央公民館で公民館事業の一環として、

小学 4 • 5 • 6 年生を対象とした木工教室が開かれ

ました。

本村須賀でがん具を製造している松本利ーさんに

ナイフの使い方などを指導いただき「水中で動くお

もちゃ」などを、参加した20人あまりの小学生は 1

日がかりで仕上げ、作る喜びを味わっていました。

真剣な表情でナイフを使用している参加者たち

みれあい活動で

お年寄りと
児童が交流

8 月 19 日、東小学校では児童たちを各行政区

の集落センターなどに招集し、ふるさとをよく

知り、愛する心を持っていただこうと、お年寄

りと交流会を開きました。

児童たちは午前 8 時に集まり、集落センター

周辺のごみや空き缶拾いの清掃活動を行った後、

お年寄りから地元の昔話を聞いたり、紙鉄砲つ

くりやお手玉つくり、そしてゲートボール、ボ

ールカロッティにチャレンジし楽しい半日を過
ごしました。

お年寄りからお手玉のつくり方を教わる子どもたち

平成 6 年 9 月 10 日 (6) 



-I  

栄光を讃える
礼tヨ税、一

~..', •と：．， 0 ＇’ふ';ヤ·— 
3

少

4

2

禾
＇

6

位
森田純一くん

第
2
9回
群
馬
県
中
学
校
総
合
体
育
大

会
が
、
7
月
3
0日
か
ら
8

月

1
日
ま
で

の
3

日
間
、
前
橋
市
で
開
か
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
第

2
2回
関
東
中
学
校
陸
上
競
技

•
水
泳
大
会
が
8

月

1
0日
、
千
葉
県
千

葉
市
と
山
梨
県
甲
府
市
で
開
か
れ
、
明

和
中
学
校
の
生
徒
た
ち
は
、
各
種
目
に

健
闘
し
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

な
お
、
森
田
く
ん
と
森
原
さ
ん
は

8

月

2
1
日
か
ら
2
3日
ま
で
北
海
道
札
幌
市
で

開
か
れ
た
第
2
1
回
全
日
本
中
学
校
陸
上

選
手
権
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

森
田
純
一
く
ん
（
二
年
生
）

0
群
馬
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会

0
二
年
百

2
□

1
1秒
0

優
勝
（
大

会
新
記
録
）

0
共
通
二
百
討

2

分

栄光を設える
,‘9、て；‘,べ

.4 3 ｷ,. " -」

森
原
昌
代
さ
ん
（
二
年
生
）

④
群
馬
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会

0
共
通
走
高
跳
1
討

6
2
優
勝

0
共
通
百
以
ハ
ー
ド
ル

1
5秒
3

5

位

④
関
東
中
学
校
陸
上
競
技
大
会

0
共
通
走
高
跳

1
M
5
5
9

位

高
瀬
裕
介
く
ん
（
二
年
生
）

④
群
馬
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会

0
水
泳
百

2
1
0バ
タ
フ
ラ
イ
1

分
0
4

秒
9
2
4
位

0
水
泳
二
百
昇
バ
タ
フ
ラ
イ

④
関
東
中
学
校
陸
上
競
技
大
会

0
二
年
百

2
り

1
1
秒
5
9
4位

森原昌代さん

健
闘
し
た
明
中
の
生
徒
た
ち

' 

脊、1大
9 ．疇ヽ , 
1.. 
，、ヽ••

＂ヽ', ｷ, 

；仕＜迂咲l‘'荏者9

栄光けたたえる

ー

2
7
秒1
8
4
位

④
関
東
中
学
校
水
泳
競
技
大
会

0
水
泳
百
訂
バ
タ
フ
ラ
イ

1
1位

久
保
□
優
喜
さ
ん
（
一
年
生
）

④
群
馬
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会

0

一
年
走
幅
跳

4
M
8
9
準
優
勝

0
関
東
中
学
校
陸
上
競
技
大
会

0

一
年
走
幅
跳

5
2
い
1
9
優
勝

高瀬裕介くん

親子仲良く料理にチャレンジしている

料理教室 親子で奮闘
村の食改推（食生活改善推進員協議会）主催による母

と子の料理教室が、 8 月 17 日に中央公民館調理室で行わ

れました。この日参加したのは東小と西小の親子35人で、

野菜の切り方など食改推のメンバーに指導をうけ、包丁

を握って奮闘していた子どもたちが印象的でした。メニ

ューは、さっぱりごはん、野菜いっぱいオムレツ、ちぎ

ってサラダ、フルーッポンチでした。

(7) 

作る楽しさを知る

細工作教室
8 月 19 日、 20 日、中央公民館で小学 1 年生から 4 年

生までを対象に紙工作教室が開かれ、 40人ほどが参加

しました。

館林市在住の泉田光司さんに指導していただき「紙

製自動車」作りにチャレンジし、作る楽しさを知り、

有意義な夏休みの一時を過ごしました。

. 
盲

説明を聞きながら楽しそうに製作している子どもたち

平成 6 年 9 月 10 日



八
月
十
一
日
、
第
三
回
明
和
村
議
会

臨
時
会
に
お
い
て
、
人
格
・
識
見
共
に

卓
越
せ
る
小
平
議
長
の
辞
任
に
伴
い
‘

不
肖
私
が
選
挙
の
結
果
、
議
長
と
言
う

大
任
を
負
荷
致
し
ま
し
た
。

も
と
よ
り
そ
の
器
で
は
有
り
ま
せ
ん

が
、
駄
馬
に
鞭
打
ち
住
み
良
い
村
づ
く

り
の
為
、
邁
進
致
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

議
長
就
任
あ
い
さ
つ

<

泉田和作さん

r

,

'

,

'

,

'

,

'

,

'

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

,

'

J
 

~
平
成
六
年
第
三
回
村
議
会
臨
時
会
~

□
か
八
月
十
一
日
（
会
期
一
日
）
開
か
｛

：
れ
、
議
長
選
挙
な
ど
人
事
案
件
を
は
~

：
じ
め
、
老
人
保
健
特
別
会
計
補
正
予
｛

豆
な
ど
に
つ
い
て
審
議
が
行
わ
れ
、
｛

]
村
長
提
出
議
案
一
件
に
つ
い
て
は
、
｛

ニ
原
案
ど
お
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
~

：
ま
た
、
人
事
案
件
の
結
果
は
、
泉
田
｛

」
和
作
さ
ん
が
議
長
に
当
選
さ
れ
ま
し
~

｀
」
。
な
お
、
変
更
に
な
り
ま
し
た
人
｛

]
事
の
み
、
ご
紹
介
し
ま
す
。
i

r
,
'
9
9
9
9
9
9
9
9
,
'
,
'
,
'
,
'
,
'
,
'
,
'
,
9
9
9
,
'
,
'
,
'
,
'
,
'

ヽ

9
9
9
9
9
9
9
9

し

第
3

皆
様
方
の
暖
か
い
ご
指
導
ご
支
援
の

程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ふ
る
さ
と
の
広
場
の
建
設
も
、
今
年

度
か
ら
次
年
度
に
継
続
さ
れ

A
ゾ
ー
ン

の
建
設
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

多
目
的
利
用
の
会
館
は
、
建
設
委
員

の
皆
さ
ん
の
叡
智
を
結
集
し
、
大
枠
は

決
ま
り
ま
し
た
。

ま
た
、
完
全
給
食
セ
ン
タ
ー
や
幼
児

教
育
施
設
の
建
設
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、

移
り
行
く
時
代
に
即
応
し
、
長
期
的
な

展
望
に
立
っ
て
熟
慮
し
、
実
施
し
て
参

り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
議
会
の
使
命
を
十
分
把
握

し
、
活
力
に
富
ん
だ
議
会
運
営
に
邁
進

す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。
村
民
各
位
の

お
力
を
お
借
し
く
だ
さ
い
。
明
和
村
の

ま
す
ま
す
の
発
展
を
こ
い
ね
が
い
、
議

長
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
致
し
ま
す
。

④
議
会
運
営
委
員
会

泉
田
公
郎

委
員
長

④
議
長
泉
田

和
作

各
種
の
人
事

農
業
費
〔
水
田
営
農
活
性
化
整
備
事

業
〕
五
、
八
八
九
万
五
、
四
0
0
円
の

う
ち
二
、
六
八

0
万
円
と
、
都
市
計
画

費
〔
ふ
る
さ
と
の
広
場
整
備
事
業
（
海

洋
セ
ン
タ
ー
関
連
外
構
、
造
園
等
工
事
）

九
、
七
0
二
万
六
千
円
の
う
ち
六
、
七

九
二
万
六
千
円
が
、
翌
年
度
に
繰
越
さ

れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
工
事
も
完
了
と

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
道
路
橋
り
ょ
う

費
〔
道
路
改
良
工
事
費
〕
二
、
九
三
六

平
成
五
年
度
＿
般
会
計

繰
越
明
許
費

繰
越
計
算
書
に
つ
い
て

圃
村
議
会
臨
時
会

明
和
村
農
業
委
員
改
選
後
の
初
会
議

が
八
月
十
七
日
、
役
場
会
議
室
で
開
か

れ
、
「
会
長
互
選
」
「
会
長
代
理
互
選
」

な
ど
が
審
議
さ
れ
た
結
果
、
次
の
よ
う

に
決
ま
り
ま
し
た
。
〔
敬
称
略
〕

0
会
長
（
群
馬
県
農
業
会
議
1
号
委
員

兼
務
）
坂
上
貞
雄
（
中
谷
）

0
会
長
代
理
荻
野
清
（
下
江
黒
）

〇
委
員
篠
木
正
一
（
大
佐
貫
）

報

告

④
議
会
広
報
委
員
会

始
沢
三
郎

〔
敬
称
略
〕

泉
田
和
作

東
毛
広
域
市
町
村
圏
振
興

整
備
組
合
議
会
議
員

G

)

 

農
業
委
員
会
長
に

坂
上
貞
雄
さ
ん
決
ま
る

〇
委
員
田
口
和
晴
（
須
賀
）

〇
委
員
小
平
喜
章
（
新
里
）

〇
委
員
折
原
篤
（
中
谷
）

〇
委
員
械
村
昭
一
（
斗
合
田
）

〇
委
員
宇
木
慶
一
（
川
俣
）

〇
委
員
小
池
昇
（
南
大
島
）

〇
委
員
鈴
木
荘
六
（
新
里
）

〇
委
員
金
子
竹
雄
（
入
ケ
谷
）

〇
委
員
田
村
正
雄
（
千
津
井
）

〇
委
員
野
木
村
公
一
（
上
江
黒
）

〇
委
員
神
谷
富
次
（
梅
原
）

〇
委
員
栗
原
利
夫
（
南
大
島
）

〇
委
員
泉
田
和
作
（
矢
島
）

〇
委
員
田
口
幸
太
（
矢
島
）

〇
委
員
関
口
忠
（
江
口
）

〇
委
員
川
村
登
（
大
輪
）

〇
委
員
北
島
和
夫
（
田
島
）

坂上貞雄さん

差
我

———
-n-

案

万
五
、
三
0
0
円
の
う
ち
二
、
一
―
二
0

万
円
が
、
翌
年
度
に
繰
越
さ
れ
て
お
り

ま
し
た
が
、
道
路
改
良
工
事
も
八
月
末

完
了
予
定
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
財
源
に
つ
き
ま
し
て
は
、
特

定
財
源
五
万
円
、
国
庫
支
出
金
一
、

O

六
五
万
円
、
県
支
出
金
一
、
八
七
六
万

円
、
村
債
一
、
0
六
0
万
円
、
一
般
財

源
七
、
五
九
六
万
六
千
円
で
充
当
し
ま

し
た
。

既
定
の
予
算
総
額
に
、
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
四
一
六
万
三
千
円
を
追
加
し
、

総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
五
億
〇
、
九
四
八
万

九
千
円
に
し
ま
し
た
。

【
歳
入
】
（
）
は
補
正
後
の
総
額
で
す
。

▽
支
払
基
金
交
付
金
…
八
千
円
（
三
億

四
八
六

0
万
七
千
円
）

▽
繰
越
金
：
・
四
一
五
万
五
千
円
（
四
一

五
万
六
千
円
）

【
歳
出
】
（
）
は
補
正
後
の
総
額
で
す
。

▽
諸
支
出
金
：
・
四
一
六
万
―
―
―
千
円
（
四

一
六
万
八
千
円
）

平
成
六
年
度
老
人
保
健

特
別
会
計
補
正
予
算

平成 6 年 9 月 10 日 (8) 



第
5

回
村
民
ゴ
ル
フ

大
会
参
加
者
募
集
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④
期
日
1
1
1
0月2
3
日
⑪

④
会
場
1
1

ふ
る
さ
と
の
広
場

④
対
象
1
1

村
内
在
住
、
在
勤
者

※
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

1
1
1
0
月

5
日
ま
で
に
社
会
体
育
館
へ
。

◎
期
日
1
1
1
0月2
1
日
⑤

④
会
場
1
1

新
太
田
ゴ
ル
フ
場

④
対
象
1
1

村
内
在
住
、
在
勤
者

④
募
集
人
数
1
1
1
0
0

人
（
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

④
参
加
費
1
1
1
0
,
0
0
0

円
（
プ
レ

1

代
、
昼
食
代
、
パ
ー
テ
ィ
ー
代
、

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
代
な
ど
含
む
）

※
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
1
1
9

月

1
6
日
か
ら
受
け
付
け
し
ま
す
の
で
、
参

加
費
を
添
え
て
社
会
体
育
館
へ
。

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
を
通
し
て
団
体
ス
ポ

ー
ツ
の
楽
し
さ
と
規
律
の
重
要
性
を
育

み
、
地
区
子
ど
も
会
の
交
流
お
よ
び
青

少
年
の
健
全
育
成
を
図
る
た
め
、
第
3

回
子
ど
も
会
ド
ッ
ジ
ポ
ー
ル
大
会
が
七

月
三
十
一
日
、
社
会
体
育
館
で
十
九
チ

ー
ム
が
参
加
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。

な
お
、
結
果
は
次
の
通
り
で
し
た
。

優
勝

1
1

新
里
子
ど
も
会
A

準
優
勝
1
1

大
輪
子
ど
も
会

三
位

1
1

中
谷
子
ど
も
会
・
大
佐
貫
子

ど
も
会

第
5
回
村
民
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
大
会
参
加
者
募
集

新
里
子
と
も
会

A

チ
ム
優
勝

優勝した「新里子ども会 A 」チーム

』̀

9

第
3

回
村
子
と
も
会
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会

m: 
I
I

い
い
汗

か
こ
う
I
I

優
勝

1
1

大
輪
老
人
ク
ラ
ブ
A

第
1
0回
老
人
ク
ラ
ブ

ボ
ー
ル
カ
ロ
ッ
テ
ィ
大
会

向
I
I
い
い
汗

か
い
だ
I
I

'、,.,‘‘’ ’‘ 
,尋•一—,,, 

＇遭• 一 ーり3 →厄 99 干→臀ぞ←量

優勝した「大輪老人クラブ A 」チーム

い

準
優
勝
1
1

南
大
島
上
老
人
ク
ラ
ブ
D

三
位

1
1

梅
原
老
人
ク
ラ
ブ
C

@@@@@@@@@@@@@@ @@ 
@

@

 

g
が
ん
を
防
ご
う
g

@@ 
@

@

 

@@@@@@@@@@@@@@ 
合
が
ん
発
生
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

私
た
ち
の
全
て
の
細
胞
は
、
が
ん
遺

伝
子
を
持
っ
て
い
ま
す
。
が
ん
遺
伝
子

は
、
健
康
な
細
胞
の
中
で
は
眠
っ
た
ま

ま
で
す
。

し
か
し
、
あ
る
種
の
物
質
の
作
用
で

眠
っ
た
ま
ま
の
が
ん
遺
伝
子
が
目
覚
め
、

健
康
で
あ
っ
た
細
胞
か
、
が
ん
細
胞
に

変
化
し
ま
す
。
が
ん
細
胞
は
細
胞
分
裂

を
く
り
返
し
な
が
ら
増
え
て
い
き
ま
す
。

合
が
ん
を
引
き
起
こ
す
物
質

0
タ
バ
コ

〇
魚
・
肉
の
焼
け
焦
げ

〇
紫
外
線

0
放
射
線

〇
排
ガ
ス

〇
性
ホ
ル
モ
ン

O
B
型
．
C

型
肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
等

ハ
ロ
ー
健
康
⑳

④ ① ④村

乳が肺が 胃が 行で
んんんつ

て

i が 大腸④か 子宮0が んいるが
んんん検診

が
ん
予
防
の
1
2
か
条

①
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
栄
養
を
と
る
。

②
毎
日
、
変
化
の
あ
る
食
生
活
を
。

③
食
べ
す
ぎ
を
さ
け
、
脂
肪
を
控
え
め

こ
。
,
1
 

④
お
酒
は
ほ
ど
ほ
ど
に
。

⑤
タ
バ
コ
を
減
ら
す
。

⑥
適
量
の
ビ
タ
ミ
ン
と
繊
維
質
の
も
の

を
多
く
と
る
。

⑦
塩
辛
い
も
の
は
少
な
め
に
、
熟
い
も

の
は
さ
ま
し
て
か
ら
。

⑧
焦
げ
た
部
分
は
さ
け
る
。

⑨
カ
ビ
の
生
え
た
も
の
に
注
意
。

⑲
日
光
に
当
た
り
す
ぎ
な
い
。

⑪
適
度
に
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
。

⑫
体
を
清
潔
に
す
る
。

・
桑
｝

合
が
ん
の
予
防
の
た
め
に

検
診
と
共
に
普
段
か
ら
が
ん
を
寄
せ

つ
け
な
い
生
活
習
慣
が
大
切
で
す
。

が
ん
予
防
の
1
2
か
条
を
身
に
つ
け
て

が
ん
を
締
め
出
し
ま
し
ょ
う
。

(9) 平成 6 年 9 月 10 日



両毛交流スタンプラリ

ーに参加しませんか

両毛広域都市圏総合整備推進協議

会では、多くの皆様に広く圏域のこ

とを理解していただくため、昨年に

引き続き圏域内20市町村にまたがる

スタンプラリーを実施します。

〇実施期間＝ 10 月 1 日～ 11 月 30 日

〇内容＝ガイドマップを頼りに、圏

域内20市町村に設置されたスタン

プ (36カ所）を集めて回ります。

20市町村各 1 カ所以上のスタンプ

を集めて応募すると、抽選で素敵
な賞品が当たります。

0ガイドマップの入手＝役場企画課

で 9 月 20 日（火）から配布します。

〇賞品

1 等 ハワイペア旅行券 1 組

2 等 グアムペア旅行券 2 組

他賞品総数 100点

＊応募方法＝ 20市町村各 1 カ所以上
のスタンプを集めたら、役場企画

課に持参してください。当選者は

賞品の発送をもって発表に代えさ

せていただきます。

※詳しくは、役場企画課へお問い合

わせください。

引揚者の皆様へ

通賃・証券等を返却

税関では、終戦後の混乱期に引き

揚げてきた方々が、当時国内に持ち

込むことができなくて、税関などに

預けられた通貨や証券などをお返し

しています。お返しする通貨・証券

等は次のものです。

0終戦後、外地から引き揚げてこら

れた方々が、上陸地の税関・海運局

に預けた通貨・証券など。

0外地の集結地において、総領事館

などに預けた証券などのうち、その

後日本に返還されたもの。

これらの手続きは本人だけでなく、

家族の方々も電話・郵便などで問い

合わせすることもできます。
※詳しくは、東京税関前橋出張所合0272

(21)5284へお問い合わせください。

歯科相談が

実施されます

（初館林邑楽歯科医師会では、歯科

相談会を行います。

圏期日＝ 10 月 16 日（日）

0時間＝午前 9 時～ 11時30分

衡場所＝館林邑楽歯科医師会館（館

林市仲町 5 -25) 

圏内容＝歯並びや歯をもっと臼くし

たい、ハブラシはどのようなもの

が良いかなどです。

※詳しくは、（初館林邑楽歯科医師会

ff (73)8818へお問い合わせください。

両毛少年サッカー教室

参加者募集

0日時＝ 10 月 30 B （日） 午前の部…午

前10時～ 12時、午後の部…午後 1

時30分～ 3 時30分

0場所＝太田市運動公園 サブグラ

ンド

圏参加資格者＝両毛地域に住む小学

4~ 6 年生

卍募集人数＝午前の部…200人

午後の部・・200人

（希望者多数の場合は抽選）

圏募集期限＝ 10 月 15 日（土）

圏参加費＝無料

圏その他＝小雨決行、ボールは各自

持参してください。

〇申し込み方法＝往復はかきに住所、

氏名、保護者氏名、電話番号、午

前、午後どちらの部に参加したい

かを記入のうえ申し込んでくださ

い。なお、サッカーチームに所属

している人は、チーム名を記入し

てください。

蒼申し込み先＝〒326 足利市有楽町

835 足利商工会議所2F （初足利青年

会議所内両毛6JC事務局合0284(42)

6300へ申し込んでください。

※詳しくは、役場企画課へお問い合

わせください。

障害者雇用促進会開催

館林公共職業安定所

＊日時＝ 10 月 7 日（金）

午後 1 時30分～ 4 時

0場所＝邑楽共同福祉施設（邑楽町）

※詳しくは、館林公共職業安定所合

(75) 8609へお問い合わせください。

秋の全国交通安全運動

9 月 21 日～ 30 日

スローガン
事故は瞬間 ベルトは習慣

運動の重点事項

・高齢者の交通事故防止

・シートベルト着用の徹底

．←叩鍮□—·i.船--·|

くらし

の

情報・案内

定例相談
0 二o=o=o=o 二 0 二 o=o=o=o 二 o=o=o 二 o=o=o=o=o=o 二 o=o=o=o 二 o=o 二 0 二（----------------------------------------------------ｷ 

璽村西奮料法律租麟；，----------------------------------------------------ｷ 
o=o=o 二 o=o=o 二 0 二 o=o=o=o=o=o=o=o 二 0 二 o=o=o=o=o=o=o=o=o=o 二＜

◇日時＝ 10月 11 日（火）

午前10時～午後 1 時

◇場所＝役場会議室

◇内 容＝法律一般事項

◇対象＝明和村民

◇担当者＝蓮見弁護士

◇受付＝ 10 月 1 日から 8 B まで受け

付けしますので総務課へお

申し込みください。定員に

なり次第締め切ります。

※詳しくは、総務課へお問い合わせく

ださしヽ。
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隣謹量國i［国麟藍灘』嚢I----------------------------------------------------
o=o=o=o=o 二 0 二 o=o=o=o 二 o=o 二 o=o 二 0 二 0 二 o=o=o=o=o=o 二 0 二 0 二 o=o=

◇日時＝ 10月 17 日（月）

午前10時～午後 3 時
◇場所＝役場会議室

_o 二 o=o 二 o=o=o=o=o=o=o=o 二 o=o 二 o=o 二 o=o 二 0 二 0 二 o=o 二 0 二 0 二 0 二 o=

ニニーニニ＝一＝＝＝一＝＝＝一＝＝＝一ニニニーニニニーニ＝＝一＝ニニーニニ＝一＝＝＝一＝＝＝一＝＝＝一

謬届直僅詞閾廂＂［鷹甕=o二o=o 二 o=o 二 o=o 二 0 二 o=o 二 o=o 二 o=o 二 o=o 二 o=o 二 o=o=o 二 o=o 二 0 二 o=o:

◇日時＝ 10月 13 B （木）

午前10時～午後 3 時

◇場所＝館林市役所

注応髯査唸墨輝誓沼霞：
◇ H 時＝ 10 月 20 日（木）

午前10時～午後 3 時

◇場所＝館林市役所

平成 6 年 9 月 10 日 (10) 



10 月生募集

館林高等技術専門校

圏応募資格＝職業に必要な技能を身

につけたい人ならどなたでも、学

歴、年齢は問いません。

圏募集科目＝板金科

圏募集人数＝ 20人

圏応募書類＝入校願書・健康診断書

®期間＝ 6 カ月（平成 6 年10月から

7 年 3 月まで）

圏授業料＝無料

※詳しくは、館林高等技術専門校合

(72) 0229へお問い合わせください。

消防職員募集

館林地区消防組合

〇応募資格＝消防組合管内（館林市、

板倉町、明和村、千代田町、邑楽

町）に住んでいる大学卒業（卒業

見込みを含む）の者で、昭和45年

4 月 2 B から昭和48年 4 月 1 日ま

でに生まれた者、短大卒業（卒業

見込みを含む）の者で、昭和47年

4 月 2 日から昭和50年 4 月 1 日ま

でに生まれた者、高校卒業（卒業

見込みを含む）の者で、昭和49年

4 月 2 日から昭和52年 4 月 1 日ま

でに生まれた者で、いずれも日本

国籍を有する者です。但し、管外

に住んでいても、家族が管内に住

んでいれば応募できます。

圏募集期間＝ 9 月 19 日～ 10 月 7 日

圏募集人数＝若干名

圏提出書類＝履歴書、学業成績証明

書、人物証明書

圏試験＝教養試験、作文試験、体力

テスト、面接試験

圏試験日および場所

0 第 1 次試験＝ 11 月 13 日（日） 消防

本部会議室（筆記試験など）

0 第 2 次試験＝ 11月下旬予定 館

林消防署（体カ・面接試験）

※詳しくは、館林地区消防組合消防

本部総務課庶務係合（72) 3171へお問

い合わせください。

入校生募集

東毛高等技術専門校

県立東毛高等技術専門校（仮称）

が、工科系短期大学並の施設やカリ

キュラムとなり新しいキャンパスで

スタートします。

圏応募資格＝高校卒業（または見込

み）以上の学歴を有する者

圏科目・定員・期間

0機械システム科 20人 2 年

0 電子システム科 20人 2 年

0 自動車整備科 20人 2 年

0機械製図科 20人 1 年
oOA経理科 30人 1 年

卍募集期間＝ 9 月 26 日～ 10 月 31 日

圏選考方法＝学科試験と面接試験

圏授業料＝無料
※詳しくは、〒373 太田市新島町342-

2 県立太田高等技術専門校合 (45)

2338へお問い合わせください。

太平記ゆかりコース

参加者募集

ときめき散歩の会

圏日時＝ 10 月 18 日（火）

午前10時から午後 3 時まで

圏場所＝尾島町世良田周辺

蒼応募資格＝県内在住の概ね60歳以

上の者

圏応募方法＝往復はがきに氏名、年

齢、住所、電話番号明記のうえ、

申し込んでください。

圏募集期限＝ 10 月 4 日（灼

蒼募集人数＝ 50人

圏その他＝参加費無料、雨天決行

※詳しくは、〒371 前橋市大手町 1-

5 -11 群馬県長寿社会づくり財団

ときめき散歩の会係合0272(43) 1165 

へお問い合わせください。

世界子とも愛樹祭

コンクール作品募集

圏題材＝ふるさとの森など日頃親し

んでいる樹木を題材にしたもの

圏応募資格＝小・中学生

＊用紙＝作文・詩は400字詰 5 枚以内、

絵は B 3 の画用紙で色彩自由

圏募集期限＝ 11 月 10 日（木）

※詳しくは、〒834-14 福岡県八女

郡矢部村大字北矢部10528 矢部村役

場総務課合0943(47)3111へお問い合

わせください。

: 館林邑楽地区 館林地区 ※ 目百 • 千代田 変人祝
板倉地区

明和地区
更科日

産婦人科 耳鼻科 内科外科
にのは

休 なにみ ; 
る限.._,,

記念病院白沢医院 館林地区と 館林地区と

合場が診療時り 生病9 月 15 日
合 (72)3155 ff (72) 1600 同じです。 同じです。

日 小西医院川村医院 後藤（内）医院新橋病院 橋本医院 館林地区と あり 間 — 院
9 月 18 日 まは 合

合 (86)2261 合 (72) 1337 合 (72)0134 合 (75)3011 合 (82) 1150 同じです。
>:
(72) 
3 

上野医院 横田（婦）医院 館林地区と 館林地区と で‘| I 

当
9 月 23 日

合（72)3330 合 (72)0255 9 9 4 同じです。 同じです。

゜しで ヽ

井上（浩）医院 川田医院 森下医院 最上医院 館林地区と 小西医院 てで が
9 月 25 日

合 (88)6300 合 (72)3724 合(73)7776 合 (74)3763 同じです。 合 (86)2261 かす゚ 鷹ら

番 呑ロ戸ク し
真中医院 小倉医院 清河堂医院 礫川堂医院 井上医院 竹越医院 ま

10 月 2 日 し す
合 (72) 1630 合 (72)0606 合(72)3070 合 (74)0184 合 (82) 1131 合 (84)3137 て ゜

< 内
横田（婦）医院 大神医院 横田（善）医院 永寿堂医院 増田医院 館林地区と だ 科

医
10月 9 日 さ

合 (72)0255 合 (62)2200 合（72)4970 合 (72)4469 合 (82)2255 同じです。 し‘ 外
゜ 科

安楽岡医院 根岸医院 館林地区と 館林地区と

喜10 月 10 日
合(72)0572 合 (72)3262 同じです。 同じです。

(11) 乎成 6 年 9 月 10 日
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わ
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）
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に
掲
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希
望
の
方
は
、
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場
企
画
課
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

曰⑱
（アイドル〉

悶讐美み
賛：咲；
んん歳ち
の 2
長ヵや
女りん

（須賀）

水遊びやいたずらが大好きで、毎日元気良く遊んでい

ます。最近では、歌を歌うことや、電話が鳴ると受話器

を持ち上げて、「もしし」とおしゃべりすることも上手

になりました。将来は「優しく、思いやりのある娘に育

ってほしいです」とお母さん。

おもちゃで遊んでいる美咲ちゃん

村の人口と世帯
9月 1 日現在

世帯数 3, I 02戸

人口総数 I I, 400人

男 5,722人・女 5,678人

(8 月中の動き）

出生 6 人・死亡 10人

転入 57人・転出 16人

8月の救急車出動回数
●交通事故 7 件

●急病 10 件

•その他 0 件

●計 17 件

⑨堕三竺竺竺邑⑮
L ーン

代表籾山富美江

夜
祭
や
蛍
光
玩
具
の
乱
れ
舞
う山

下

富
治

華
麗
な
る
夢
運
び
来
る
水
着
か
な

山
下
ふ
で

運
勢
の
吉
の
内
な
る
夜
の
メ
ロ
ン

高
橋
三
重
子

か
き
つ
け

一
片
の
書
付
探
す
大
暑
か
な日

名
子
春
実

昼
寝
後
の
五
感
の
ろ
の
ろ
目
覚
め
け
り
神
秘
な
る
湖
水
を
渡
る
夏
の
風

松
本
夜
詩
夫
荒
井
み
ね
子

し
た
。
今
で
は
高
校
生
か
ら
四
十
歳
代

前
半
の
マ
マ
さ
ん
十
一
人
と
、
厳
し
い

中
に
も
優
し
さ
あ
る
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の

大
好
き
な
監
督
の
も
と
に
、
毎
週
木
曜

旦
一
時
間
の
練
習
に
、
さ
わ
や
か
な
汗

を
流
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
練
習
の
後
の
お
荼
を
飲
み
な

が
ら
の
お
し
ゃ
べ
り
は
格
別
で
す
。
同

年
齢
の
子
ど
も
を
持
つ
親
と
し
て
の
悩

み
ご
と
の
相
談
や
世
間
話
な
ど
話
に
花

が
さ
き
ま
す
。

試
合
は
勝
敗
に
は
あ
ま
り
こ
だ
わ
ら

ず
楽
し
く
参
加
す
る
こ
と
に
意
義
を
感

じ
て
い
ま
す
。
現
在
、
マ
マ
さ
ん
は
六

人
し
か
い
な
い
の
で
試
合
に
出
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
好

き
な
あ
な
た
、
一
緒
に
さ
わ
や
か
な
汗

を
流
し
て
み
ま
せ
ん
か
、
初
心
者
の
方

も
大
歓
迎
で
す
。
ぜ
ひ
ム
ー
ン
ヘ
ど
う

ぞ
、
み
ん
な
で
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

二
年
ぶ
り
に
参
加
し
た
全
国
広
報
広
聴
研

究
大
会
で
、
各
市
町
村
の
広
報
担
当
者
と
の

”
で
あ
い
”
の
中
か
ら
人
間
関
係
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
が
で
き
、
ま
た
、
い
ろ
い
ろ

な
体
験
が
で
き
、
こ
れ
か
ら
の
広
報
紙
作
り

に
生
か
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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※掲載を希望されない方は、届出の際に申し出てください。
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